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　　　　１







　世の中、上には上がいるものだ。


（やっぱ、天然物は違ちがうよな）


　大学に入学して半月が過ぎようとしている頃ころ、山やま田だ望のぞむは構内にあるカフェで、ひとりアイスコーヒーをすすりながらしみじみと考えていた。


　友人二人と映画をみにいこうと待ち合わせをしていたのだが、待ち合わせ時間が三十分ほど過ぎても彼らは望のもとに辿たどり着いていない。


　友人のひとり、佐さ原はら隼はや人とからは、ついさっき女性をエスコートしなければならなくなったからと携けい帯たいでキャンセルが入ったから辿り着かなくて当然なのだが、もうひとりは約束の時間にカフェに姿を現したというのに、あちこちのテーブルに引っかかりまくって、いまだに目的地まで辿り着けずにいる。


　その友人、久く我が竜たつ大ひろは、障害物競走のようにあちこちのテーブルをすり抜ぬけ、いま現在、望がいるテーブルのひとつ手前、賑にぎやかな笑い声を振ふりまく女の子たちがいるテーブルに引っかかっていた。


　たぶん、なにかのサークルの勧かん誘ゆうなんだろう。


「ちょっとだけでいいの。試ためしに一度、覗のぞきに来て」


　お願い、と媚こびを含ふくんだ声が聞こえてくる。


「おもしろそうなんだけど、たぶん時間が取れないと思うんだ。ごめんね」


　竜大が苦く笑しようしながら答えている。


「あ、じゃあ、いまからはどう？」


「友達と約束があるから……」


　女の子に腕うでをつかまれた竜大は、困ったように周囲を見回した。


　そして、テーブルに頰ほお杖づえをついて、その様子を眺ながめていた望をみつける。


（あ、やべ）


　竜大にいきなりウインクを投げられ、望は視線をそらした。


　たぶんあれは、彼女たちからすんなりと逃にげ出すきっかけをつくってくれという合図なんだろう。


（……いま話しかけんのは得策じゃないよな）


　そろそろここを出ないと予定していた回の映画を見み損そこねる。


　だが、付き合いがよさそうにみえるのは表面だけで実際はその逆の竜大と、なんとか知り合いになり、親しくなるきっかけをつくろうとしている彼女たちの邪じや魔まをしたら、望自身の評判が地に落ちるのは確実。


（自力で逃げだせ）


　望はシカトを決め込むと、長丁場になることを覚かく悟ごしてリュックから読みかけの文庫本を引っ張り出した。


　竜大達の押し問答をＢＧＭにしつつ、なんとか小説の世界に引き込まれ、夢中になり始めたところで、


「──今はなにを読んでるの？」


　頭上から聞き慣れた甘い声が降ってきた。


　言葉遣いだけで判断すると少々子供っぽい雰ふん囲い気きがあるが、よく通る低く甘い声とゆったりと落ち着いた口調のせいで、耳に届くと逆に冷静で大人びた印象を受けるのが不思議だ。


「……サガンだけど」


「読書家を気取る女子高生みたいだね」


　竜大は、望の肩かたに手を置き、覆おおい被かぶさるようにかがみ込んで肩越ごしに本を覗き込みながら、少しばかり嫌いや味みな口調でいう。


「うっせー」


　サガンの本はこれで八冊目だ。


　有名な作家だから一度ぐらいは目を通してみるかと、その程度の気まぐれを起こしてデビュー作を読んで以来、好んで読むようになっていた。


　ただし、サガンの作品のほとんどが繊せん細さいで倦けん怠たい感のある恋れん愛あい小説だけに、気き恥はずかしさからこっそりとファンを自じ認にんする程度だが……。


　乱暴な仕草で本にしおりを挟はさんで顔を上げると、アップでみるにはあまりにも整いすぎている綺き麗れいな顔が視界に飛び込んできた。


　すうっと形のいい眉まゆと二ふた重えの瞳ひとみ、いつも笑えみを浮うかべている、下した唇くちびるが少しだけ厚めの肉感的な唇。


　どちらかというと彫ほりの深い洋風の顔立ちなのだが、その髪かみと瞳は漆しつ黒こくで、それが逆にエキゾチックで異国風の雰囲気を醸かもし出している。


　声も顔も特上品。


　だが、それだけじゃない。


　竜大は、家いえ柄がらも頭脳も人脈も運も、なにもかもに恵めぐまれた存在だった。


　望が、竜大のことを『天然物』と評する理由はそこにある。


　決して悪い意味ではなく、磨みがかずとも光り、なんの苦もなく無意識のうちに他者の視線を集めることのできる特とく殊しゆな存在という意味なのだ。


「遅おそくなっちまったけど、映画どうする？」


　望は軽く肩を揺ゆすり、竜大の手を肩から追い払はらった。


「いまからだと、焦あせらないと間に合わないかな」


「俺、走んの嫌だぞ。──竜大がもたもたしてんのが悪いんだからな」


「……望が助け船を出してくれれば、すんなり抜け出せたと思うんだけど？」


「やーなこった。んなことしたら、他ほかの奴やつらの恨うらみを買うだけじゃん。おまえを独どく占せんしてるとかいわれて、敵をつくんのはまっぴら」


「望はつめたいな」


　すぐ隣となりに座った竜大は、頰杖をつくと恨めしそうな流し目を望にくれながら、少し拗すねたように呟つぶやく。


（な～にが、つめたいだ）


　望は心の中で舌を出していた。


　そもそも竜大には助けなんて必要ないのだ。


　その気になりさえすれば、すんなりとその場を抜け出せるだけの器用さを持ち合わせているのだから……。


　さっきもたついていたのは、だから、わざとに決まってる。


　自分に向けて救いの手を差し伸のべろという、望への無言の要求に他ならない。


（その手には乗らないって）


　そういう無言の甘えかけは、我が儘まま放題に育った弟で経験済みだ。


　可愛かわいい弟ならいざしらず、自分よりなにもかもが優すぐれている同年ねん齢れいの友人に甘えられて、ご機き嫌げんをとってやれるほど、望はお人ひと好よしじゃない。


「──で、映画どうするよ？」


　望は、むりやり話題を引き戻もどした。


「そうだな……。少し早いけど夕食を食べてから、最終の回でみようか」


「おまえのおごり？」


　遅おくれてきたんだからそれぐらい当たり前だろうという含みを込こめて、意地悪な口調で聞いてみた。


　だが、あっさり「うん、いいよ」と妙みように嬉うれしげに応じられて、逆に、なにかしくじったような気分になる。


（つっまんねーの）


　基本的に竜大は金にまったく不自由しない生活を送っているから、その手の意地悪はなんら負担にならないのだろう。


　映画をみにいくのを中止にしたほうが効果的だったかなと、さらに根こん性じよう悪わるなことを考えつつ、望は残っていたアイスコーヒーを飲み干した。











　久我竜大と佐原隼人。


　この二人は、山田望にとって──色々と心中に含むところはあるものの──友人と呼べる貴重な存在だった。


　出会いは高校の入学式。


　中学三年のときに、家族とともにいま住んでいるマンションに引っ越こしてきた望は、高校受験ではその近きん隣りんで一番レベルが高く、入学が困難だといわれている学校を選せん択たくした。


　小学校から大学までのエスカレーター式で、外部からの受験は基本的に認められていないのだが、学力レベルの高さについてこれない者や家庭の事情などで退学する生徒が少数ながらいて、その欠員を埋うめるべく毎年編入試験を施し行こうしているのだ。


　当然、募ぼ集しゆう人員は少ないし、試験の難易度もかなり高い。


　これに受かれば自分の優ゆう秀しゆうさがさらに光るに違ちがいないと、負けず嫌ぎらいで見み栄えっ張りの望は張り切った。


　そして、猛もう勉強の成果もあってなんとか無事ストレートで試験に合格したのだった。


　エスカレーター式だから生徒間の人間関係や力関係などは、ある程度完成されているだろう。入学できてもその後が難しいのではないかと、中学の担任が親身になって心配してくれたが、望はその手のことは全く心配していなかった。


　やわらかな薄うす茶ちやの髪、全体に小作りな顔を引き立てるアーモンド型の大きな琥こ珀はく色いろの瞳。


　繊細で優やさしげな顔立ちは、結けつ婚こん前にモデルをやっていた母親から譲ゆずり受けたもの。


　子供の頃ころから、成績であれ人間関係であれ、人より勝まさることに執しゆう着ちやくしていた望は、母親譲りのその外見を生かして人々の興味を引き、好感度をゲットする術すべに長たけていた。


　いわゆる猫ねこっかぶりというやつなのだが、同年代の子供相手なら九十パーセント程度の確率で自分の崇すう拝はい者しやにする自信はある。


　そしてむかえた入学式の日。


　新入生達は式場への入場時間まで待機するようにと、講堂脇わきの武道館に集められた。


（おっもしろくねーの）


　望の予想に反して、周囲の新入生達の視線は望を素す通どおりしていく。


　彼らの視線を辿たどった望は、その先にひとりの生徒をみつけた。


（……むかつく）


　負けず嫌いの虫が疼うずき、対たい抗こう心しんも露あらわにその生徒を観察する。


　たいそう不本意ながら、その生徒は滅めつ多たにいない美形だった。


　しかも望とは正反対のタイプで、大人びて落ち着いた雰囲気の持ち主だ。


（背がでかいから、目立つだけなんじゃねーの）


　他の生徒より、少しだけ大きいせいでその容よう貌ぼうが目立つだけ。


　同じような身長の生徒に囲まれれば、きっと目立たなくなるはず。


　負けてると思いたくなくて、そんな理り屈くつをこねてみたが、しばらくして彼の周囲に同じぐらいの身長の生徒がくると、それが間違いだと思い知らされた。


　彼が目を引くのは、その姿形が整っているせいだけじゃない。


　その立ち居振ふる舞まいや表情、存在自体から人を惹ひきつけてやまない磁力のようなものが放たれているせいなのだ。


（カリスマってやつかも）


　そうでなければ周囲の注目がこんなにも集まるわけがない。


　うぬぼれじゃなく、望だって外見だけで判断するなら充じゆう分ぶんに人目を引く素材だ。


　それなのに、いま誰だれからも注目されないのは、彼の圧あつ倒とう的な存在感に皆みなの気持ちが惹きつけられてしまっているから……。


（──俺、かんぺき負けてんじゃん）


　生まれて二度目の敗北感。


　一度目の敗北の相手は、弟の恵めぐむだった。


　弟が生まれた当時、望は七歳。


　母親譲りの可愛らしさと人ひと懐なつこさとで、随ずい分ぶんと周囲の大人達にちやほやされまくっていたものだ。


　だが、弟の恵が生まれた途と端たん、状じよう況きようは一変してしまう。


　生まれたばかりのしわくちゃの赤ん坊ぼうを可愛いという大人達は、望をちやほやするよりも赤ん坊をかまいたがった。


　そればかりか、「望くんも可愛い弟ができて嬉しいでしょ？」と喜びを強要される始末。


　望は、すごく不ふ愉ゆ快かいだった。


　弟に対する嫉しつ妬とが目覚めると同時に、生まれてはじめての敗北感らしき感情を覚えた。


　もちろん周囲の大人達に、そんな悪感情を悟さとられるようなヘマはしない。


　無条件でちやほやして貰もらえなくなったのは悲しいが、だからといってここで拗ねたら大人達の顰ひん蹙しゆくを買うばかりで、なんの得もない。


　弟に邪じや険けんにするお兄ちゃんより、弟を可愛がるお兄ちゃんのほうが大人のウケがいいに決まってる。


　幼くとも、その程度の計算ができるぐらいには望はずる賢がしこかったのだ。


　だから、「可愛いわね？」「弟ができてよかったね？」と大人達に聞かれれば、「うん！」と自己保身のための噓うそをついてにっこり笑って頷うなずいたものだったが……。


（恵の比じゃねーな）


　かつて恵が大人達の寵ちよう愛あいを受けていたのは、乳幼児の愛らしさのせいだった。


　が、彼の場合は期間限定じゃない。


　年を重ねれば重ねるだけ、その魅み力りよくは増していくに違いない。


　彼と同じ学年、学校にいる限り、自分が彼より目立つことは決してない。


　そう確信できてしまうほどの圧倒的な敗北感。


（ついてねーの）


　母親譲りの優しげな容姿を武器に、高校でも周囲の好感度をゲットして、器用に楽して生きていこうと思っていたのに初日から失敗してしまった。


　当初の予定では、今ごろはエスカレーター式で高校に進級してきた世間知らずの集団に囲まれて、巨きよ大だいな猫ねこを被かぶりつつにこやかにおしゃべりでもしてるはずだった。


　それなのに今の自分は、賑にぎやかな人ひと込ごみの中、話しかけてくれる知り合いがひとりもいない状況でポツンと佇たたずんでいる。


　こんなことなら近隣で二番目にレベルが高い、中学の同級生も何人か進学している高校を選べばよかったと後こう悔かいしつつ、話す相手もいない望は友達に囲まれて微笑ほほえむ彼をただぼうっと眺ながめていた。


「失礼。──もしかして、君も編入生ですか？」


　声を掛かけられて振り向くと、ずば抜ぬけて背の高い生徒がおっとりとした笑えみを浮うかべて立っている。


　その上うわ背ぜいとあまりにも落ち着き払はらった物もの腰ごしに、一いつ瞬しゆん上級生かと思ったのだが、詰つめ襟えりの校章のカラーは望と同じブルー。


（同級生……だよな）


「そうだけど、君も？」


「はい。編入生は少ないから、どうにも居場所がない感じで困ってたんですよ」


　佐原隼人です、とおっとりと微笑み、彼が手を差し出してくる。


「……あ、山田望です。よろしく」


　握あく手しゆを求めているのだと気づくのに、少々時間がかかった。


（変な奴やつ）


　望は、よそいきのとっておきの笑みを浮かべながら、慣れない仕草でその手を握にぎりかえす。


　切れ長の瞳ひとみとすうっと通った鼻筋、薄うすめの唇くちびる。


　過不足なく整った純和風の綺き麗れいな顔立ちに、妙みように落ち着き払った浮うき世よ離ばなれした物腰。


　高校生になったばかりだとは思えない大人びた雰ふん囲い気きを醸かもしだしている目の前の彼は、知り合いがいないからといって居場所がなくて困ってしまうようなタイプにはみえない。


　むしろ、居場所がなくて所在なさげにしていた自分に気を遣つかって声を掛けてくれたのではないだろうか？


「僕もひとりで困ってたんだ。声をかけて貰ってうれしいよ。──編入生は在校生と別扱あつかいを受けるのかと思ってたんだけど、そうでもないんだね。他ほかの人達はどうしてるんだろ？」


　例の彼にばかり気を取られて、お仲間の編入生のことはすっかり脳のう裏りになかった。


　ぐるりと周囲を見回したが、不慣れな場所で不安そうにしている生徒は発見できない。


「ああ、もしかして知らないのかな？　この学校の編入生枠わく──二十人程度かな──ほとんどがスポーツ特待生で埋うまってるらしいですよ。そういう生徒は、春休み中から部活動に参加して知り合いをつくってるみたいですね。わたしたちのように、編入試験を通って入学する生徒は滅多にいないんです」


「ほんとに？　でも試験のとき、けっこうな数の受験生がいたと思ったんだけど……」


「一種の力ちから試だめしですね。この高校のレベルの高さは有名ですから、受からなくても別に不ふ名めい誉よじゃないですし」


「じゃあ、正規の編入試験を通って入学したのって何人ぐらいいるの？」


「知り合いから聞いた話だと二人。わたしとあなただけってことになりますね」


「……知らなかった」


（俺ってば、すっげー優ゆう秀しゆうじゃん）


　望は心の中で自画自賛した。


　だが、少々複雑な心境でもある。


　優秀なのは素す直なおに嬉うれしいが、いまの望が切実に必要としているのは成績とかの優秀さじゃなく、より多くの人の好感度をゲットできる能力だった。


　好感度がゲットできずに出だしでしくじったりすると、編入試験に合格できるほどの優秀さが仇あだになって、悪い意味でクラスから浮いてしまう危険性もある。


（あいつとクラス分けで一いつ緒しよになっちまったら、マジで終わりだな）


　友達に囲まれて笑っている例の彼にちらりと視線を向けて思う。


　──顔も頭もいいし、たいていのことは簡単にこなせる。


　望はそんな自分の優秀さや器用さを、客観的に判断して謙けん遜そんすることなく認めている。


　だが、同時にそんな自分の優秀さが一いつ般ぱん人じんの枠からは出ないものだという自覚もある。


　──誰にも負けたくない。一番でいたい。


　子供の頃ころから心の根底にあった、自分のそんな感情こそが、実は凡ぼん人じんの証あかしなのだ。


　例えるなら、主人公にライバル意識を燃やす、ちょっとだけ有能な脇わき役やく。


　あれこれせこい手を使って一時トップに立ったとしても、最終的には、主役の天然物の能力や魅力に負けてしまうのが王道のパターン。


　だから望にとって、ああいうカリスマ性満点のタイプは特に鬼き門もんだった。


「お知り合いですか？」


　望の視線の先を辿たどった隼人が聞いた。


「ううん。ただ、なんだか凄すごく目立つ人だから気になっちゃって……」


「でしょうねぇ」


　隼人が、訳知り顔の年寄りのような仕草で、うんうんと頷うなずく。


「えっと……。佐原さんこそ、知り合いなの？」


「同い年なんですから『さん』づけはよしてください。名前で呼んでくださってかまいませんよ。──知り合いです。彼のせいでこの高校に入学することになったぐらいにはね」


「……まさか、追っかけ？」


　あれだけのカリスマ性をプンプン臭におわせているんだから、追っかけファンのひとりや二人いてもおかしくはないのかもしれない。


　だが、その手の行こう為いに走る奴とはお近づきにはなりたくはない。


「…………違ちがいます」


　笑顔を凍こおらせて一歩引いた望に、隼人はがっかりしたように肩かたを落とした。


「追っかけをやってるのは、むしろわたしの母でして……」


「なんで母親が関係あるの？」


「母親同士が無二の親友なんですよ。もっとも家の格の違ちがいもあって、わたしの母は彼の母上のことをお姫ひめ様さま扱いしていますが……。お互たがいの子供を同じ学校に通わせるのが女学生時代の夢だったんだといきなりいい出しまして、それでわたしが急きゆう遽きよこの学校に編入することになったんです。第一志望の高校には受かってたんですけどね」


「第一志望に受かってたのに？……えーでも、さ……隼人くんはそれでよかったの？　不満じゃない？」


「志望校のことですか」


「うん」


「とくには。母の願いを叶かなえてあげることのほうが大事ですから……。この学校の学力のレベルは申し分ないですしね。ただひとつ、通学には少々不便なんですけど」


　おっとりと隼人が微笑む。


　こいつマザコンなんだな。


　知り合ったばかりの隼人の評価を、望が心の中で勝手に下していたら、不意に周囲の空気がざわめいた。


「や、隼人。久しぶり」


　大量の視線を背負って登場したのは例の彼。


「おひさしぶりです。竜大さん」


　声を掛けられた隼人が、軽く頭を下げる。


「本当に入学してくるとは思わなかったな。──俺から母にひとこと釘くぎを刺さしておけばよかったね」


「とくに不満はありませんから。お気になさらず」


（な～んか妙な感じ）


　隼人の口調が丁てい寧ねいで物腰が控ひかえめなせいだろうか。


　二人の会話は、まるで主従のそれのように聞こえて、高校の入学式とは思えない雰囲気が漂ただよっている。


　すぐ側そばで聞いていた望は、奇き妙みような居い心ごこ地ちの悪さを感じて、軽くうつむいて視線をそらした。


「こっちの彼も編入生だよね。隼人の友達？」


「たった今、友達になったところです。山田望くん。──望くん。彼は久我竜大さん」


「あ、よろしく」


（あんまりお近づきにはなりたくなかったのに）


　隼人に促うながされた望は、しぶしぶ顔をあげる。


「よろしく」


（うわっ）


　軽く笑えみを浮うかべて自分をみつめている竜大と視線が合って、望は直感した。


（こいつ、マジで本物だ）


　ここまで圧あつ倒とう的な存在感を持った人には、いままでお目にかかったことがなかった。


　クラスで一番とか、学校で一番とか、そんなレベルじゃない。


　たぶん彼は、どこでも、誰だれといても、自然にリーダーシップを取ってしまえる存在にちがいない。


　その証しよう拠こに、みつめかえしてくる竜大の瞳には、なんの気負いも惑まどいも感じられない。


　初対面の相手に対する警けい戒かい心しんも、観察してやろうとする気配もまったくない。


　集団のトップに立つことが多い人間の視線には、それなりに自負やらプライドやらがみえ隠かくれしているものなのに、そういったものが一いつ切さい感じられなかった。


　たぶん、彼は自分が他人ひとより優位に立っていることに対してなんの感かん慨がいも持っていないはず。


　当たり前すぎて、意識する必要もない。


（くそっ、レベルが違いすぎるって……）


　勝ちとか負けとか、そんなレベルじゃない。


　生まれながらの王様に、一般庶しよ民みんが対たい抗こう心しんを燃やしたところでなんの意味があるだろう。


　ついさっき、彼を遠目でみて『完全に負けてる』なんて、勝敗にこだわった考え方をした自分がやけに卑ひ屈くつに思えて、望は情けなくなった。


（敵に回したらおしまいだな）


　打ちのめされつつも、望はしたたかに計算していた。


　張り合うことすらできない相手なら、逆にこちらからすり寄っていったほうが、たぶん得策。


（こいつの側にいれば、こいつに群がってくる奴やつらとも自然にお近づきになれるし……）


　遠巻きにしているより、彼の影えい響きよう下かに入って、その中でうまく立ち回った方がきっと楽しい高校時代を過ごせるはず。


「なにか困ったことがあったら気軽に相談するといいよ。きっと力になれると思うし」


「ありがと。在校生にそういって貰もらえると心強いな」


　望は、さっそく竜大の好印象をゲットすべく、最上級の微笑ほほえみをその顔に浮かべた。








　二人きりの編入生ということで、入学当時はなにかと隼人とともに行動することが多かったのだが、その隼人が竜大の知り合いということもあって、望は自分でも驚おどろくほどすんなりと竜大と親しくなっていった。


　実は大規模な企き業ぎようグループの御おん曹ぞう司しだった竜大や、弁護士一家の跡あと取とりだという隼人とは、一般庶民の望はかなり価値基準が違う部分があったりして戸惑うこともあったが、やがてそれにも慣れた。


　その優やさしげな容よう貌ぼうのせいで、望は親しくなった友達から熱っぽい視線を向けられたり、独どく占せん欲よくをむき出しにされたりしたことがそれまでに何度かあった。


　そんな経験から、友達ができても必要以上に踏ふみ込まれることがないよう無意識にストッパーが働いて、表面上の付き合いにとどまっていたのだが、この二人の場合にはそのストッパーが働かなかった。


　二人とも、今までに会ったことのないタイプだったせいなのかもしれない。


　どういう性格なのか、どんな考え方をするのかと、そんな好こう奇き心しんに突つき動かされるまま、自分から踏み込んでいってしまっていた。


　みんなに一目置かれて崇あがめられている竜大が、実は妙なところで子供っぽい部分を残しているのを知って脱だつ力りよくしたり、最初はマザコンだと思っていた隼人は、老ろう若にやくを問わず女性でありさえすれば自分が犠ぎ牲せいを払はらってでも大たい概がいの願いを叶えてあげるほどのフェミニストだったりすることを知ってあきれたり……。


　最初の頃ころは竜大のカリスマ性を利用する気満々だったけど、相手を知って親しくなればなるほどその気が失うせていく。


　利用するために好感度をゲットしようと考えていた筈はずなのに、いつのまにか自分が二人にとって必要な存在でいたいと思うようになっていた。


　利用するとか、自分より上の存在だとか、そんなことを考えていた入学式当時の気持ちは、いつの間にか心の中から消えてしまっている。


（やっぱ、対等かな）


　友達になるのに、頭の出来や家の格は関係ない。


　利用するとかされるとか、そういう生なま臭ぐさい考えを捨てて、意識せずにしぜんに協力しあえるようになれればご機き嫌げんだと思う。


　そんな自分の気持ちの変化が妙にこそばゆく感じられる。


　図はからずも、望は高校生にして初めての友人をゲットしたのだった。











　──そして現在。


　カフェを出た望は、高校時代からずっと自分より十センチほど高い身長をキープし続けている竜大と肩かたを並べて歩いていた。


　竜大も隼人も、自分と同じように外部の大学を受験するだろうと予想はしていた。


　でも二人とも楽に東大に合格できるレベルだったから、学歴としては申し分ないものの少しだけランクが落ちるこの大学に入学するなんて思ってもみなかったのだ。


（腐くされ縁えんっぽくなっちまったよな）


　望は、高校時代から女性の相手で忙いそがしかった隼人より、竜大と一いつ緒しよに行動することのほうが多かった。


　竜大のまわりには、彼の魅み力りよくに惹ひかれる人達がいつも取り巻いていて、竜大の友人の座を確保していた望は自然に彼らから一目おかれる存在になっていた。


　利用しようと思う気持ちはなくなったものの、使えるものはやっぱり使いたい。


　高校時代の望は、そんな自分の立場をそれなりに利用させて貰って器用に楽しく過ごしていたものだ。


　が、さすがに大学でまで同じことをしたいとは思わない。


　竜大と一緒にいるのが嫌いやになったわけじゃない。


　むしろ、その逆だ。


　三年という時間をかけて培つちかってきた関係は、望にとってかなり居心地のいいものになっていた。


　他ほかの人相手だと悠ゆう然ぜんと構えている竜大が、自分にだけは子供じみた表情や気持ちをみせてくれる。


　そんな優ゆう越えつ感かんを刺し激げきされる関係も、実はけっこう気に入っている。


　ただ、あまりにも側にいすぎると、どうしても竜大の強い影響力に巻き込まれてしまって、自分だけの人間関係を築くことができないのが少々問題だった。


　自分たちがどう思っていようとも、他の人からみたら、今の自分は竜大のおまけなんじゃないかという不安がいつも心の隅すみにある。


（なんとかしねーとな）


　そんな風に周囲に認にん識しきされているのだと指し摘てきされでもしたら、負けず嫌ぎらいの虫が疼うずいてきっと我が慢まんできない。


　大学生になって環かん境きようも一新したことだし、そろそろ竜大との距きよ離りを少し開けたほうが、この先もずっと友達づきあいを続けるためにもいいことなんじゃないかと、望は考えはじめていたのだ。


「──そういえば、隼人は？」


　ふと思い出したように竜大が聞く。


「今ごろかよ」


　望は呆あきれた。


　カフェを出る段階で、その不在に気づくのが普ふ通つうなんじゃなかろうか？


（いっつもこれだもんな）


　なにかと三人でつるむことが多いというのに、いまだに竜大と隼人の関係は最初の頃のままで妙によそよそしい。


　自分がいなければ、友達づきあいをやめているんじゃないかと思えるほどだ。


「いつものことで、レディをエスコートしなきゃなんなくなったから、あとで映画の感想だけ教えてくれとさ」


　物もの腰ごしがおっとりと穏おだやかで貴公子然としてる隼人は、高校時代から女生徒にもてまくっていた。


　来るもの拒こばまず、広く浅くスマートにが隼人の付き合いの基本姿勢で、そんな彼と一時でもいいから付き合いたいと願う女性が順番待ちをしているとか、いないとか……。


「もてる奴やつは忙しいな」


「よくいうよ。おまえだって似たようなもんだろうが」


　隼人のもてっぷりも見事だが、竜大はそれ以上だろうと望は思っている。


　ただ、竜大は隼人と違ちがって誰だれとも付き合うつもりがないらしく、その手の誘さそいをさらりと受け流して聞かなかったことにする術すべに長たけているだけだ。


「聞いたぞー。相模さがみ原はら教授から個人的に遊びにおいでって、お誘い受けてんだろ？」


　思いっきりからかい口調でそういったら、人差し指で「し」と唇くちびるを塞ふさがれた。


「誤解を招くいい方は駄だ目めだよ。ゼミに遊びに来いっていわれてるだけなんだから」


　経済学部の相模原教授は政財界に顔が広く、教え子も多いため、彼のお気に入りにさえなれれば今後の人生は勝ったも同然といわれているほどの名物教授だ。


「じゃ、さっきのカフェのおじょうさん達は？　ったく、老ろう若にやく男なん女によを問わずもてちゃってうらやましーねー」


　望だって、中学時代までは男女問わずもてていたのだ。


　男から熱っぽい視線を向けられるのには辟へき易えきしたが、誕生日やバレンタインデーなどには女の子達から取り囲まれて有う頂ちよう天てんにもなっていた。


　それなのに高校生になってからというもの、周囲の人間達の興味が竜大たちに惹きつけられてしまうせいなのか、望にはさっぱりその手の話が来なくなってしまった。


　非常につまらない。


「ひがまないでよ」


　苦く笑しよう気味に竜大が応じる。


「うっせー」


　いまにみてろよと、望は心で舌を出す。


　狭せまい校舎内で、ちまちまやっていた高校時代とはわけが違うのだ。


　政治経済と文学部、お互たがいに専せん攻こうが違うから四六時中一緒に過ごすこともないし、自然に距離も開きはじめるだろう。


　竜大の影えい響きよう下かから離はなれて、独自の人間関係をつくることさえできれば、昔のようにもてはじめるに違いない。


　街にでて、ふと横をみるとウインドウにうつる自分たちの姿がみえた。


（いけてるじゃん）


　客観的にみて、自分にはもてる要素は充じゆう分ぶんにあると思う。


　母親譲ゆずりの優しげな顔は、ここ一年で頰ほおが引き締しまって女の子に間違えられることもなくなり、いい感じにおとなっぽくなったし、身長だって人並みに伸のびた。


　少々骨格が華きや奢しやすぎるのが自分的には少々気になるが、それだって今時の流行はやりだと思えば思えなくもない。


　が、しかし。


（あー、やだやだ）


　隣となりを歩く男の姿を視界に入れると、がらがらと自信が崩くずれていく。


　背も高く均整の取れたスタイルの竜大と並んでいると、自分は華奢というより貧ひん相そうにみえてしまうんじゃないかと不安になってしまうのだ。


　友達に対して微び妙みようにコンプレックスを感じてしまう今の状じよう況きようは、望にとってあまり好ましくない。


　だからこそ、いい加減独り立ちすべきなんだ。


　自分の足場をちゃんと築きさえすれば、自信だって回復する。


　友達相手に卑ひ屈くつになるのだけはいやだと思う。


「──なに食いにいく？」


　少しでも堂々としてみえるよう胸を張り顎あごを上げて、竜大に話しかける。


「望の好きなところでいいよ」


　望の複雑な心境にまったく気づいていない竜大は、微かすかに首を傾かしげ楽しげに微笑ほほえんでいた。




　　　　２







「山田、再来週の金曜日あいてる？」


　講義が終わり大教室を出ようとしたところで、望は最近ぼちぼち親しくなってきていた友達に呼び止められた。


「あいてるけど……。どうかした？」


　にーっこりと、よそいきの笑え顔がおで応じる。


「女子高生と合コン。どう？」


「もしかして、この間の子達？」


「そ。おまえが来ると来ないで女の子たちの集まりぐあいが違うんだって。頼たのむよ」


「この前のでちょっと懲こりたかも……。あんまり賑にぎやかすぎて、ついていけないし」


　つい先日の合コンの、すさまじい大騒ぎが、望の脳のう裏りに甦よみがえる。


　よそいきの笑みでにっこり微笑みかけた途と端たん、複数の女の子たちの質問責めにあってかなり辟易したのだ。


（なんであいつら、ああでかい声だすんだ？）


　普通にしゃべっても充分聞こえるのに、半径五メートルに聞こえそうな怒ど鳴なり声でしゃべりまくられた。


　しかもサラウンド。


　もてたいとは思っていたが、複数の女の子たちに囲まれて、耳元でギャーギャー騒がれたかったわけじゃない。


　去年までは自分も高校生だったわけだから、さほど差はないはずなのに、女子高生のボリュームのでかさや意味不明な言葉の羅ら列れつに、どうしても望はついていけなかった。


　高校時代、育ちのよさがプンプン臭におう竜大やその取り巻き達とばかりつるんでいた副作用かもしれない。


「もうちょっとおとなしめのノリだったらつき合えるんだけど……」


「そうか。山田には刺し激げき強かったかな」


　望が困った顔をして口ごもると、彼は気の毒そうな顔をした。


　母親譲りの外見のせいで、望は初対面や知り合ったばかりの相手からは繊せん細さいそうだと思われることが多かった。


　相手の性格がある程度把は握あくできるまでは、そんな外見に見合った口調と表情を演出して相手の出方をうかがい、ある程度親しくなれたら、実は、と素すに戻もどるのが望のいつものパターン。


　望の『猫ねこかぶり』は処世術の一種だ。


「──わかった。じゃ、次な」


「うん。また」


　いまだに望をおとなしいかわいこちゃんだと勘かん違いしている友達は、気を悪くした様子もなく次に誘う相手を捜さがしに去っていった。


　入学して三ヶ月。


　望はそこそこ楽しい日々を過ごしている。


　いまだ正式にはどこのサークルにも所属していないものの、お試ためし期間と称しようしてあちこちのサークルに顔を出し居い心ごこ地ちのよさそうな場所を物色中だ。


　特定の彼女もまだいないが、竜大とは接点のない場所での友達も増え、ひっきりなしに遊びの誘いもある。


　だが、しかし、問題点がひとつ。


　付き合いが増えれば出費が増える。


　竜大や隼人のように実家が金持ちだったらよかったのだが、あいにく望の家は一いつ般ぱん庶しよ民みんに毛が生えた程度で、自分の学費だけで家計にかなりの負担を掛かけている自覚がある。


　遊ぶ金が足りないから、小こ遣づかいを増やせとはさすがにいえない。


「バイトしよっかなー」


　夏休みに入ったらゼミの合宿もあるみたいだし、泊とまりがけで海に遊びにいこうと誘ってくれる友達もいる。


　構内のカフェで、どうしようかなと遊びの予定のチェックを入れつつ空き時間をつぶしていた望は、量が多いのだけが取り柄えの安くてまずいアイスコーヒーをすすった。


「──いいタイミング」


「ん？」


　背後から聞き慣れた声がしたと思ったら、のしっと背中に重量が掛かった。


「おもっ。ちょっ、竜大、よせよ」


　おんぶお化けのように背後から抱だきついてきた竜大を、ぶるぶると身み震ぶるいして追い払はらう。


「けち」


　言葉のわりに嬉うれしげな様子の竜大は、望のすぐ隣に座った。


「竜大、いま空き？」


「いや。この後、相模原教授に用を頼まれててさ。──その前にちょっと望に会えないかなと思って、チェックしにきたんだ」


「どーせ、いっつも安くてまずい学食でだらだらしてるよ」


　行動パターンを読まれているというのはあまり楽しい気分じゃない。


　望はムッとする。


「だからいつもいってるだろ。相模原教授のところの研究室に来ればいいんだよ。いつもどこかしらから差し入れがあって潤うるおってるし」


「冗じよう談だん。ゼミ生でもないのに入り浸びたれるほど図太くないって……。で、なんの用？」


「なんの用って……。用がなきゃ会いにきちゃいけないのかい？」


「そーいうわけじゃないけど……」


　一転して機き嫌げんが悪くなった竜大が、頰ほお杖づえをつきながら拗すねるようにみつめてくる。


　望は気まずく目をそらした。


（あーもー面めん倒どうくさっ）


　こういう場面は弟で経験済み。


　だから望には、竜大がなにを望んでいるのか分かってしまう。


（拗ねるなってーの）


　竜大は望相手のときにだけ、そんな表情をみせる。


　可愛かわいい弟ならその手に乗ってやって「そんなことないよ。嬉しいにきまってんじゃん」と頭のひとつも撫なでてあげるところだが、自分よりでかい友達相手にそれをやるのは、正直いって薄うすら寒い。


「教授の用があるんなら、そっちを優先した方がいいって」


　目をそらしたままで呟つぶやいたら、竜大はふうっとやけに長い息を吐はいた。


「わかったよ。でもその前に──バイト探す気？」


「あーうん。いろいろ物入りだし、これ以上親に負担かけらんねーから」


「じゃ、うちに来ない？」


「なんで竜大ん家ちにいかなきゃなんねーの？　俺、家政婦のバイトなんてできねーけど」


　キョトンとした望が視線を戻すと、竜大はその視線を受け微かすかに微笑ほほえんだ。


「違ちがうよ。うちって、会社のこと。父から一度、本社の雰ふん囲い気きをみるためにバイトしておくようにっていわれてるから」


「んー、でも、跡あと継つぎと一いつ緒しよだと妙みように気を遣つかわれそーでやだな」


　ついでにいうと、やっと自力で人間関係を築き始めたいま、竜大との接点をわざわざ増やすような真似まねをするのも少々ためらわれる。


「大だい丈じよう夫ぶ。俺の正体は内緒ってことになってるから。──コンビニとかでバイトするより、ずっと時給もいいし、悪くない話だと思うけど？」


　具体的にはこれぐらい、と数字で提示されて望の気持ちがぐらりと揺ゆらぐ。


「週に二日四時間なんだけど、充じゆう分ぶん稼かせげると思うよ？」


「…………やる」


　短い時間で効率的に稼げるのなら、少々のデメリットには目をつぶろう。


　望が頷うなずくと、竜大はやけに嬉しそうな顔をした。








「じゃあ兄ちゃん、また帰ってくる時間が遅おそくなんの？」


　夕食の際、バイトすることにしたと家族に報告すると、小学六年になったばかりの弟、恵がむうっと唇くちびるを尖とがらせた。


　大学生になって以来、夜遅くまで遊び歩くことが多くなったせいで、可愛い弟とのスキンシップが足りなくなってしまっている。


　それで恵は、少々ご機嫌ななめなのだ。


（もー、かわいーな）


　望は、唇を尖らせて拗ねる弟を心から可愛いと思う。


　自分の居場所を奪うばう邪じや魔ま者ものだと思っていた子供の頃ころが、今では噓うそのようだ。








　望が、恵を初めて可愛いと思ったのは、恵が自力でずりずりと移動できるようになったばかりの頃。


　ちゃんとした言葉はしゃべれないものの、意志らしきものを感じさせるような声をだし、日に日にいろんな芸を身につける弟に周囲の大人達はさらに目め尻じりを下げていた。


　望も、それに追従して愛あい想そを振ふりまいてはいたが、心の内は相変わらずで、冷ややかな目で弟を眺ながめていたものだ。


　だが、どうしたわけか、自じ我がに目覚め始めた弟は望に懐なつき始めた。


　こっちにくるなと望が逃にげても、匍ほ匐ふく前進でずりずりとどこまでも追いかけてきて、まだ言葉にならない意味不明の声を発しながらぺたぺたとじゃれついてくる。


　追い払おうとして、弟の広いおでこを強く突つっついてころんと転ばせたら、それが面おも白しろかったらしくきゃっきゃっと笑って、もう一回突っついてくれと再びじゃれついてきたりなんかして……。


「お母さん、こいつ、あたま悪いんじゃない？」


　ご要望にこたえてもう一度弟をツンと突き飛ばし、転ばせながら母に聞いたら、母は「違います」と苦く笑しようする。


「まだまだ赤ちゃんなんだもの、なんにも知らないだけよ。望くんだって、自分がこれぐらい小さかった頃のこと覚えてないでしょ？」


「……うん」


「恵くんだって、これからいろんなことを覚えていくのよ。──あんまり邪険にしてると、大人になったときに、よくもいじめてくれたなぁって仕返しされるかもよ」


　からかうような口調で母がいう。


「……おまえ、仕返しなんかしないよな？」


　もっと遊んでくれと膝ひざの上に這はい登ってくる弟の目を覗のぞき込んでそう聞いたら、


「あいっ」


　と、弟は小さな手を上げて返事をした。


「意味わかってんの？」


「あい」


「ほんとは分かってないだろ？」


　おでこをくっつけて聞いたら、やっぱり弟は「あい」と答え、その手の平で望のほっぺたにピタッとさわった。


「……いたっ」


「力の加減がまだ分からないの。ごめんね」


　望が怒おこるかと心配した母が、弟を抱き上げベビーベッドにつれていこうとするのを、望は引き止めた。


「……こいつ、もうちょっとぼくと遊びたいって」


「こいつじゃなくて、めぐむくんでしょ」


　母が望の膝の上に弟をおろしたら、その途と端たん、弟が嬉しそうに、にまぁっと笑う。


「ぼくとあそびたいよな？」


「いーにゃ」


「……いやなわけ？」


「違うわよ。お兄ちゃんっていおうとしてるの。──ここ最近ずっといってたでしょ」


「……そうだっけ？」


　意味不明の言葉を発しながら、望の服をつかんでヨロヨロと立とうとする恵。


（……いいにおいがする）


　こんなに近くに近寄ったことがなかったから今まで気づかなかったが、弟の身体からだからなにか妙に甘ったるい匂においが漂ただよってくる。


　清潔な洗せん濯たく物ものの匂いと、ソープの香かおりと、他ほかにもなにか……。


（なんだろ？）


　くんくんと弟の身体に鼻を押しつけて匂いを嗅かいだら、くすぐったかったのか弟はきゃらきゃらと本当に楽しそうな声で笑い転げた。


「……おまえ、なんでも楽しいんだな」


　笑い転げながら望に倒たおれかかってくる弟を支えながら、望もつられて笑っていた。


（ミルクのにおいだ）


　甘くてまるいその匂いは、ふんわりとしたやさしい気分にさせてくれた。


（ちぇ、もうだめだな）


　そして望は白旗をあげたのだ。


　自分より小さくて、無知で無む邪じや気きな存在が、急に可愛かわいく思えてきた。


　もはや、目の前にいるこの小さな生き物は、望にとって大人の寵ちよう愛あいを争うライバルじゃない。


　これは自分が守ってあげなきゃいけない大切な小さな弟。


「──めぐむ、おにいちゃんっていってみな」


　やわらかなほっぺたをつつくと、恵が「いーちゃ」と嬉うれしそうに笑う。


　そんな弟がめちゃくちゃ可愛いと思う。


　完全敗北を認めた望は、それ以降、お兄ちゃん業にいそしむようになった。


　だが、恵が幼よう稚ち園えんに入る頃にはまた少し状じよう況きようが変わる。


　両親と望から溺でき愛あいされたせいか、恵は我が儘ままで甘ったれな性格に育ち、そのせいで周囲の顰ひん蹙しゆくを買うことが多くなったのだ。


　周囲の大人達は、我が儘で扱あつかいが難しい末っ子よりも、母親に似て顔も可愛らしく物分かりのいい兄のほうに話しかけることが多くなってきた。


　──我が儘な弟の面めん倒どうをよくみる、よくできた優やさしいお兄ちゃん。


　新しく定着したそんな評価は、かなり望のお気に召めした。


　一方、恵はというと、自分の人気が下がったことなんかどうでもいいみたいで、逆に、


「優しいお兄ちゃんでよかったね？」


　そんな風に聞かれて「うん」とすごく嬉しそうに頷うなずき、望を喜ばせていた。


　そんな弟をみるたびに、望は周囲の評価なんてどうでもいいやと思うのだ。


　勝ち負けなんて関係ない。


　可愛い弟が、ただ無邪気に信しん頼らいして笑いかけてくれさえすれば、それで満足。


　……ただし、これは弟限定の感情。


　他の人間相手では、そうはいかない。


　誰だれにも負けたくない、自分が一番でいたいと思う負けず嫌ぎらいの性格は、依い然ぜんとして望の性格の根底に根強く存在し続けている。








「──大だい丈じよう夫ぶだよ。バイトっていっても週に二日だけだし……。たぶん夕食に間に合う時間には終わるはずだから」


「だったら、いーけどさ……」


　かなり不満がたまっているんだろう。


　口とは裏腹に、恵は内心の鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように、スプーンでぐちゃぐちゃと夕食のクリームシチューをかき回した。


「食べ物で遊ばない。──ほら、グリンピースよけてないで、ちゃんと食べな」


　望が、うっすらとそばかすが浮ういている恵の鼻を軽くつまむと、恵の唇がさらに尖る。


「じゃ、兄ちゃんもニンジン食べなよ」


「う……」


　恵の逆ぎやく襲しゆうに望がひるむ。


「そうそ、恵くんにお手本をみせてあげてね、望くん。──ニンジン食べると心が綺き麗れいになるわよ」


　母の笑えみを含ふくんだ声に後押しされ、望はしぶしぶながらニンジンの乗ったスプーンを口に運んだ。


「ほら、お兄ちゃんが食べたんだから、恵くんも食べなさい。お豆を食べると頭がよくなるんだから」


「ほんと？」


「ほんとうよ」


「………ふ～ん」


　釈しやく然ぜんとしない顔をしながらも、恵もスプーンを口に運ぶ。


（さすがに恵も、もう騙だまされないか……）


　いまになってみるとお笑いだが、子供の頃ころ、望は本気で「ニンジンを食べると心がきれいになるのよ」との言葉に騙されていた。


（つまり俺は子供の頃、きれいな心になりたかったわけだ）


　子供の頃から、自分は他の子供よりずっと『ずる賢がしこい』のだと自覚があっただけに、なんとも複雑な心境だ。


（そんで、恵は、頭ね）


　我が儘放題に育った恵は、好きな科目はともかく、苦手な教科は徹てつ底てい的に迫はく害がいする傾けい向こうにある。


　そのせいか全ぜん般ぱん的な成績はあまりよくないのだ。


　望がなまじ頭の出来がいいだけに、もしかしたら、それなりにコンプレックスになっているのかもしれない。


（よく分かってるよな）


　二人の子供の気持ちを上手に刺し激げきするような噓うそを平気な顔でいう母親に視線を向ける。


　望と並んで歩くと姉弟きようだいと間ま違ちがわれることさえある、姿も心も四十を過ぎたようには感じられない若々しくきれいな自じ慢まんの母。


「なんか文句あるの？」


　望の視線を受けた母親が、小首を傾かしげて微笑ほほえんだ。


「ございませんとも、母上」


「けっこう。──お母さんはちょっと文句あるんだけど、いい？」


「なんだよ」


「そのバイトって、久我くんのおまけで雇やとって貰もらえるわけでしょ。向こうからすると、バイトっていうより社会見学みたいな感じなんじゃない？……お母さん、そんなのでお金をもらうのって、ちょっと気に入らないな」


「その点は大丈夫だよ。竜大が御おん曹ぞう司しだってことは内ない緒しよになってるらしいし」


「そんなに上手うまくいく？」


「大丈夫だって」


　でもなぁと、それでもこだわる母親に、父親が「心配することもないだろう」とのんびりと声をかける。


「うちの御曹司くんは負けず嫌いだからね。おまけ扱いなんかされたら、むかついて人の倍は働くよ。──そうだろう？」


「うん。かもね」


　望は父親の助け船に頷うなずいた。








　そして、バイトを始めてすぐ、望は母の危き惧ぐが当たったことを知った。


　バイト先の指導員の応対で、向こうが竜大の素す性じようを知っていることがあからさまに分かるのだ。


（偽ぎ名めいを使ったって、竜大の顔でバレバレってか。──大学生のバイト相手に、敬語に玉ぎよく露ろかよ。あほだな。こいつ）


　竜大と一緒にいるせいで、望まで上物の和わ菓が子しをご馳ち走そうになってしまった。


　しかも仕事内容は子供のおつかいも同然、郵便物を各部署の担当者の机の上に配達する社員のお手伝いだった。


　社員が運ぶワゴンの中から、指示された封ふう筒とうを出して指示された机の上に置くという、いてもいなくても変わらないような超ちようつまらない仕事。


（あーほらし）


　楽して稼かせげてラッキーとは、望は思わない。


　こんな状態で高額のバイト料を貰うなんて、まるで施ほどこしを受けているも同然。


　プライドが許さない。


「竜大、なんとかしろ！」


　初日が終わった段階で、既すでにこの状態に我が慢まんできなくなっていた望の訴うつたえに、御曹司は


「気にすることないよ」


　と、少しだけ皮肉げな笑みを浮かべた。


「ああいう態度を取ることで自分の評価を下げてるってことにも気付けない馬ば鹿かは放ほうっておけばいいんだ。俺たちはいわれたことを黙だまってやってればいいんだから」


「……おまえはそれでいーのかもしんないけど、俺はよくねーんだよ」


　ここに至って、望は、自分と竜大では社会的な立ち位置が違うのだと改めて思い知らされた。


　いずれ彼らの頂点に立つ立場の竜大は、自分の存在故ゆえに彼らがみせる反応を冷静に観察するだけでも、充じゆう分ぶんに有意義な社会勉強とやらになるのだろう。


　だが、一いつ般ぱん人じんである望はそうじゃない。


　御曹司のおまけでバイトに入って、楽して稼いでいるお気楽な大学生でしかないのだ。


（自力でなんとかしなきゃな）


　母親の危惧が当たったように、父親の予言も当たってしまった。


　直接、待たい遇ぐう改善を訴えても無む駄だだと悟さとった望は、次のバイトから行動を開始した。


　配達の手伝いをしながら、配達先の社員に「雑用があったらなんでもします。なにかありませんか？」と声をかけまくったのだ。


　望が助手を務めていた社員は、望のそんな勝手な行動を止めることはしなかった。


　御曹司の友達だからと、望まで特別扱あつかいするような人だから、まぁ当然といえば当然なのだが……。


　挨あい拶さつ作戦は成功して、配達先でちょっとした届け物や雑用を頼たのまれるようになり徐じよ々じよに重宝がられるようになっていった。


　元々、頭の回転も早く人づきあいも上手な望は、一月も過ぎる頃には一部の社員にかなり気に入られていた。


　なんとしても自分の価値を認めさせたいとムキになっていたから、頼まれるまま自分の時間をバイトにつぎ込み、夏休みの予定をすべて返上してまでバイトにいそしんだ。


　その甲か斐いあって、雑用が特に多い総務課の人達からは随ずい分ぶんと気に入られて、人事部にあのバイトを自分たちの部署に回してくれるようにと直接掛かけ合ってもらえるぐらいにまでなっていた。


「──で、どうするの？」


　総務部が人事部に直接掛け合っている話を竜大に聞かされ、望は「やるやる」と即そく座ざに頷いた。


　今と違う部署に移れれば、ムキになって売り込まなくてもバイトらしい扱いを受けられるだろうし、バイト料の分だけ働くことだってできるだろう。


「竜大も異動するのか？」


「望と一緒にいたかったんだけど、残念ながら俺はもうお終しまい」


「へ？」


「父がね、もう充分だから辞やめろって。俺がいるせいで浮うわついてミスをする社員が増えたんだって」


　竜大が皮肉げな笑みを浮うかべ、腕うでを組む。


「あ、そ。……でも、おまえ辞めんのに俺ばっかりバイト続けんのってまずくない？　俺ってば、元々おまえのおまけみたいなもんじゃん」


「それは大だい丈じよう夫ぶ。望のことは父の耳にも入ってるようだし。──社員の評判もいいし、このままバイトを続けてほしいってさ。大学卒業後、うちで働く気はないかっていってたけど、どうする？」


「どうするって……」


　それはまずいだろうという言葉をグッと呑のみ込む。


　竜大の父親とは、高校時代に何度か顔をあわせたことがある。


　出来のいい息子が自慢で大切で仕方ないという気持ちが、その表情から透すけてみえていたが……。


（いくら可愛かわいい息子むすこの友達だからって、公私混同が過ぎるって）


　竜大の父親が会長をつとめる企き業ぎようグループに就職するということは、いずれは竜大に使われる側の人間になるということだ。


　竜大の影えい響きよう下かに入っていても高校時代はそれなりに楽しく過ごせていたが、それは学校という世界の中でのこと。


　社会に出てから、雇こ用よう関係を結ぶのとはわけが違う。


（竜大と関係なかったら、こんなに美味おいしい話はないんだけどなー）


　望は、父親が普ふ通つうのサラリーマンをけっこう楽しげにこなしているのをみていたせいか、自分も父親のように普通のサラリーマンになるのだろうと漠ばく然ぜんと考えていた。


　一流企業のエリート社員になれるのならば、願ったり叶かなったりなのだが、プライドの問題でどうしたって頷くわけにはいかない。


　自分から友達の足元に跪ひざまずくような真似まねはしたくない。


　やっぱり対等の立場でいたかった。


「……気が早すぎ」


「そう？　いい話だと思うのに」


「そうかぁ？　このバイトのときと似たような羽目に陥おちいりそうじゃんか。おまけ扱いで優ゆう遇ぐうされんのはいやだし」


「おまけだなんて……。俺は望の能力を認めてるよ。それじゃ駄だ目め？」


「おまえひとりが認めてくれてもな……。取りあえず、いまんとこは就職のことまで考えるつもりはねーよ」


「そう……残念だな。でもその気になったらいつでもいってよね」


「わかった」


　なにもかもに恵めぐまれている友人は、望の困こん惑わくにはまったく気づいていないようで、本気で残念そうな顔をしていた。











「……でしょうね」


　その話を、大学の図書館で偶ぐう然ぜん会った隼人にしたら、苦笑いされてしまった。


「あの人は生まれながらに王様ですからね。下々の者の微び妙みような心境には、思い至ることができないんでしょう」


「うわっ。とげとげ」


「これは失礼。他ほかに上手ないい方がみつからなかったものですから」


　にっこりと穏おだやかに隼人が微笑ほほえむ。


（この笑え顔がおがくせ者なんだよな）


　物もの腰ごしが穏やかで誰だれに対してもおっとりと微笑みかけるくせに、隼人の言葉はたまにやけにきつくなる。


　竜大ほどではないにしろ、隼人もやっぱり特とく殊しゆな環かん境きようで生まれ育っているから、微妙に一般人とは感覚がずれているんだろうと諦あきらめてはいるのだが。


「それで、バイトは続けてるんですか？」


「ああ。俺だけ続けることになった」


　既に図書館での用が済んでいた望は、メモを片手に資料を探す隼人に付き合って歩きながら頷うなずいた。


「給料いいし、けっこう仕事も楽しくなってきたから、辞めるには勿もつ体たいないしさ」


「そう……ですか。余計なお世話かも知れませんが、竜大さんと一いつ緒しよに辞めたほうがいいと思いますけど」


「なんで？」


「あまり竜大さん絡がらみのしがらみは、増やさないほうが身のためではないかと」


「はぁ？　いってる意味わかんねーよ」


「う～ん。──実はわたし、竜大さんより、あなたの方により深い友情を感じてるんですよね」


「……知ってるよ」


　そんなこと、いわれなくても竜大と隼人の普段の言動でバレバレだ。


「んで、だからどうしたって？」


「だから忠告してるんです」


「だから、なんで？」


「う～ん……。──ん？　おや、なにをいおうとしてたのか、急にど忘れしてしまいました」


　おかしいですねと、隼人がわざとらしくとぼける。


（またかよ）


　高校の頃ころから、隼人とは似たようなやりとりを何度も繰くり返してきた。


　パターンはいつも同じ。


　隼人は、竜大が絡むことに関してのみ、肝かん心じんなことをいわないままで望を制止しようとするのだ。


　意味のないことをいうような奴やつじゃないと分かっているだけに、しつこいぐらいの意味不明の制止が不気味でしょうがない。


　が、どれだけしつこく問いただしても無む駄だだってことも経験上わかってる。


「──若年性のアルツかよ」


　あくまでとぼける隼人にぼそりと告げると、隼人は「うっ」と胸を押さえた。


「確証がないからはっきりとはいえないんですよ。……まぁ、確証があっても、この手のことは他人が口を挟はさむと余計に混乱するだけですから。……わたしも、けっこう難しい立場なんです」


　書しよ棚だなに視線を向けたままの隼人が、独り言めいた小声で囁ささやく。


（竜大に、気を遣つかってんだろうな）


　初対面のときは、竜大とは母親同士が知り合いだといっていた隼人だが、実のところ家同士にも深い繫つながりがあるらしかった。


　旧家だという両家には昔から主従関係があったらしく、現在の佐原家は、久我一族が経営する企業グループの主席弁護士を担になっているのだそうで。


（なんだかなぁ……）


　大昔だったらともかく、現代で主筋の家がある、しかも将来の主あるじとなる存在が同い年というのはどんな気分だろう。


「だから老ふけてんのか」


「………なにか、おっしゃいましたか？」


　望の独り言に隼人が過か敏びんに反応する。


　妙みように落ち着き払はらった態度と口調のせいで、実じつ年ねん齢れいよりずっと年上にみえてしまうことを隼人はけっこう気にしているらしかった。


「なんにもいってないって。──なあ、隼人ってさ、マジで弁護士になんの？」


「そのつもりですけど」


「家業なんかほっといて、違ちがうことやりたいと思ったりとか？」


「とくには。みなさん、わたしが弁護士になることを望んでますし、幸運にもわたしはその能力に恵まれてますからね」


　当然のような口ぶりで告げる友人のおっとりとした笑みをみていたら、自然にため息が零こぼれた。


「……つまんねーの」


（自分の気持ちってやつは、どこに隠かくしてんだか）


　望の目には、隼人が人の望みを叶えることばかりに時間を費ついやしているようにみえる。


　押さえ込まれ続けた隼人自身の望みが、いつか爆ばく発はつするんじゃないだろうか？


「資料あつめ、もうしばらく掛かかりますよ。退たい屈くつなら付き合ってくださらなくても平気ですから」


　望の言葉を誤解した隼人が気を遣う。


「ん。──そのうち、ゆっくり遊ぼうな」


「いいですね。是ぜ非ひ誘さそってください」


　隼人はほんとうに嬉うれしそうにおっとりと微笑んだ。


（……こりゃ、もてるよなぁ）


　つられて微笑みかけた望は、思わず苦く笑しようする。


　良家の子息らしい上品な物腰と、群を抜ぬいて整ったその容姿に、実際、引き寄せられる女性は後を絶たない。


　彼が女性に甘いのは既すでに周知の事実で、その周囲には常に彼女の座を狙ねらう女性が複数存在している。


　そのせいもあって大学に入学して以来、隼人とは約束しても女性絡みの用事でキャンセルされることがほとんどだった。


　その代わりのように、自宅に電話をかけあっては長話をするのが習慣になりつつあって、お互たがいの事情はそれなりに把は握あくしあってはいるのだが、毎日のように顔をあわせていた高校時代を思うとやっぱり少しだけ寂さびしい感じがする。


（ま、いーけど）


　人の望みを叶かなえることばかりに自分の時間を浪ろう費ひしている友人が、望に対しては平気でキャンセルを入れてくる。


　そんな行こう為いが、気安い間あいだ柄がらゆえの『甘え』なんだろうと、望は認にん識しきしていた。


「じゃ、またな」


　望は図書室を後にした。
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「秋ですねぇ。一年中で一番過ごしやすい季節だと思いません？」


　しみじみと日本茶をすすりながら、隼人がいう。


「おもわねーよ」


　ブルッと身み震ぶるいしながら望が応じる。


　構内のカフェ。


　いつものように屋外のテーブルに座り、つい癖くせでいつものアイスコーヒーを頼たのんでしまった望は、身体からだの芯しんから冷えてしまっていた。


「そんなもの頼むから……」


　望の前に置かれたでかいグラスを眺ながめ、隼人が笑う。


「中に移動しましょうか？」


「いーよ。竜大がきたら、すぐ出るんだし」


　竜大の申し出で、冬休みに三人で彼の家の別べつ荘そうに泊とまりがけでスキーをしにいく予定になっていた。


　具体的な日時の調整を兼かねて、久しぶりに三人で食事にいくべく、いつものカフェで待ち合わせをしていたのだが、いつもとは逆のパターンで、隼人が来たのに竜大が姿を現さない。


「隼人ってさ、普ふ段だんはなんだかんだ予定できてドタキャンするくせに、泊まりがけとかの計画んときは必ず顔だすのな。……もしかして、竜大の親にお目付役でも頼まれてんの？」


「違いますよ」


「じゃ、家を出たいって、無意識に考えてるとか？」


「まさか……。まぁ、なんですね。さすがに二人きりで、ムード満点の冬の山荘にいくのはまずいんじゃないかと……。わたし程度でも抑よく止し力りよくにはなるでしょうし」


「抑止力？　なんの？」


「はて？　なんだったかな？」


　忘れちゃったなと例の如ごとく隼人がとぼける。


「………いいよ、もう。──っと、やべ」


　いい加減面めん倒どうになった望はぷいっと顔を逸そらしたが、慌あわてて隼人に視線を戻もどした。


「どうしたんです？」


「いや、ちょっと……最近、妙なのにつきまとわれててさ」


　小声で囁くように話す望に、隼人が身を乗り出す。


「妙なの？」


「あー、だからさ──」


「やぁ、望。ここ、座ってもいいかな？」


　声をひそめ、こそこそ話す二人の頭上から、その声は降ふってきた。


「すみません、江え藤とう先せん輩ぱい。今、ちょっと大事な話の最中なんですよ。……遠えん慮りよしてもらえると助かるんですけど」


　にっこりとよそいきの笑え顔がおで望に微笑ほほえみかけられ、江藤は少々わざとらしい仕草で肩かたをすくめた。


「わかった。──じゃあ、また今度」


　いったんは背中を向けた彼が、カフェの出口付近で名残なごり惜おしげに振り返っている。


「──今度なんかねーよ」


　微笑みを浮うかべて見送りながら、聞こえないのをいいことに望はぼそっと呟つぶやいた。


「……もしかしなくても、今の人にいい寄られてたり……します？」


「……まあな。同じゼミでけっこう優ゆう秀しゆうな人だから、色々と利用させて貰もらってたんだけど、最近やたらべたべたしてきてさ」


「不用心ですね。中身はともかく、見た目はいいんだから、もっと慎しん重ちように行動してくださいよ」


「うっせー。あーいうのまじ久しぶりだから、調子狂くるっちまっただけだ」


　中学の頃ころ、望はその繊せん細さいな容姿のせいで、よく同性の先輩や同級生に呼び出されたりしていた。


　高校生になり自分よりずっと人目を引く竜大達とつるむようになってからは、さっぱりそういうこともなくなっていたから、自分が同性からも恋れん愛あい感情を持たれやすいタイプなんだということをすっかり失念してしまっていたのだ。


「そういうことは早くいってくださいよ」


　隼人が苦々しそうにいう。


「なんでおまえにいわなきゃなんねーの」


「なんででもです。あの人は知ってるんですか？」


「竜大にもいってねーよ。いい触ふらすようなことじゃねーし」


「そうですか。とりあえず、追い払はらうための協力は惜しみませんから」


「いいよ。稀き代たいの女好きに協力して貰っても、あんまし効果なさそうだし……」


「失礼な……。でもほんとに協力は必要ないんですか？　自覚してないかもしれないけど、望は妙みようなところでお人ひと好よしで抜けてるから、ちょっと心配なんですが」


「すさまじい誤解だな。そりゃ。──とにかく、心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだって。ああいうのを追っ払う一番手っ取り早い撃げき退たい方法は彼女つくっちまうことなんだってわかってるしさ」


「…………彼女、できそうなんですか？」


　隼人が妙に緊きん張ちようした面おももちで聞いてくる。


「んーまぁ、その気になれば……。でも、なんかこう、いまいちピンと来る子がいなくてさ」


　高校生相手の合コンは敬遠しているものの、大学内のサークルやゼミの合コンにはそれなりに参加している。


　酔よった勢いでキスしたり、なんとなくいい感じになった子もいるにはいるのだが、結局はその場限りで、ずっと付き合いたいと思えるほどの魅み力りよくを感じないのだ。


「あ、そうなんですか。それはそれは」


　妙に嬉うれしそうに頷うなずかれ、望はむっとした。


「おまえ、俺に彼女できなきゃいいとか思ってんだ？」


「いえ、そんな。滅めつ相そうもない。──でも、ピンとくる子がいないだなんて、望は理想が高いんですね」


「たかい……っていうか、ぶっちゃけ、恵より可愛かわいくみえる子がいないだけなんだけどさ」


　そこそこいいかなと思う女の子と一いつ緒しよにいても、恵が家で首を長くして待ってるかと思うとすぐにも帰りたくなってしまうのだ。


　なんともはや、自分自身のブラコンぶりにあきれてしまう。


「…………実の弟に手は出さないでくださいね」


「出すか！──でも、いい加減、マジでヤバイんだよな。あいつ以外にも妙な目線送ってくる奴やつもいるしさ、適当なところで手をうっとかないと……」


「お気持ちはよーく分かるんですが、老ろう婆ば心しんながらひとこと忠告を。──彼女をつくる気があることは、あの人にはいわないほうがいいですよ」


「なんで？」


「その方が身のためかと……」


「なんだよ、それ」


「さて、なんなんでしょう」


　訳の分からないことをいわれた上に、惚とぼけられて望はムッとする。


　隼人がこのパターンに入ったらなにをいっても無む駄だだと分かっているだけに、望は苛いら々いらと茶色のくせ毛をかき回した。


「──ったく。自分はとっかえひっかえやってるくせに」


「おや、人聞きが悪い……。今現在、わたしに彼女はいませんよ」


「そうかぁ？　この前、菅すが原わらゼミの助手と、どこぞに旅行にいったとかいう噂うわさを聞いたけど、あれってデマ？」


「……事実ですけど……。でもあれは、予定していた方が来られなくなったから、研究会のお供の代理を頼たのまれただけですよ」


「へー、そっか。じゃ、二人きりで二泊はくしても、なにもなかったっていうんだな？」


「…………いや、それはその……。女性に恥はじをかかせるわけにはいかないでしょう？」


「どんな理由つけてもやってることは一緒じゃねーか」


「下世話なことを……。大体それは違ちがいま……」


　隼人は口をあけたまま、いきなり言葉を止めた。


「どした？」


「──その手には乗りませんよ」


　いぶかしむ望に、隼人がふふふと余よ裕ゆうの笑みをみせる。


「からかおうとしても無駄です」


　女性にもてもてでコロコロと相手を替かえるくせに、隼人はどこか女性達にたいして律りち儀ぎで誠実な部分がある。


　望は、そんな隼人の矛む盾じゆんっぷりが面おも白しろくて、高校時代からよくからかって遊んでいたのだ。


　が、そんな望のからかいに対しての対策を考えているあたり、隼人にはこれ以上望の玩具おもちやになるつもりはないようだ。


「敵前逃とう亡ぼうかよ」


「逃にげるが勝ちかと」


「俺をいい負かせもしねーくせに、なーにいってんだか。立場をひっくり返せなきゃ勝ちとはいえねーだろ？」


「そういうもの……なんですか？」


「そーだよ」


　それは困ったなと、隼人が真しん剣けんに悩なやみ始める。


（悩め悩め。──あ……）


　顎あごに手をあてうつむき加減に悩む隼人の肩かた越ごしに、竜大の姿をみつけた。


「あらら、もしかしなくても、つかまっちまったのかな？」


　望の視線を受け、顔の前で拝むように片手を上げてみせる竜大の隣となりには、名物教授の相模原の姿がある。


「……そのようですね」


　望の声に隼人も顔を上げ、振り向く。


「あののんびりペースじゃあ当分解放されなさそうですね。──どうしましょう？」


　杖つえをつきつつ歩く老教授の超ちよう低速のスピードと、その研究室までの距きよ離りとを考えあわせると、この寒い場所で待っていてやる気には到とう底ていなれない。


「延期にしようぜ。こんな寒いトコで待ってんのもたるいし」


「機き嫌げんを損そこねるんじゃないですかね？」


「いいよ、別に……。どうせ、最近ずっと苛ついてるみたいだしさ」


「そう……なんですか？」


「うん。顔あわせると、なんかすぐ拗すねるしさ。めんどくさいったらねーよ」


　入学した当時から比べると、最近は竜大と顔をあわせる機会が随ずい分ぶんと減っていた。


　望はゼミ仲間やサークル関係の付き合いで、合コンだカラオケだと退たい屈くつする暇ひまのない生活を送っているし、竜大は名物教授のお気に入りの地位を確立したおかげで、教授のおつきあいとか、助手達の研究の手伝いやなんかで、やっぱりけっこう忙いそがしいらしい。


　そんなこんなで、最近はこのカフェでたまに偶ぐう然ぜん会う程度なのだ。


　それなのに、会うたびに竜大がちょっとしたことで拗ねるから、さすがに望もお疲つかれモードに突とつ入にゆうしていた。


「専せん攻こうが違うんだから始終一緒にいられるわけないってのにさ。──ったく。あれじゃ、恵と同レベルだよ」


「恵くんって、まだ小学生でしょう。一緒のレベルで考えるのは、ちょっと危険じゃないですか？」


「そう？　似たようなもんだと思うけど」


　ちょっとスキンシップが足りなくなるとぐれてむくれる可愛い弟と、拗ねる竜大の行動パターンは大差ないように望には思える。


「情動の原点が違いますよ」


「なに、それ？」


「…………あれ？　なんだったかな」


（またかよ）


　面めん倒どうになった望は、「もういーよ」と自分から話題をうち切った。








　その後、一緒にメシでも食おうと隼人を誘さそったのだが、あっさりと断られてしまった。


　断られた理由は、竜大の不在。


　なんでそうなるんだと問いつめたが、例の如ごとく惚けられて逃げられてしまった。


（なんだってんだよ、もー）


　訳の分からないことを仄ほのめかしてばかりいないで、いいたいことがあるのならはっきりいえばいいのにと、そう望は思う。


　ふと、隼人が例の仄めかしをいうようになったのはいつ頃ごろからだったかなと気になって記き憶おくを辿たどる。


（確か……あんときも秋だったっけ）


　エスカレーター式の学校だけあって、高校に上がる前から周囲に特別視されていた竜大は、一年生の段階で生徒会長に祭り上げられた。


　首しゆ尾びよく友人の座をゲットしていた望も、隼人とともに、竜大に引きずられるような形で生徒会に所属することになった。


　そしてむかえた初めての文化祭。


　生徒会長の竜大は生徒会室で段取りの指示を出し、生徒会役員が伝令役となって校内外の準備を進めた。


　だが編入生だった望には、高校の行事の段取りや基本が分からない。


　その上、まだ一年だったから、上級生との対応で随分と苦労させられた。


　竜大に救いを求め、その場で助言して貰もらえれば万事丸く収まるとわかっていたが、負けず嫌ぎらいの虫が疼うずいた望はそうしなかった。


　母親譲ゆずりの外見をいかし、巨きよ大だいな猫ねこを被かぶって上級生達にごろにゃんとすり寄り、表面上は「頼たよりにしてます」と甘えまくるふりをして、なんとか彼らを思おも惑わく通りにコントロールすることに成功したのだ。


　だが……。


（確か、あんときからだよな）


　我ながらうまくいったと浮うかれる望に、隼人がいったのだ。


「気持ちはとてもよく分かりますけど、あのやり方は最悪です。……竜大さんに頼ったほうがいいですよ」と……。


　望と隼人とは同じ編入生同士で立場は一いつ緒しよ。


　隼人だって望と同じような苦労をしている筈はずだった。


　自分は竜大に救いを求めちゃいないし、頼ろうとする気配もないくせに、なんで人にそんな忠告をするんだと望がくってかかり、そして


「………あれ、なんでだったかな？」


　と初めて惚とぼけられた。


（あー、そういえば、竜大が拗ねるようになったのも、あの頃からだっけ……）


　芋いも蔓づる式しきにいやな記憶を思い出して、望はさらに不機嫌になる。


　あの文化祭のとき、全すべての準備が順調にいって当日を待つだけの状態になってから最悪の不ふ手て際ぎわが発覚した。


　文化祭当日に来校してくれた父兄には、毎年校章のモチーフになっている水すい仙せんの球根を記念としてプレゼントする習慣があったのだが、文化祭前日に学校に届けられる筈だったその球根が届かなかったのだ。


　慌あわてて取引先のフラワーショップに確かく認にんの電話を入れたら、そんな注文は貰っていないとの返事が返ってきた。


　大量の球根を明日の朝までに用意するなんて、不可能に近い。


　手配の担当だった望は、信じられない失敗に随分と落ち込んだ。


　諦あきらめムードが漂ただよう中、取りあえずできることからやっていこうと、竜大がもう一度フラワーショップに電話を入れ相談を持ちかけたら、毎年の恒こう例れい行事だけあってフラワーショップの取引先の問屋に球根のストックが余分に取り置いてあり、あっさりと解決してことなきを得た。


　だが、望の気持ちは浮ふ上じようしなかった。


　電話を掛かける際に番号を間ま違ちがって、さらに間違い電話の相手が悪戯いたずら心ごころをおこして調子よく会話をあわせたんだろう。運が悪かったんだと、生徒会の仲間から口々に慰なぐさめられたが、そんな気休めで安らげるほど単純じゃない。


　電話をしたときの相手の対応は、確かに手慣れた店員のもののように聞こえたのだ。


　子供の頃からの習慣で、保身のための人間観察にはかなりの自信があっただけに、あっさり騙だまされたことがショックで仕方なかった。


　望のあまりの凹へこみぶりを気の毒に思ったのだろう。


「たぶん裏があると思いますよ。直接店てん舗ぽに足を運んで確認してみたらいかがです？　ただし、誰だれにも知られないよう、こっそりと」


　自分は一緒に確認にいく気はないし、事実を知る気はないと前置きしてから、隼人がそう助言してきた。


　そして、いわれるままにひとりでフラワーショップに向かった望が、どうやって切り出そうかと逡しゆん巡じゆんしていると、望の制服をみた店員がにこやかにいったのだ。


　──ドッキリはうまくいきましたか、と……。


　よくよく話を聞くと、フラワーショップの店員達は、手配をした生徒会役員をちょっと驚おどろかせるために、一度だけ発注を受けていないふりをしてくれと頼たのまれていたらしかった。


　そんなふざけたことを頼んだ相手が誰なのか、聞くまでもなかった。


　二度目に電話を入れて、発注の手続きをとった人物、竜大以外考えられない。


　だが、なぜ竜大がそんなことをしたのか、当時の望にはいくら考えてもさっぱり分からなかった。


　だから文化祭が終わってしばらく経たち、生徒会室で二人切りになったとき、思い切って聞いてみることにした。


「なんであんな回りくどい悪戯しかけたんだよ。ドッキリにしちゃ種明かしもしないし、嫌いやがらせにしちゃ詰つめが甘いしさ。……なに考えてんのかさっぱりわかんねーよ」


「やっぱりばれちゃったか……。──実は、俺にもよくわからないんだよね」


　竜大は本気で苦く笑しようしているようだった。


「望が、上級生相手にひとりで器用に立ち回ってるのをみてたら、なんだかつまらなくなっちゃって……。どうにもならない状態になったら、俺に泣きついてくるかなと思ってちょっと計画してみたんだけど、なにせこういうことは初めてだったから、なんだか中ちゆう途と半はん端ぱにおかしな具合になってしまって……。──次からはもう少し上手にやるよ」


　竜大は、妙みように恥はずかしげに、だがぬけぬけとそういった。


　思わず望は「二度とやんな！」と怒ど鳴なりつけていた。


「ったく……。つまりなんだ。おまえ、俺を泣かせたかったわけ？」


「え……それは違ちがうよ。もうちょっと頼って欲しかっただけで……」


「あほか」


　望は呆あきれて、あいた口がふさがらなかった。


「それぐらいのことでこんな回りくどいことすんなよ。直接、俺にいえば、それですむことじゃんか」


「それもちょっと嫌だね。できれば察して貰いたいし」


「……すげー我が儘まま」


「我が儘？　俺が？」


　望の言葉に竜大はキョトンとした。


「これって、我が儘なのかな」


「そーだ。我が儘だ。恵と一緒！　いっとくけどな、恵の方がまだマシだぞ。不満があれば顔や行動に素す直なおに出るし、おまえみたいに他人まで巻き込んだ回りくどい真似まねはしねーもん。──二度とこんなあほな真似はすんなよ」


　念を押す望に、竜大は素直に頷うなずき返したのだが……。


（あれ以来だよな）


　竜大が子供じみた拗すねっぷりをみせるようになったのは……。


　普ふ段だんはカリスマ性をプンプン臭におわせ、一段上の立場で当然のように周囲の人々の注目を受け止めているくせに、ふとしたことで子供じみた言動をかいまみせる。


　しかも、望が相手のときだけ。


（悪い気はしなかったんだけどさ）


　だが、そろそろそれも終わりにしてもらいたいかも、と望は思う。


　自分とは比べものにならない価値をもった存在が、自分だけに甘えている。


　その事実は、望の優ゆう越えつ感かんをちりちりと刺し激げきしてくれる。


　弟の恵の我が儘に始終付き合ってきたおかげで、我が儘に関してはけっこう耐たい性せいがあったし、高校時代はそんな関係でいることが楽しくもあった。


　が、大学生になって、お互たがいの行動範はん囲いがずれ始めた今となってはそうもいってられない。


（会うたびに拗ねられて、そのせいで隼人にまで訳の分かんないこといわれんだもんな。もー冗じよう談だんじゃねーっての）


　拗ねて甘える相手が欲しいのならば、いつも側そばにいてくれる誰かを他ほかに捜さがしたらいいんだ。


　竜大にとって、拗ねる行こう為いはたぶんストレス解消の一種なんだろう。


　他に拗ねる相手がみつかれば、望だって楽になる。


　会うたびに、たいして意味のないことで拗ねられて無む駄だな時間を使わずに済むし、隼人だって妙な気を遣つかわなくなるに違いない。


「あ、山田くん、めっけ」


　物思いに沈しずみ込んでいた望は、ポンッと肩かたを叩たたかれて、はたと我に返った。


　振ふり返ると、何度か合コンで一いつ緒しよになったことのある顔。


「あ、えーっと、ジャズピアノのサークルの……」


「光みつ恵えちゃん。お願いがあって、ずっと山田くんを捜してたんだよ。あのね──」


　彼女のお願いは、望にとって非常にタイムリーなものだった。











　翌日、望は竜大の家の前に立っていた。


　ちょっとゆっくり話がしたいんだけど時間が取れないかとメールで聞いたら、構内じゃ邪じや魔まが入ってしまうから直接自宅に来てくれると嬉うれしいと、竜大に誘さそわれたのだ。


　インターフォンで来意を告げると、重々しく重厚な門が開き、視界が一気に広がる。


（ばかばかしいぐらい広いよなー）


　望が暮らしているファミリータイプのマンション群が、すっぽり収まってしまいそうな高い塀へいに囲まれた広い敷しき地ちのほとんどは、維い持じ費が随ずい分ぶんかかりそうな手入れのいき届いた庭になっている。


　その中に、平屋建ての古い和風建築と、やはり年代物らしい洋館が建っている。


　人工の小川を巡めぐらせた京風の前庭を突つっ切って、古びた和風の格こう子し戸どをくぐる。


「いらっしゃいませ。──こちらへどうぞ」


　和服姿の家政婦に邸てい内ないに招き入れられ、望は竜大の自宅に足を踏ふみ入れた。


（あれ？）


　高校時代に何度か訪おとずれたことがあるから、竜大の部屋の位置は知っていたつもりだったのだが、家政婦が案内する先は記き憶おくとは違っていた。


　和風建築の長い廊ろう下かを突っ切り、渡わたり廊下を抜ぬけて洋館へと案内される。


「いらっしゃい。わざわざ来て貰もらって悪かったね」


　洋館に足を踏み入れると、嬉しそうな顔で竜大が出で迎むかえてくれた。


「いいよ。どうせ、構内じゃいっつもすれ違いだしさ。──部屋、いつ変えたんだ」


「大学に入学してすぐ。こっちの方が出入りしやすくて便利なんでね。ほら、あそこ」


　竜大は緩ゆるいスロープになっている階段の途と中ちゆうで、細長い窓から外を指さす。


　そこからは、最初に入った門ほどではないにしろ、それでも充じゆう分ぶんに頑がん丈じようそうな門がみえた。


「あれ、裏門？」


「そう。電子ロックだから、いちいち中で操作して貰わなくていいから楽でいい。──予備のＩＤカードもあるし、帰りに望も登録しとくといいよ」


「登録？」


「網もう膜まくさ」


「お、すげー」


　網膜を登録するタイプのロックシステムなんて、テレビでしかお目にかかったことがなかった。


　二重ロックが精せい一いつ杯ぱいの防犯体制である庶しよ民みんの望は素直に感心して、ちょっとうきうきする。


「でも、メシ時とかわざわざ母おも屋やに戻もどるの面めん倒どうじゃねーの？」


「食事は昔からひとりで摂とってたから、特に不自由はないよ。──どうぞ」


　二階に上がり、長い廊下の突き当たりのドアを竜大が開く。


「……豪ごう華かすぎ」


　促うながされるままに中に入った望は、室内の贅ぜい沢たくな雰ふん囲い気きに思わずそう呟つぶやいていた。


　広い部屋、高い天てん井じよう。床ゆかに敷しき詰つめられた毛足の長い落ち着いた色調の絨じゆう毯たん。


　縦にスライドするタイプの細長い窓が時代を感じさせる豪華な部屋だった。


　調査を依い頼らいすれば、確実に文化財指定されるだろう古びた洋館の雰囲気に合わせたアンティーク調の家具が、なんともいえない雰囲気を醸かもしだしていて、まるでタイムスリップでもしたような気分になる。


「この家具、おまえの趣しゆ味み？」


「違うよ。前からあったやつ。──この部屋に今時のデザイナーズファニチャーを入れたら、どうしたって浮うくし」


「……確かに」


　今時のマンションでならスタイリッシュにみえる流行の椅い子すも、この部屋に置いたらきっとチープなオモチャにしかみえない。


（あーおちつかねー）


　家政婦がティーセットをテーブルにセッティングしていくのを、ベルベット張りのソファーに深く座って眺ながめながら、望はむずむずしていた。


　以前、日本間の部屋に遊びに来たときも、やっぱりそうだった。


（所しよ詮せん、俺自身が二流品だってことだろーな）


　こういう贅沢な部屋で違い和わ感かんなく暮らせる竜大とは違う。


　自分はこんな部屋でくつろげるようにはできていないのだ。


　さっさと用を済ませて居い心ごこ地ちのいい家に帰ろう。


「それで、ゆっくり話したいことってなに？」


　家政婦が出ていくとすぐに、竜大が聞いてくる。


「望が俺にそういうこというのって、凄すごく珍めずらしいよね。最近じゃ他の友達と遊んでばかりで、俺には滅めつ多たにお呼びがかからないし。──俺抜きで隼人と二人、旅行の相談をまとめちゃったとか？」


　ひとり掛がけのソファーに座った竜大は、腕うで組ぐみをして物言いたげな流し目を望に向けた。


（あああ、めんどくせー。拗すねてやがる）


「それは延期にしたってメールしただろーが」


「じゃあ、最近つきまとわれて迷めい惑わくしてるとかいう先せん輩ぱいの話？」


「……江藤先輩のことか？　おまえにその話したっけ」


「直接はされてないよ。──でも、そういう話はけっこう耳に入って来るんだ。望の話題が、俺に話しかける一番いいきっかけになると思っている人が多いんでね」


「うえ、まじで？」


「まあね。──他にも色々聞いたよ。合コン中に女の子とキスしてたとか、酔よいつぶれてふらついた挙げ句カウンターのボトルを根こそぎ倒たおして割ったとか、あと居酒屋の座ざ敷しきで──」


「わかった！　もうわかったから勘かん弁べんしろって！」


（うわ、もー最悪）


　生まれながらのカリスマである竜大とお近づきになりたいと思っている人間にとっては、竜大の友人である自分の話題はいいエサなんだろう。


　が、なにもよりによって醜しゆう態たいばかりを選んでチクらなくてもよさそうなものなのに……。


「俺の話をしに来たんじゃないんだ」


「そう？　例の先輩の件なら、すぐにでも手を回してあげられるのに」


「必要ない。自分でなんとかするし。──俺の話はどうでもいいんだって。今日は合コンのお誘いに来たんだ」


　望はなんとか気を取り直して本題に入った。


「合コンっていうよりパーティーかな。クラブを一晩借りることになってんだってよ。──おまえと知り合いになりたいって女の子たちがいてさ、誘い出してくれって頼たのまれたんだ」


「断る」


　迷うことなく竜大が答える


　望の予想通りの反応だった。


「と、思ったから説得しようと思ってたんだよ。──竜大さ、せっかく大学入ったのに相模原教授のお供とかばっかで、ろくに遊んでないじゃん。たまには気晴らしにぱぁっと遊ぶのも悪くないだろ」


「遊ぶ？　興味を持てない女達に囲まれて、楽しくもない馬ば鹿か騒さわぎに付き合わされる状じよう況きようを我が慢まんすることの、どこが遊びなんだ？」


「興味もてないって……。しゃべってみなきゃどんな人かもわかんねーだろ？　それに、あのグループはおとな系で馬鹿騒ぎしねーから平気だって。最初から決めつけてないで、一回でいいから付き合ってみなって」


　──一回だけ、チャンスをつくって。


　とは、女性陣じんを代表してお願いしてきた彼女の言葉だ。


　企き業ぎようグループ会長の御おん曹ぞう司しと知り合いになれる機会なんてもう二度とないから、一度だけセッティングしてくれないかといわれたのだ。


　自分たちで何度か誘ってみたものの、うまくはぐらかされたり、あっさり断られてしまったりと無駄骨ばかりだったのだそうだ。


　その一度で見み初そめられることだってあるかも知れないし、と彼女は半ば本気っぽくつけ加えた。


　高校生の頃ころ、竜大に憧あこがれていた女の子たちの多くは、あまりにもレベルが違ちがいすぎる存在だった竜大を遠巻きに眺めているばかりだったから、あからさまな玉の輿こし願望のこの発言は、望にはなんだか妙みように新しん鮮せんだった。


　そして、これはいいかもと思ったのだ。


　竜大に彼女ができれば、その我が儘ままが向かう方向が自分からそれるに違いないと……。


「わかるさ。興味なんか絶対にもたない。セッティングするだけ無む駄だ」


　とりつくしまもない。


「断定かよ」


「ああ。──その手の話は、家の方だけで正直うんざりしてるからね」


「家って？」


　望が問うと、竜大は、滅多にないことだが、しくじったといわんばかりに舌打ちをした。


「家でセッティングって………。見合い？」


　竜大の顔色を窺うかがいつつも、好こう奇き心しんに背中を押されるまま望が聞くと、竜大は不ふ愉ゆ快かいそうに頷いた。


「まだ大学生なのに見合いかぁ。やっぱ一いつ般ぱん庶しよ民みんとは違うんだな。──なぁ、どんな人？」


「……」


「おまえのお袋ふくろさんみたく、元華か族ぞくのお嬢じよう様さまとか？」


「……そういうのもいるね」


「そういうのもって……。お相手、複数なわけ？」


「今まで引き合わされたのは五人。血筋か財力か政治力のおまけつき。どれでも俺が好きなのを選んでいいらしいよ。──馬鹿らしい」


　好奇心丸出しの望に黙もく秘ひ権けんを要求しても無駄だと思ったのだろう。


　いきなり饒じよう舌ぜつになった竜大が吐はき出すようにいう。


「……それって、断ってもいいんだろ？」


「ああ。選せん択たく権は俺にあるから。──でも、何度断っても、すぐに代わりの女が連れて来られる。犬いぬ猫ねこじゃあるまいし、あてがわれた伴はん侶りよなんてごめんだからね。いい加減うんざりしてるんだ」


（悪いことに触ふれちまったかな）


　金持ちには金持ちなりの苦労があるんだろう。


　好奇心だけで踏ふみ込むべきじゃなかったのかもしれない。だが、


「竜大さ、ぶっちゃけた話、いま彼女いんの？」


　少々罪悪感を感じたが、ここで引っ込む気にもなれなかったから聞いてみた。


「……いないけど」


「じゃあさ、自分で捜せばいーんじゃねーの」


「自分で？」


「そ。決まった彼女ができれば、見合い話もある程度減るかもよ。見合いと違って、大学時代の付き合いなんて一生の問題じゃないんだし、気楽な気持ちで考えてみろよ。──女のタイプを教えてくれれば、俺も彼女捜さがしに協力するぜ。おまえの好み、サークルの女の子たちもみんな知りたがってるし、俺もけっこう興味あるしさ」


「興味……ある？」


「うん、当然」


　不特定多数、多種多様の女性と付き合っている隼人のタイプを割り出すのは、無駄な努力だと最初から放ほう棄きしているが、誰だれに対しても特別な興味をみせずさらりと流してしまう竜大に関してはそうじゃない。


　竜大が器用に女性をあしらう態度をみる限りでは女性との付き合いには長たけていそうにみえたし、付き合っている女の気配もあったのに、いまだかつて彼女らしき存在に紹しよう介かいして貰もらったことがなかったのだ。


　竜大のような特別な種類の人間がどんな女性を選ぶのか、非常に興味がある。


「タイプが分かれば、セッティングだってしやすいしさ」


「……望は、そんなに俺に女をあてがいたいわけ？」


「まあな。おまえに彼女ができれば俺相手に拗すねなくなるから、俺も楽になるし。──隼人みたいに、次から次へと取っ替かえ引っ替えすんのは問題あるけ……ど……？」


　ふらりと立ち上がった竜大が目の前に歩み寄ってきて、望は戸と惑まどった。


「──教えてあげるよ」


「あ？」


「だから、俺の好きなタイプだよ。知りたいんだろう？」


　竜大はソファーの肘ひじ掛かけに手をあて、覆おおい被かぶさるように望の顔を覗のぞき込んだ。


　表情は普ふ段だんと変わらないのに、目が笑ってない。


「竜大……。なんか、怒おこってる？」


「そうだね。かなり怒ってるかな」


　にっこりと竜大が微笑ほほえむ。


　望はゾッとした。


（こえ～）


　感情のままに素す直なおに怒ってくれれば、ここまで怖こわく感じない。


　三年以上の付き合いだが、竜大が本気で怒ったのをみるのは初めてだった。


　この後の行動の予測がつかないだけに、なお怖い。


　この場合、サクッと逃にげるのが得策だろう。


「あー、ごめん。俺が悪かった。謝る。そんなにこの話題が気に触さわるとは思ってなかったからさ……。パーティーの話、俺からことわっとくから、忘れてくれよ」


　慌あわただしく謝罪した望は、目の前にいる竜大を避さけるように身体からだをひねって立ち上がった。


「いきなり邪じや魔まして悪かったな」


　じゃ、と部屋から逃げ出そうとした後ろ手を、竜大につかまれた。


「駄だ目めだよ。手て遅おくれ」


「な……？」


　つかまれた腕うでに、竜大の指が食い込んでいたい。


「もう我慢するのはやめた」


　強く腕を引かれた望は、竜大に引っ張られるままつんのめるようにして歩かされた。


　竜大は、出口とは違うもう一つのドアを開いて、寝しん室しつらしい部屋に望を突つき飛ばす。


「この俺が、ここまで我慢しただけでも凄すごいと思わない？」


「話が……みえねーんだけど？」


　あいかわらず微笑んだままの竜大が怖くて、竜大から視線をそらせない。


「そう？　じゃあ、これではどう」


　竜大はすっと近寄ってくると、訳が分からず動どう揺ようしている望をさらに突き飛ばし、足あし払ばらいをかける。


「うわっ」


　やわらかなスプリングに倒たおれ込んだ望に起きあがる暇ひまをあたえずに、竜大がのしかかっていく。


「ちょっ……、たんま。ふざけてんだよな？」


「本気だけど」


　竜大は、戸惑ってうろたえている望の唇くちびるをふさいだ。


　唇の柔やわらかさを楽しむような、ついばむようなキス。


「っ……んぅ……」


　逃のがれようとして顔を逸そらせたら、強く顎あごをつかまれて戻もどされる。


（う……そだろ）


　分からなかったいろいろなことが、パズルのように組みあわさっていく。


　そして、やっと望は自分になにが起きているのかに思い至った。


「……っ…」


　思いっきり歯を食いしばって、歯列を越こえてこようとする竜大を拒きよ絶ぜつする。


「──酷ひどいな。そんなに力まなくてもいいじゃないか」


　望の拒きよ絶ぜつっぷりに呆あきれたのか、竜大が顔を覗き込むようにしていう。


「っうっさい！　いきなり変なことしやがって！」


「いきなりじゃない。ずっとこうしたかったのに、今まで我が慢まんしてあげてただけなんだよ」


　耳元で囁ささやかれ、首筋に唇を押しあてられる。


「そんなんしらねーよ。どけっ!!」


　首筋を舐なめ上げる舌の感かん触しよくに、ザワッと身体が震ふるえた。


　望は両腕を突っ張って、竜大を押しのけようとしたが、どうにも押し返せない。


「無む駄だだよ。そんな非力な腕じゃ俺を押しのけられっこない」


　竜大はやけに楽しそうにいうと、再び望に手を伸のばした。


　暴れる望を器用に押さえつけ、服をはぎ取っていく。


「……っ……」


　いきなり、下着の中に竜大の手が滑すべり込んできて、直接握にぎり込まれた。


「怖がらなくても大だい丈じよう夫ぶだから」


　濡ぬれた声と舌が耳をなぶる。


　やんわりと袋ふくろごともみしだかれて、覚えのある甘い衝しよう動どうが背筋を駆かけあがる。


　他人の手でそんな風に触れられるのは始めてだった。


　自分でするのとは格段に違う、その甘い感触に思わず意識が集中してしまう。


「ふっ……や……」


　思わずあがった自分の声が耳に届いて、望は一気に醒さめた。


（ばかっ、流されてんじゃねーよ）


　こんなの冗じよう談だんじゃない。


「…ちょっ……やめ！……つっ!!」


　身体をひねって逃れようとしたら、いきなりそこを強く握り込まれて激痛が走った。


「やめ…ろって………。──ほんきで、怒るぞ!!」


　痛みを堪こらえて怒ど鳴なったら、不意に手の力が緩ゆるむ。


　逃げられると喜んで顔を上げた望は、自分を見下ろす竜大の表情に凍こおりついた。


（なんで……）


　この状態でも竜大は笑っているのだ。


　しかも、この上もなく楽しそうに……。


　狂きよう気きを感じさせる笑えみだった。


　元々があくの強い顔立ちをしているだけに、その表情は壮そう絶ぜつなまでに綺き麗れいで、魅み力りよく的で、同時に酷く恐おそろしく感じる。


　望は怖がっていることを知られたくなくて、ぷいっと顔を逸らした。


「もう……帰る。どけよ」


「駄目だよ。怒りたければ怒ればいい。嫌きらってくれてもかまわない。──俺が、手に入れるって決めたんだ。逆らったって無駄だから」


「たつ……ひろ？」


「どんなに抵てい抗こうしても無駄だってわかるよね？　どうせ同じことなんだから、痛い思いをしない方がいいよ。おとなしく抱だかれなよ」


　望の唇を指先でなぞり、微笑みを浮うかべたままで竜大がいう。


「この先も同じ。その気になれば、俺には君の家族の今後の人生を歪ゆがめることだってできるんだよ。──俺のいってる意味、分かるよね？」


「んなこと、できっこねーよ。所しよ詮せんは……親の力じゃねーか。今のおまえには、なんの権限もねーんだから」


「そうでもないよ。将来の自分の地位を安定させるために、俺に投資をしたがってる人は沢たく山さんいるから。──俺がひとこといえば、勝手に動いてくれる」


「だとしても、相手に自分の弱みを握らせるようなこと、おまえがするもんか」


「やるよ。望を手に入れられるんなら、なんだってやる」


　もう決めたからね、と何度めかのセリフを繰くり返す。


「都合のいいことに、望の父君の会社、うちのグループの子会社なんだよ。知ってた？」


　含ふくみのある物言いに、望はギッと竜大を睨にらみつけた。


「いきなり会社をクビになったら困るよね。君たち一家が住んでるあのささやかなマンションのローンだって残ってるんだろ？　クビになった原因を知ったら、なんて思うだろうね」


　望の父親は、なによりも家族を大切にする穏おだやかな人だ。


　もしも望のとばっちりでクビになったとしても、これでよかったんだと、気にしなくていいんだと、そういってくれるだろうと望には確信できる。


　同時に、自分のせいで家族に迷めい惑わくをかけることを、自分自身が絶対に我慢できないことも確信できた。


「おまえ、卑ひ怯きようだぞ！」


「そうだね。でも俺から離はなれていこうとする望が悪いよ」


「離れてなんか……なかったじゃんか」


「噓うそだ。意識して俺との距きよ離りをあけるために、俺以外の友達を作ろうとしてただろう？　俺が気づいてないと思ってた？」


「ちが……」


「違ちがわないよ。──俺だって、君に嫌われたくなんてないんだ。いままで通り笑いかけていて欲しいよ。黙だまって側そばにいてくれさえすれば、こんなことしなかったのに……」


　唇に触ふれていた指が離れ、かわりに唇がそうっと触れた。


「でも、もういい。望の気持ちなんて、もうどうでもいい。このまま自然に距離が離れていくぐらいなら、身体からだだけでも俺のものにする。気がついたら他ほかの奴やつのものになってたなんて、冗談じゃないからね。あんなくだらない連中に望は渡わたさない。絶対に、誰だれにも、渡さない。──で、どうするの？　まだ抵抗する？」


　望の唇に触れたまま、竜大が囁く。


「もう抵抗なんかしないよね。望は家族思いだし、それに……賢かしこいんだから……」


「──勝手にしろ」


　笑みを含んだ唇が深く押しあてられ、ぬるりと熱い舌が侵しん入にゆうしてくる。


　一いつ瞬しゆん、望はその舌をかみ切ってやりたい衝動に駆られた。


　が、理性でなんとか堪こらえる。


　自分ひとりだったら、どんな痛い目にあおうと、最終的に好きにされるのだとしても、抵抗せずにはいられなかっただろう。


　だが、家族が絡からむとなると話は別だ。


（身体がほしけりゃ、くれてやる）


　だが、決して応じてなんかやるもんかと、望は身体を硬かたくした。








　ゆっくりと、確かめるように肌はだの上を指先が何度も何度もすべっていく。


　舌先でなぶられて、濡れて敏びん感かんになった胸の突とつ起きを指で弾はじかれる。


「……っ…………」


　望は両手で口元を押さえて、漏もれそうになる声をかみ殺した。


「強ごう情じようっぱり。気持ちは分かるけどね」


　望の決意にすぐに気づいた竜大は、そんな望の抵抗を楽しむことにしたらしく、時間をかけて望の身体に火を灯ともそうとしている。


「ほら、身体は正直だ」


　直接触れられてもいないのに茂しげみから頭をもたげ、張りつめていたそれに竜大が触れ、そうっとしごく。


「っ………」


　しつこく繰り返されるそんなソフトな愛撫が、望には逆に苦痛だった。


　あまり経験のない未熟な身体は快感を堪える術すべを知らない。


　やんわりと刺激されるたびに、甘く腰こしが痺しびれ、その溶とけそうな甘い快感に意識が吸い寄せられて、なにもかもどうでもよくなってしまいそうになる。


（だめ……だ）


　今すぐにでも自分で触れて処理したいと、もっともっと強く触れて欲しいと願って、痛いぐらいに張りつめている自分の身体が疎うとましい。


「望、こういうの初めてだろう？」


「……ふっ……っぁ───!!」


　いきなり口に含まれ、強く吸い上げられて、指の間から声が零こぼれる。


　と、当時に、望は堪えきれずに放っていた。


　解放された衝しよう撃げきで、一瞬、意識が白はく濁だくする。


　だが、竜大が喉のどをならして、望が放ったものを飲み込む音に、一気に正気に返った。


「……ッ……」


　望は、羞しゆう恥ち心しんと敗北感に満たされた。


（くそっ……なんでこんなめに……）


　友人だと思っていた。


　生まれや能力とは関係なく、友達として対等な関係を築けていると思っていた。


　まさか、こんな形で貶おとしめられるなんて思ってもみなかった。


　出会ったばかりの頃ころは、確かに利用してやれと考えていたけど、親しくなってからは、そんな気持ちは消えてしまった。


　拗すねられて面めん倒どうだと思いもしたけど、自分だけにそんな顔をみせてくれることが、竜大の自分に対する信しん頼らいの現れなんだろうと嬉うれしくもあったのに……。


　三年間かけて築いたものが、あっさりと壊こわれていく。


（ちくしょう）


　望は両手で顔を覆おおって泣いた。


「……のぞむ？」


　竜大に手首をつかまれて、強引に顔を出させられる。


　望はギュッと目をつぶった。


「──泣いても、やめないよ」


　竜大の声が、初めて苦しそうに震ふるえたような気がした。


　唇くちびるが押しあてられ、深く口こう腔こう内を荒あらされる。


　自分の放ったものの匂においのあまりの生々しさに、望は堪こらえきれずに嗚咽おえつを零した。


「望、俺に抱かれるのがそんなに嫌いや？」


　──かわいそうだね。


　自じ嘲ちよう気味に笑えみを含んだ声が耳元で囁ささやく。


「でも、もう手て遅おくれだから……」


　竜大は、望を解放しようとはしなかった。


　泣き続ける望をあやすように何度も名を呼びながら、望の身体を翻ほん弄ろうし続ける。


　やがて、望が泣きつかれた頃、熱いものが押しあてられその身体を強引に押し広げていく。


　メリメリと身体が引き裂さかれそうな痛みに、望は再び声を上げて泣いた。








　まぶたが、微かすかにくすぐったい。


　無意識に瞬まばたきをした望は、自分が目覚めたことを知る。


「おはよう」


　とっくに起きていたらしい竜大が、ベッド脇わきのスツールに座っていた。


　どうやら、その指先がまぶたをくすぐっていたらしい。


　爽さわやかに微笑ほほえむ綺き麗れいな顔にむかついて、ぷいっと視線をそらした先に、カーテンが開いたままの窓がみえた。


　そこから光が射さし込み、部屋の中を明るくさらし出している。


　昨日この部屋を訪おとずれたのは、たしか夕暮れの前だった。


　ということは、泊とまってしまったことになる。


「いま、何時？」


「七時を過ぎたところ」


「う……そ」


　大学生になって以来、帰宅が遅おそくなるかわりに、毎朝学校にいく恵をマンションのエントランスまで見送ってあげるようにしていた。


　半ば習慣となっているそのひとときを、恵はけっこう楽しみしているのに。


「帰らなきゃ。──っ」


　慌あわてて立ち上がろうとしたら、身体に激痛が走った。


「急に動くから……」


　あまりの痛みに息を詰つめる望の身体からだを、竜大が支えてベッドに連れ戻もどす。


「誰だれのせいだよ。下手くそ」


　毒づくと、竜大は心外そうに眉まゆをひそめた。


「酷ひどいな……。やめようとしても離はなさなかったのはそっちだろう？──いれたままで、四回もいったくせに」


「───うそだっ!!」


　怒いかりと羞恥で望は真っ赤になった。


「覚えてないの？」


　不満そうな声。


「仕方ないな。じゃあ、思い出させてあげるよ」


　竜大の手が身体にのびてきて、望はビクッと身を引く。


「お……ぼえてる。だから、もう……」


「そう」


　あからさまに怯おびえた望に、竜大は素す直なおに手を引っ込めてベッドから離れた。


（くやしい）


　強引に与あたえられた痛みと、気が狂くるいそうな快感。


　いや、あの腕うでに強く抱だかれていたときの自分は、確かに気が狂っていた。


（でなけりゃ、あんなこと……）


　ゆうべの痴ち態たいが鮮あざやかに甦よみがえってくる。


　自分の身体があんなに快感に弱いなんて、思ってもみなかった。


　竜大と自分と、生まれもった能力や環かん境きように差はあっても、それでも昨日までは対等な友人だと思っていた。


　でも、今は違ちがう。


　竜大に触ふれられそうになっただけで、彼の感覚を覚えてしまった身体が、期待と不安に勝手に震えてしまう。


　そんな自分が情けなくて、悔くやしい。


「お腹なかすいたろ？　いま向こうの部屋に朝食を用意させるから」


　自分で自分を抱くようにして黙だまり込んでしまった望を気づかうように、優やさしく竜大が囁く。


「いらねーよ……。──なぁ、なんで、あんなことしたんだ？」


　意味もなく、同性相手にあんな真似まねをするわけがない。


　その理由を聞きたかった。


「まだ分からない？」


「わかんねーよ」


　いったん離れた竜大が再びベッドに近づいてくる。


「きまってるだろう」


　竜大の手が頰ほおに触れる。


　望は条件反射で逃にげ出しそうになるのを堪こらえた。


「望を……、君を愛してるから」


「なんでだよ？　なんで俺なんだ？」


　半ば予想していた答えだったが、それでもどうしても納なつ得とくがいかない。


　友達としての独どく占せん欲よくからだといわれた方が、まだ納得できたかもしれない。


　竜大は、望めばどんな相手でも手に入れることができる特別な存在なのだ。


　それなのに、なぜよりによって自分を選んで、ここまで執しゆう着ちやく心しんをみせるのかが、望にはまったく理解できない。


「──わからない」


　望の問いに、竜大は首を振ふる。


「気がついたときには、君が気になってしかたなくなっていた。でも、そう……。──望、俺に君が、我が儘ままだっていって怒ったこと、覚えてる？」


「覚えてるけど……」


「確実に意識しはじめたのは、たぶんあの時からだと思う。──俺はね、望にいわれるまで自分が我が儘だってことに気づいていなかったんだよ。なにしろこういう立場だから、意識する前に周囲が環境を整えてくれるし、欲しいと思う前に、なんでもこの手の中に入ってしまう。しかもおかしいことに、俺の望むことはたいてい周囲の人達の望みと一いつ致ちしてるんだよ。だから、自分の好きなように振る舞まっているだけで、よくできた人だと喜ばれるし、認められる。思うままに振る舞ってさえいれば、それでよかったんだ。──なのに、望は違った」


　竜大は望の頰から指を離し、ベッドに腰こし掛かけた。


「最初から、望は俺が望むように動いてくれなかった。それが面おも白しろくなくて、らしくない悪戯いたずらまでしたら、望がいったんだ。俺が我が儘だって……」


「それだけのことで？」


「それだけのことだなんて……。俺にとっては重大な事件だったよ。──望にそういわれて初めて、自分が周囲の人間にとってどんな存在なのか、本当の自分がどんな性格だったのかを自覚できたんだからね」


「だって、んなの……」


　望が竜大の思い通りに動かなかったのは、彼のもつカリスマ性を認めてはいても、心こころ惹ひかれることがなかったからだ。


　信しん奉ぽう者しやじゃなく、友達として対等な立場にいただけのこと……。


「それをいうなら、隼人だって大差ないじゃないか。っていうか、俺より隼人のほうが竜大の性格把は握あくしてるぞ」


　望の言葉に、竜大は思いっきり嫌いやそうに顔をしかめた。


「あれは違う。──隼人の価値基準は、俺たちとは根本的な部分で違うから。いまはまだ家に縛しばられているせいで本人も自覚していないみたいだけど、たぶんあいつにとって周囲の評価や社会的な影えい響きよう力りよくはほとんど価値がないものなんだろうと思うよ。だから俺の影響力も及およばないし、他ほかの奴やつではみえないものもみえてしまうだけなんだよ」


「………だって」


「なにをいっても、もう手て遅おくれだよ。もう俺は決めたんだから……」


　寝しん室しつ脇わきにシャワールームがあることを告げ、着き替がえたらおいでといい残して、竜大は寝室を出ていった。








（……つかれた）


　今すぐ家に帰って、慣れたベッドに潜もぐり込みたかった。


　だが汚よごれた身体のまま帰るわけにもいかず、我が慢まんしてシャワールームに向かった。


　昨夜の行こう為いの残り香ががいつまでも残っているような気がして、何度も何度も身体を洗う。


　シャワールームを出て部屋にいくと、テーブルの上に朝食の支し度たくがととのっていた。


「コーヒー、飲むだろう？」


「いらねーよ。帰る」


　座るようにと促うながす竜大を押しのけて、ドアに向かう。


「──のぞむ！」


　ドアの取っ手に手をかけたとき、不意に大きな声で名を呼ばれた。


「なに？」


「明日、またここにおいで」


「……それって、命令？」


　振り向いてそう聞くと、竜大は一いつ瞬しゆんためらった後、深く頷うなずいた。








　家に帰ると、すぐに自分の部屋のベッドに潜り込む。


　専業主婦の母親が帰宅に気づいて、部屋のドアをノックしたが、望は返事をしなかった。


　恵の見送りをさぼったのは初めてだが、朝帰りは何度かやらかしているから、特に不ふ審しんには思われなかったらしい。


　母親は、望が眠ねむっているものと思ったらしくドアを開けることなく去っていった。


　そのまま、泥どろのように眠った。


　どれぐらい経たったのか、ふと柔やわらかい感かん触しよくを肩かた先さきに感じて、望はビクッと目をあけた。


（……ったく、脅おどかすなよ）


　望の肩先に額を押しつけるようにして眠っていたのは、弟の恵。


　弟のくせ毛をくしゃっとかき回すと、微かすかな汗あせの匂においに混じって日向ひなたの匂いがした。


（今日は外で遊んできたのか……）


　幸せな日常の匂い。


　健康そうな子供特有の匂いに、自然に唇くちびるがほころぶ。


（大だい丈じよう夫ぶだ）


　微笑ほほえんでいる自分に気づいて、不意にそう思う。


　大事なものを無くしたけど、まだ守れるものが残ってるから、だから大丈夫。


　ノックの音がして、扉とびらが微かにひらく。


「望くん、起きた？──あらやだ、恵くんもいたの？」


　ドアから首だけ出した母親が、恵の姿をみつけて苦く笑しようする。


「うん。いつの間に潜り込んだんだか……」


「朝、望くんがいなかったから、随ずい分ぶんむくれてたのよ。後で機き嫌げんとってあげてね」


「わかった」


　夕ご飯できたからといい残して、母親はダイニングキッチンへ戻もどっていく。


「恵、起きな。夕ご飯の時間だぞ」


　恵を揺ゆり起こす。


　いったんはムクッと起きあがったが、恵はすぐに眠そうにあくびして、ふらっと望に倒たおれ込んできた。


「ねむいよ。にーちゃ……」


「なんだよ、おい。起きなって」


　力の抜ぬけた身体からだがもたれかかってくる。


　その重みとやわらかな感触が、望には酷ひどく心ここ地ち好よいものに感じられた。











　翌日、望は朝から講義をさぼり、隼人の姿を求めて図書館にいた。


　話をするために呼び出しても、どうせ例の如ごとく不特定多数の女性達に横入りされてキャンセルになるにきまってる。


　隼人に会うには、勉強熱心な彼が、毎日のように大量の資料を探しにくる図書館で張っているのが一番の早道だと思ったのだ。


　案の定、二時限目の終しゆう了りよう後ご、隼人は図書館に姿を現した。


　例の如くメモ片手に書しよ棚だなに向かう隼人に、背後からこっそり忍しのび寄り、背せ伸のびして耳元で「うらめしや～」と囁ささやいてやる。


「うわっ。なんなんですか、いったい。──怪かい談だんなら夏場にやってくださいよ」


「いや、マジで恨うらめしいんだけど、怪談じゃねーんだ、これが」


「は？」


「隼人、おまえ知ってたんだろ？」


「なにを？」


「竜大だよ」


「…………ああああ、いや、その……」


　じろっと睨ねめつけると、ピンときたらしく隼人はあからさまにうろたえた。


「──もしかして……あの人、きれました？」


「きれたきれた。……もう身体のあちこちが痛くて大変だよ」


「それは……」


　言外の含ふくみを正確に悟さとった隼人が、痛ましそうに眉まゆをひそめた。


「なんで教えてくんなかったんだよ」


「……教えたその日がＸデーになる可能性だってあったからですよ」


「そうかぁ？」


「そうですよ。望が鈍にぶいから、今まで事なきを得てただけで……。わたしとしては、望に気づかれないよう、何気に竜大を牽けん制せいし続けるので精せい一いつ杯ぱいだったんですよ。──でも、その、申し訳ない」


　ぺこりと律りち儀ぎに頭を下げられて、その反応に逆に望は戸と惑まどう。


「なにいっても手遅れだから、もうどうでもいいけど……」


　いわれてみると、確かにそうだったのかもしれない。


　気づいて下手に意識したら、やっぱり竜大を刺し激げきしたに違ちがいない。


「いつから気づいてた？」


「最初から……ですかね」


「最初って、いつだよ」


「だから初対面の、高校の入学式のときからですよ」


「まじで？」


「はぁ……。お気づきかとは思いますが、わたしとあの人は子供の頃ころからあまり気が合わなかったんですよ。それなのに、あの人が自分からわたしに話しかけてきたから、おかしいなーっと……。それに一ひと目め惚ぼれされてもおかしくないぐらいに、望の顔は綺き麗れいですからね。──その後、あなたにモーションをかけようとする人達から、あなたをガードし始めた時点で、これは間違いないかと……」


「ガードって……。じゃ、高校時代、俺がさっぱりもてなかったのって」


「あの人が陰かげで手を回してたからですよ」


「なんか、もう……」


　力が抜ける。


　書棚にもたれかかると、心配そうに隼人が顔を覗のぞき込んでくる。


「大丈夫ですか？」


　問いかけられ、望は頷いた。


「平気さ。──こうなったら、仕方ねーからあいつが飽あきるまで付き合ってやる」


「飽きるまでって………。望にしては随分とおとなしい反応じゃないですか」


「まあな。──俺には選せん択たくの余地がないんだ。家族の平和がかかってるし……」


「まさか……脅されたんですか？」


　隼人が驚おどろいて目を見張る。


「まあね」


「それは、ちょっと予想外な。──みっともない。あの人、なりふり構ってないですね」


「ホントにな……」


「でも、どうでしょう。いくらなんでもそこまで非道なことはできないんじゃないですか？　口先だけかもしれないですよ」


「いや、ありゃ本気だと思うぞ。──ホントにもういいよ。減るもんじゃなし、好きにさせとくさ」


　対等な友人であり続けるために、竜大の影えい響きよう下かから離はなれるつもりだった。


　それなのに、現実はすっぽりと抱だき込まれて逃にげ道がない。


　踏ふみにじられたプライドが酷く痛くて、その痛みが逆に望の気力を支えていた。


「ですが……。──もしも、もしもどうしてもあの人から逃げたいと思うのなら、わたしにも少しなら助力できますが」


「おいおい。立場上無理だろ」


「確かにわたしには無理ですが、あの人に対たい抗こうできるかもしれない知り合いを紹しよう介かいするぐらいなら……。その後のことは自力でやっていただかないといけませんけど」


　だが紹介するだけでも隼人の立場では、命取りになるはずだった。


　たぶん、これが隼人なりの精一杯の誠意なんだろう。


「どうしますか？」


「だから、もういいんだって」


「そう……ですか。──でも、今いったことは覚えておいてくださいね。わたしはあなたの味方ですから」


　真しん摯しな瞳ひとみにみつめられて、気持ちが少し緩ゆるむ。


「ん。──さんきゅ」


（……だいじょうぶ、大だい丈じよう夫ぶだ）


　望は、心の中で繰くり返す。


　全部が失われたわけじゃない。


　大事なものは、まだこの手の届くところに残っている。


　だから、大丈夫……。








　その後、望は命じられるままバイトをやめ、竜大の部屋で彼に抱かれるようになった。


　最初のうちは、悔くやしさから竜大に引きよせられると身体が震ふるえたし、会話もしたくなくて話しかけられるたびに唇くちびるを嚙かんでそっぽをむいていた。


　だが、あれから一月が過ぎる今では、そんな反発もしなくなった。


　怒いかりや悔しさはいまだに心の奥にあるが、それでも最初の頃ほどの激しさは失われている。


（忘れたわけじゃない）


　激しく求められたばかりで、まだ甘いしびれが残る身体からだをもてあましながら、望は思う。


　身体が、この行こう為いに慣れていくのは仕方がない。


　でも傷つけられたプライドの痛みには絶対に慣れたりしない。


　絶対に忘れたりしない。


　この痛みが日常の一部になってしまったせいで、最初のころの鮮せん烈れつさが鈍っただけなのだと、そう望は思っていた。


「のぞむ」


　ぐったりと身体を投げ出している望の耳をくすぐりながら、竜大が話しかけてくる。


「年が明けたら、二人で那な須すの別べつ荘そうにいこう」


「………なにしに？」


「もちろん、スキーをしに」


「スキーねぇ」


　その別荘には高校の頃にも一度誘さそわれていったことがあるし、こんなことにさえならなければ今年も隼人も混ぜて三人でいく筈はずだった。


　こんなことになる前はけっこう楽しみにしていたのだが……。


「いきたくねー」


「どうして？　好きだったよね？」


「確かにな。でもおまえと一いつ緒しよにいっても、きっともう楽しくないだろーし。──どうせ、どこいったってやることは一緒なんだろ？　だったら、ここの方がまだマシ」


　少なくとも、ここからならすぐに恵のいる家に帰ることができる。


　だが那須の別荘なんかにいったら、何日も竜大と二人きりで過ごさなきゃならなくなる。


　想像しただけで、息が詰つまりそうだ。


「俺と一緒じゃ楽しくない？」


「ああ。楽しくない。──俺がおまえにおとなしく抱かれてやってるご褒ほう美びのつもりなら、逆効果だからな」


「ご褒美だなんて……。望が喜ぶんじゃないかと思っただけだったんだけど」


　その言葉に、望をみおろす竜大が酷ひどく傷ついた表情をみせる。


（立場が逆だろーが）


　傷つけられ、踏みにじられてるのはこっちだ。


　望はむかついた。


「俺の気持ちなんかどうだっていいんだろう？　最初にそういって、俺を物扱あつかいしたのはおまえなんだからな。俺を本当に喜ばせたいっていうんなら、もうこんな関係から解放してくれよ」


「それは……絶対に駄だ目めだよ」


「だったら中ちゆう途と半はん端ぱに友達面づらすんな。──吐はき気けがする」


　もう無くしてしまった友情の残ざん骸がいをちらつかせられても不ふ愉ゆ快かいなだけだ。


　望は、無言で自分をみおろす竜大を押しのけて起きあがり、汚よごれたままの身体に手早く服を着ると寝しん室しつをあとにした。




　　　　４







（だる……）


　立っているのがしんどくて、タイルの壁かべにもたれて座り込む。


　こっちの都合にお構いなく、竜大の気が向いたときに部屋に呼び出され、抱かれる。


　そんな関係になってから一年が過ぎていた。


（よく……飽きねーよな）


　望は、出しっぱなしのシャワーがつま先を濡ぬらすのを、ぼんやりとみていた。


　中途半端に友達扱いするなといったときから、竜大の態度はあからさまに変わった。


　望を抱くたび、酷く切なそうに愛してるとか綺き麗れいだとか、そんな言葉を執しつ拗ように耳元で囁ささやき続けるようになったのだ。


　その言葉を裏付けるみたいに執拗に身体を求められて、その愛あい撫ぶに否いや応おうもなく望の身体は反応してしまう。


　望が逆らわない限り竜大は脅おどしの言葉を口にしないから、もしも二人の関係をのぞきみするものがいたら、熱烈な恋こい人びと同士だとでも思うかもしれない。


　──減るもんじゃなし、好きにさせとくさ。


　最初の頃ころは確かにそう思っていた望だったが、最近は少しばかり事情が違ちがってきた。


　抱かれるたびに、少しずつだか減っていくものが、確かにある。


　望は、そんな自分の変化に必死で目を閉とざし続けていた。








「おいで」


　シャワールームから出てすぐ、窓まど際ぎわの椅い子すに座っている竜大に呼ばれた。


「マジで？　俺、帰るつもりだったんだけど」


　土曜の深夜。


　できるなら今日は泊とまらずに帰りたいと思っていたのだが、


「駄目だよ。──おいで」


　手を差し伸のべられて、望はしぶしぶながらその手を取る。


「……っ……あ……」


　引き寄せられ、はだけられたバスローブの胸むな元もとに唇を押しあてられる。


「明日、何か用でも？」


「ふっ……」


　カリッと突とつ起きを甘嚙みされて、思わず竜大の髪かみに指を滑すべり込ませた。


「答えて……」


「恵の新しいスニーカーを選ぶのを、付き合う約束してんだ」


「また恵？　弟なんて、そんなに可愛かわいいものかな」


「可愛いさ」


「あ、そう」


「……っあ……やっ」


　ギュッと尻しりをつかまれ、バスローブ越ごしに後ろを探さぐられる。


　ついさっきまで散々付き合わされた熱が冷め切っていなかっただけに、甘い予感に身体の力が抜ぬけた。


　かくっと膝ひざが落ち、望は竜大の前に跪ひざまずく。


「望、くわえて」


　いわれるままに、目の前にあるそれに唇をよせた。


　根本から舐なめ上げ、くびれに丹たん念ねんに舌をはわせる。雫しずくをにじませる先を舐め、深く銜くわえて唇と舌とで刺し激げきする。


　最初は抵てい抗こうがあったこの行為にも完全に慣れた。


　竜大が自分に飽あきない限り、どんなにあがいても逃のがれられないのだから、抱だかれている間だけは何もかも忘れて楽しめばいいんだと、自分にいいきかせる日々。


　それでもたまに、自分自身が無む性しように嫌いやになるときがある。


　抱かれることに慣れた身体が、口の中で徐じよ々じよに大きくなっていくそれを求めて、勝手に熱くなっていくのを自覚するこの瞬しゆん間かんもそうだ。


「っ…そう……上手になったね」


　竜大が愛いとおしそうに望の頰ほおを撫なでて、望を立ち上がらせる。


「ほら、おいで」


　促うながされるまま、竜大の膝に乗り、自分が舐めて大きくしたそれにゆっくりと腰こしを下ろした。


「……っう、ふっん……」


　自分の唾だ液えきでぬめるそれを、ゆっくりと深く呑み込む。


　初めの頃のような痛みはもう感じない。


　それのもたらす快感を知っている身体は、柔やわらかくほぐれ、深い快感を得ようと勝手に蠢うごめく。


「あ……あっ──ふっ……」


　望は竜大の首に腕うでを絡からめて、自分から腰を揺ゆらした。


　もっともっと、気が狂くるうほどに深く感じたい。


　それだけに夢中になって、余計なことを考えて自己嫌けん悪おに陥おちいる余よ裕ゆうがないぐらいに、深く……。


「……あっ……っ……ふっ──」


　踊おどるように上半身をくねらせて、内にある竜大を感じる。


「のぞむ……きれいだ」


　うっとりとした竜大の声が耳に届いて、たまらず唇くちびるをふさいだ。


「ふっうぅ…………。あっ──っ……」


　不意に繫つながったまま抱き上げられて、望はその衝しよう撃げきに悲鳴を上げる。


「……のぞむ……ッ……」


　そのまま毛足の長い絨じゆう毯たんの上に降ろされ、高く足を抱かかえ上げられ、深く激しく打ち付けられた。


「……ああ……っふ……うん……あッ……」


　内側で激しく暴れられて、休む暇ひまもなく望のそれも張りつめていく。


「や……あっ……ッ」


「……くっ……」


　一ひと際きわ深くえぐられて、竜大が熱く放つ。


　内側に熱いほとばしりを感じながら、望も同時に果てていた。


「……あっ」


　甘い激しい快楽に頭が真っ白になる。


「……たつひろ……ふっ……」


　ほとんど無意識のうちに、竜大を引き寄せて自分から深いキスを求めていた。


「もっと……ほしい？」


　濡れた声に聞かれて、こくこくと何度もうなずく。


「あ………っ……」


　内にあるそれが、徐々に力を盛り返していくのを感じて、望は自分からそれを締しめつける。


　耳に届くのは互たがいの荒あらい息と、ドクドクと熱くたぎる鼓こ動どうの音だけ。


　欲求に突つき動かされるまま、望は快楽を貪むさぼっていた。








（ああ、サイアク）


　竜大が眠ねむったら帰ろうと思っていたのに、先にダウンしてしまった。


　目が覚めたときには、恵との約束の時間はとっくに過ぎていた。


　寝しん室しつの中に竜大の姿はない。


　だるい身体からだにむち打って起きあがると、枕まくら元もとにメモが置いてあるのをみつける。


　──来客あり。帰らないように。


（知るか）


　いつものように見合い相手が押し掛かけてきているのか、それとも父親が会いに来ているのか……。


　こんな関係になって知ったことだが、竜大の父親は、別宅で面めん倒どうをみている愛人とその子供達とともに暮らしているらしかった。


　元華か族ぞくの出の竜大の母親は、そんな夫になんの興味もないらしく、本宅で雅みやびやかな趣しゆ味みに興じる毎日。


（こんな家に生まれなくてマジ良かった）


　竜大にとってはそんな状じよう況きようは日常のようで一向に気にもとめていないようだが、一いつ般ぱん庶しよ民みんの家で育った望にはみているだけでも滅め入いる家族関係だと思う。


（早く、かえろ）


　笑え顔がおでむかえてくれる人がいる場所に、一刻も早く戻もどりたい。


　望はそそくさとシャワールームに向かった。











「ただいま」


　おそるおそる玄げん関かんのドアを開ける。


　約束を破られてふてくされた恵が、タックルをかましてくるんじゃないかと警けい戒かいしていたのだが、予想は外れた。


「誰だれもいないのか？」


　家の中は、珍めずらしいことにシンと静まりかえっている。


　日が暮れかかり、室内は薄うす暗ぐらい。


　望はリビングの明かりをつけた。


　もしかしたら、望が帰ってこないことにむくれた恵に手を焼いて、両親がかわりに買い物に連れていってくれたのかもしれない。


（……だとしたら、ちょい残念）


　今の望にとっては、恵とともに過ごす時間が一番心が安まるときだった。


　だから恵と外出するこの機会を、けっこう楽しみにしていたのだ。


　コーヒーメーカーをセットしながら、どうやって可愛い弟の機き嫌げんを取ろうかと望が悩なやんでいると、リビングの電話がなった。


「はい」


「山田聡さとしさんのお宅で間ま違ちがいありませんか？」


「ええ、そうですけど」


　聞いたことのない事務的な声の響ひびきに、何かいやな予感がした。


「実は──」


　そして、いやな予感は当たった。


　電話の相手は近きん隣りんの警察署だった。


　感情を抑おさえた声が、父親の運転する車が居眠り運転のタンクローリーに激げき突とつされ、炎えん上じようしたと告げる。


　病院名を聞くと、望は受話器をホルダーに叩たたきつけて、そのまま家を飛び出した。


　タクシーを捕つかまえて病院へ向かう。


（大だい丈じよう夫ぶだ……。きっとたいしたことないって……）


　警察から聞いた事実を思えば、単純な怪け我がですむわけがないことは分かっていたが、そういい聞かせずにはいられなかった。


（もしも俺がちゃんと帰ってたら、こんなことにならなかったか？）


　恵との約束を守っていれば、車で出掛けたりはしなかったんじゃないか？


　後こう悔かいと不安と恐きよう怖ふが交こう互ごに胸をよぎる。


　手の震ふるえがとまらなかった。


　病院について、受付に教えられるまま集中治ち療りよう室しつへ向かう。


　近くにいた看護婦に名前を告げると、担当医師の元に案内された。


　そしていわれたのだ。


「ご愁しゆう傷しよう様さまです」と……。


　病院に運び込まれたときには、まだ息があった。


　だが、なにぶん熱傷が酷ひどく広こう範はん囲いで、手の施ほどこしようがなかったと医師はいう。


　両親は、意識を取り戻すことなく、ほぼ同時に息を引き取ったと……。


　ショックで、頭が真っ白になった。


　言葉の意味を理解するのに、酷く時間がかかる。


「二人とも？」


「はい」


「……じゃあ、弟は？」


「弟さん……ですか？　たしか、被ひ害がい者しやは男女二名だったと警察から伺うかがっていますが」


（じゃあ……恵は生きてんだ）


　その事実がストンと胸に落ちてきて、やっとショックで固まっていた脳が動き始める。


　深く息を吸い、つばを飲み込む。


「両親に、会わせてください」


　望がそういうと、医師はほんの一いつ瞬しゆん、痛ましそうに顔を歪ゆがめた。


　熱傷が本当に酷いのだと、医師がいう。


　生前の面おも影かげはほとんどない、とも……。


　最終的な身元確かく認にんのために誰かにみてもらわなければならないのだが、その覚かく悟ごがありますか、と……。


　──望は頷うなずき、そして両親だと確認した。








　変わり果てた両親の姿をみたあと、望はしばらくの間、病院の椅い子すに座って呆ぼう然ぜんとしていた。


　やがて、なんとか気を取り直して、病院側の事務的な説明に頷き、携けい帯たいで近隣の親しん戚せきに連れん絡らくを取る。


　恵への連絡は、一番後回しになった。


　あまりにも無む惨ざんに変わり果てた両親の姿を、恵にだけはみせたくなかった。


　だから病院側が両親の遺体の検証を終え、その処理を済ませるまではどうしても呼べなかったのだ。


　病院の玄関口で、タクシーから転げるように飛び降りてきた恵を抱だき留めた。


「うそだよね？　冗じよう談だんだよね？」


「めぐむ、本当なんだ」


　不安がる恵を落ち着かせながら、遺体安置室へと向かう。


　線せん香こうの匂においが漂ただよう狭せまい空間を、恵は、望の腕うでにしがみついたままで不安そうにキョロキョロと見回した。


　だが、白い布をかぶせられたふたつの遺体には視線を向けようとはしない。


「いないじゃん。うそだよ」


　望は、恵の手を引いて、父の遺体の前に立った。


「見覚え……あるだろう？」


　線香が置かれた枕まくら元もとのテーブルの上にふたつ並べて置かれた、焼けただれ色の変わった結けつ婚こん指輪をみせると、恵の身体からだがガタガタと震え始める。


「うそだよ。ちがう」


　止める間もなく、恵の手が父の顔に被かぶさった白い布をはぎ取った。


「ほら、違ちがうよ」


　白い包帯でグルグル巻きにされ、完全に皮ひ膚ふを覆おおい隠かくした丸い頭部を指さして恵がいう。


「兄ちゃんのうそつき」


　噓うそだといえたらどんなによかっただろう。


　だが、これが現実だ。


「ごめんな、めぐむ。ごめん。本当なんだ」


「うそだ！　ちがうってば！」


　だだっ子のように怒ど鳴なった恵が遺体の包帯に手をかけようとするのを、力ずくで止めた。


「みちゃ駄だ目めだ」


　穏おだやかにみつめてくれていた父の瞳ひとみ。


　母のやわらかな薄うす茶ちやの髪かみ、ふっくらと微笑ほほえむ若々しいその頰ほお。


　遺体からはその面影がほとんど失われていた。


　あまりにも無惨なその姿を、望はきっと一生忘れられないだろうと思う。


　きっと、父母の記き憶おくを懐なつかしむたびに、その死に顔も思い出す。


「めぐむは……みるな」


　せめて、恵にだけは生前の綺き麗れいな姿の記憶だけをとどめておいて欲しかった。


　抱き留めた身体がガタガタと震えだし、やがて恵は悲痛な声を上げて泣き出した。


　恵の身体を抱きしめ、一いつ生しよう懸けん命めい宥なだめる望の目からも涙なみだが流れ続けていた。











　マンションの客間に仮設置した祭さい壇だんに両手を合わせた後、


「このたびはー」


　ご愁傷様でした、と隼人が小さく呟つぶやく。


（なんでみんなちゃんといわないんだか）


　両親の死から一週間。


　ご愁傷様でしたという言葉を飽あきるほど聞いたが、なぜか不思議と語ご尾びをはしょる傾けい向こうがあるようだ。


「大丈夫ですか？」


　思わずクスッと笑った望を、心配そうに隼人がみる。


「ああ、わるい。──大丈夫だ」


「葬そう儀ぎの時にはお手伝いできず、申し訳ありませんでした」


「気にすんなって。俺がそうしろっていったんだし。──電報、ありがとな」


　葬儀の日、大事な用があった隼人に、こなくてもいいといったのは望だった。


「今日は、恵くんは？」


「ああ、叔母おばと病院」


「どこか、お悪いので？」


「心が、ちょっとね……。家族全員で甘やかして好き放題にさせてたせいかな。現実を受け止める強さが少々たりないみたいでさ」


　恵はいまだに両親の死を完全には受け入れきれずにいた。


　葬儀を終えた今でも、両親が生きていると錯さつ覚かくしているような言動をみせる。


　夜も眠ねむれないようで、望が抱きしめていると少しは眠るのだが、すぐに目覚めて怯おびえたようにガタガタ震ふるえ出す。


　葬式以来、家に寝ね泊とまりしてくれている叔母と相談して、病院でカウンセリングを受け、薬を処方して貰もらったほうがいいだろうということになったのだ。


「大変ですね」


「ああ。──でも正直、俺は恵のおかげで気を張っていられるんだけどな」


　守ってやらなきゃならない存在がいると思うと、悲しんでばかりもいられない。


　金銭面の問題や、自分たちの今後のことなど、考えなければならないことが山積みなのだから……。


「……あの人は来てますか？」


「竜大とは……葬式のときにあって以来だな」


　微び妙みように気まずいことがあって、望の口が重くなる。


「なにかあったのですか？」


　さとい隼人が気づいたが、望はたいしたことじゃないからと首を振ふった。











　──あの日、なぜ両親は外出したのか？


　事故の知らせを受けて以来、その疑問が望の心にずっと引っかかっていた。


　両親が事故にあったのは、家から二キロほど離はなれた道路だった。


　そして、その道路は、望が恵をつれて買い物にいこうと思っていたショッピングモールへと続いている。


　前日から家に帰っていなかった望には、日曜日の両親の予定が分かるわけもなく、唯ゆい一いつ、両親の予定を知っているかもしれない恵は、その日の記憶を甦よみがえらせることができずにいる。


　もしかしたら自分が帰らなかったせいで、恵のための買い物に出で掛かけてしまったんじゃないか？


　そんな恐おそろしい疑問が心から離れない。


　葬儀の際も、訪おとずれる弔ちよう問もん客きやくに頭を下げながら、ずっと不安と罪悪感とが頭をよぎり、純じゆん粋すいに両親の死を悼いたむことさえできなかった。


　そんなとき、竜大が焼しよう香こうに訪れたのだ。


　もしかしたら共犯者かもしれない男の顔をみて、望が最初に感じたのは、意外にも安あん堵ど感かんだった。


　竜大に目配せされた望は、誘さそわれるまま休きゆう憩けいを装よそおって斎さい場じようを抜ぬけ出し、竜大の後を追った。


「酷ひどい顔色だ」


　人ひと気けのない建物の陰かげで竜大は待っていた。


「葬式ってのは、基本的に眠らないイベントだからな」


　引き寄せられ抱だきすくめられると、慣れない礼服の中で凝こり固まっていた身体が、ホッと緩ゆるむのが分かる。


（……マジで疲つかれてんだな）


　きっとこれは、慣れたベッドに潜もぐり込んでホッとするのと同じ反応。


　決して竜大に甘えたいわけじゃない。


　だから少しだけ、張りつめた気持ちを休ませてもいいだろう。


　そんな風に自分に言い訳しながら、竜大の肩かたに額を押しつけ、目をつぶる。


「望？」


「……ちょっとだけ」


　完全にもたれかかると、背中にまわされた腕うでの力が強くなって支えてくれる。


「……そんなに疲れるまで頑がん張ばることもないだろうに……」


　心配そうな声が耳に心ここ地ち好よい。


「このまま抜け出して、どこかで休んだ方がいいんじゃないか？」


「馬ば鹿かいうなよ。んなことできるわけないだろ」


「葬式なんて、所しよ詮せん儀ぎ礼れい的なものじゃないか。死者のために疲れ果てて倒たおれでもしたら、本ほん末まつ転てん倒とうだ」


　竜大は一転してきつい口調でそういうと、「おいで」と強く望の肩を抱いて歩き出そうとする。


「ちょ……まてよっ」


　望はあらがった。


「まだ参列者だっているのに、抜けるわけにいかねーってば」


「人手が必要なら、俺のほうで手配するよ」


「あのな……そういう問題じゃねーんだって」


　竜大の腕を振り払はらって、望は自力で立った。


「親の葬式をふけるなんて絶対できねーよ。んなことしたら一生後こう悔かいするに決まってんだから」


「後悔……？　望が？」


（ああ、こいつ、わかってねー）


　竜大が自分のことを心配してくれているのは確かだ。


　だが、両親を一度になくした悲しみは全然分かってくれてない。


　竜大の不思議そうな声と表情に、望はそう悟さとる。


「そうだ。途と中ちゆうで抜けたりしたら絶対後悔する。──これが両親にしてやれる最後のことなんだから……。この先がもうない分、ちゃんと見送ってやんないと」


「くだらない感傷だな」


「っ！」


　場ば所しよ柄がらもわきまえず、ふざけんな！　と怒ど鳴なりそうになってしまった。


　望はグッと唇くちびるを嚙かんで言葉を呑のみ込む。


　生まれながらになにもかもに恵めぐまれた王様。


　彼はそれ故ゆえに、普ふ通つうの人が当たり前にもっている感情を育て損そこなっているのだ。


（怒おこったところで、こいつには通じねーんだから……）


「駄だ目めだよ。傷がつく」


　竜大の指が伸のびてきて、嚙みしめた望の唇に触ふれる。


　心配そうな響ひびきを含ふくんだその声と表情に、望の怒いかりは爆ばく発はつした。


「馬鹿、そうじゃねーだろ？　なんでそうズレてんだよ！」


　唇に触れる手を、手の甲こうで払って怒鳴る。


「ずれてる？　いってる意味がわからないな」


「ああ、そうだろーな。おまえは本当はなんにも分かってねーんだ。分かる必要もないしな。──っくそ」


　両親が事故にあう原因をつくったのが自分じゃないかと、そんな不安と恐きよう怖ふに駆かられていたことを話したところで、やっぱりくだらない感傷だと片づけられるんだろう。


　自分ひとりが、考えたところでもうどうにもならないことを悩なやみ、苦しんでいる。


「……おまえのせいで、父さんも母さんも……」


　あの日、竜大が強ごう引いんにひきとめさえしなければ、もしかしたら……。


　そんな考えは八つ当たりだと分かってる。


　自分の不在が事故の要因じゃなかったかもしれないし、もしそうだったとしても流されてしまった自分にだって責任はあるのだ。


　でも、ずっと不安で恐怖を感じていた分、怒りが止まらない。


「俺のせい？　どういう意味かな？　まさか裏から手を回してあの事故を起こさせたとでも」


　竜大は、望の葛かつ藤とうを知らない。


　理り不ふ尽じんないいがかりにしか聞こえないだろう。


「心外だな。──そんなことをしても、俺には、なんの得もない。むしろ逆だろう」


　失言だったと望が謝る前に、竜大が不満そうにいった。


（損得の問題かよ）


　謝る気が一気に失うせた。


　望は呼び止めようとする竜大を振りきって、斎場へ戻もどった。


　そしてその後、葬そう式しきを終えてしばらくしてから、一本の電話によって、望は両親の事故の要因を知った。


　電話をかけてきたのはショッピングモールにある雑貨店。


　注文を受け、取り寄せたスタンドライトがあるのだが、受け取り予定日はとっくに過ぎている、いつ受け取りに来るのかと……。


　そして、受け取り予定日は、事故のあったその日だった。


　両親の死の原因がはっきりして、望は心底ほっとした。


　もちろん不安と恐怖が消えただけで、悲しみが癒いえるわけではないが……。


（ちと、まずかったか）


　ホッとしたと同時に、竜大のことを思いだして気まずくなる。


　正直、余計なひとことだったと思う。


　あれじゃあ単なる八つ当たりだ。


　取り越こし苦労だとわかった今では、余計にそう思う。


　かといって、素す直なおに謝りにいくのも嫌いやだ。


　両親の事故の法的な処置や恵の心身の不調など、多た忙ぼうな日々を送っていた望は、忙いそがしさを理由に竜大のことをむりやり頭の中から追い出した。


　だが、それから一月も過ぎる頃ころには、諸問題にも一段落つき、恵も学校にいけるまでに回復し、内心の葛藤と向き合わねばならなくなってしまった。


（こーいうときに限って連れん絡らくねーんだもんな）


　望の失言を怒っているのか、あの日以来、竜大からの連絡は一いつ切さいない。


　だから、失言だったと詫わびようにも会うきっかけがつかめない。


　会うたびに身体からだを繫つなぐようになってしまった今の二人の関係を思うと、自分から会いにいくのもためらわれる。


（──いや、もう、違ちがうか）


　両親が失われた今となっては、竜大の脅おどしはもう無効だ。


　不幸中の幸いといえばいいのか、両親の事故の賠ばい償しよう金きんやら保険金はかなりの額で、恵と二人普通に生きていく分には困ることもない。


　状じよう況きようは変わっていたのだ。


（そっか……。もう、あいつに抱かれなくていーんだ）


　素直に嬉うれしいとは思えなかった。


　抱かれることで失い、変わってしまったものがあまりにも多すぎた。


　身体も心も、竜大に対する気持ちも、もう決して元には戻らない。


　それでも望は、最後に一度だけ竜大に会いにいく決意をした。











（いちおうひとこと謝るだけだ）


　両親の死に係かかわることだけに、中ちゆう途と半はん端ぱに放置しておけない。


　ちゃんと自分のなかで区切りをつけないと、いつまでも両親の葬そう儀ぎのことばかりを思い出してしまいそうで嫌だった。


（どっちかってーと、謝まんなきゃなんねーことをしてんのは、竜大のほうなんだけどな）


　もしも今までのことを謝罪されたら、自分はどうするだろう？


　ふと、そんなあり得ないことを考えて苦く笑しようする。


　考えたって無む駄だなこと。


　竜大は誰だれに対してであろうと、けっして謝罪したりしない。


　生まれながらの王様は、謝罪するという選せん択たく肢しを必要としないのだから……。


　ほぼ一年ぶりに、正面玄げん関かんをつかって、久我家の敷しき地ち内へと入った。


　竜大は本宅の方で来客の相手をしているとかで、洋館の部屋で待つようにとの伝言をもってきた家政婦の案内で部屋に向かう。


「待たせて悪かったね」


　さほど待つこともなく、竜大が部屋に来た。


「家の方は、もういいの？」


「ああ。だいたい終わった。──あんときは、悪かったな」


「あのとき？」


「だから、葬儀のときの……。八つ当たりしちまったからさ」


「ああ、あれ？　全然、気にしてないから」


　本当にまったく気にしてなかったんだろう。


　竜大は、望に歩み寄りながら、あっさりとそう告げる。


　いいにくい言葉をさっさといってしまおうと勢い込んでいた望は、少しばかり拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。


「全部片づいたんなら、もういいね？」


　笑えみを浮うかべた竜大が、望の頰ほおに手を伸ばしてくる。


「さわんな」


　望は、身をよじって、触れられる前にその手から逃のがれ、立ち上がった。


「どうかした？」


　望の反応が意外だったのだろう。


　竜大は不思議そうな顔をしていた。


「そういうことをするつもりで来たんじゃねーんだ。ただひとこと謝りたかっただけだし……。もう、帰る」


「駄目だよ、望。──隼人から色々と大変そうだって話を聞かされたから、しばらく我が慢まんしてあげたんだ。これ以上の我が儘ままは許さないよ」


（我慢してあげた……ってか）


　このまま二人きりで部屋にいたら最初の時のように力ずくの展開になりそうな気がして、望はドアへと向かった。


　いざとなったら一気に母おも屋やまで走るつもりだった。


　使用人達の目もあるし、いくらなんでも無む理り強じいはできないだろう。


「………おまえからだけは、我が儘だっていわれたくねーよ。──全然気づいてねーんだな」


「気づくって、なにを？」


「親おや父じは死んじまったんだよ。死んじまったら、会社なんか関係ない。──もう、おまえの脅しは無効だ。我慢しなくていいのは俺のほうだ」


　ドアを背に、一息でそういい切る。


（これで終わりだ）


　後ろ手でそっとドアノブを探さぐりながら、竜大の反応を窺うかがう。


「ああ、なるほど。……そういうことか」


　竜大は額に手を当て、少しの間、何事かを考えていた。


「望、ちょっと想像してみてくれないか？」


　顔を上げ、静かに微笑ほほえむ。


「御ご両親が亡なくなって君は悲しかった。そうだよね？──じゃあ、恵くんが亡くなったら、どう思う？」


「……な……に、馬ば鹿かなこと……」


　あからさまな脅し。


　いくらなんでも、そこまではやらないだろうとは思う。


　だがそれは、今の望にとっては一番恐おそろしいことだったから、簡単に聞き流すこともできない。


「そんなに驚おどろくこともないんじゃないかな。御両親が亡くなったときには、俺を疑ったじゃないか」


「あれは……。本気でいったんじゃねーし……」


「そう？　まぁ、どうでもいいけど……。──でも俺にそういうことが可能な力があるってことは認めるよね？──正直いって、父君をクビにするより、そっちのほうが俺にはリスクは少ないんだ。金で後あと腐くされなくカタがつく問題だからね」


「もしマジでやったら、絶対にゆるさねーぞ」


「それもそうか。──じゃあ、恵くんに意識障害を起こすような怪け我がでもしてもらおうか？　一生病院の世話になる身体になれば望の負担も大きくなるし、結果的に俺に頼たよらざるを得なくなるんじゃないかな。どう？」


　いいアイデアだといわんばかりの微笑みで問いかけられて、肌はだが粟あわだった。


「なんで……そんな馬鹿なこと思いつくんだよ」


「望にここにいて欲しいからに決まってるじゃないか。──いつまでドアにくっついてるんだい。こっちにおいで」


　竜大に手を差し伸のべられて、望は仕方なくドアから離はなれた。


「おまえ、サイテーだぞ」


　目の前に立って睨にらみつけると、「わかってるよ」と腕うでを引き寄せられる。


「それでも仕方がないよ。望の心はどんな手段を使つかっても手に入れられないんだから、せめて身体ぐらいは側そばに置いておきたいし」


「なぁ、それってさ……虚むなしいと思わねーか？」


「思うよ」


　竜大の指が、ひとつひとつ自分の服のボタンを外していくのを、望は立ちつくしたままでみつめていた。


「でも他ほかに方法が思いつかないから。──それに、望がどう思おうと、この身体は俺に抱だかれるのを喜んでるよ」


　──自分でも分かってるだろ？


　耳元にそんな囁ささやきを吹ふきかけられて、身体が震ふるえた。


「……っ……」


　背中をゆっくりと撫なで下ろしていく手と、胸の突とつ起きをもてあそぶ舌先の感かん触しよく。


　ただそれだけのことで、久しぶりの感触に身体からだが期待にざわめく。


　自分の身体が、この行こう為いを喜んでいることぐらい、いわれなくても嫌いやというほど自覚している。


「うっ……」


　胸をきつく吸われて、膝ひざが揺ゆれる。


「なぁ、……ほんと…に思いつかねーの？」


　竜大の肩かたに腕をまわし、望は囁いた。


「なにを？」


　問い返されたが、返事はしなかった。


　竜大は、生まれながらになにもかもに恵めぐまれていたせいで、普ふ通つうの人間だったら簡単に気付けることに、いつまで経たっても思い至らない哀あわれな王様なのだ。


　だが、この不毛な袋ふくろ小こう路じから抜け出すための手段を、望は知っていた。


　でも絶対に教えてなんかやらない。


　それが自分に残された最後のプライドだから……。


（バカだよな）


　自分も、竜大も……。


　救いようもなく愚おろかだと思った。
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「で、結局、決まったんですか？」


「なんとか……。いつきれて、とんでもないこといい出すか分かんない状態だけどな」


「実際に就職するまで、一年も間がありますからね」


「せいぜいご機き嫌げんを損そこねないようにするさ」


　ゼミで使う資料のコピーに励はげんでいる隼人の手元を覗のぞき込みながら、望は苦く笑った。


　大学四年目の春、久我財ざい閥ばつの関連会社に望の就職内定が確定した。


　就職なんてする必要ないよと、面めん倒どうみる気満々の竜大をなんとか説き伏ふせた結果だ。


（愛人なんて冗じよう談だんじゃないってーの）


　どうせ手放してもらえないのなら徹てつ底てい的に利用してやるつもりだったが、それとこれとは話が別だ。


　脅おどされているから抱かれてやってるんだというスタイルを崩くずしたくはない。


　抱かれることで金をもらうようになってしまったら、最後に残ったプライドまで売り渡わたすことになってしまう。


「そーいや、正式にデビューすることにしたんだって？」


「ああ、望の耳にまで届いてしまいましたか……」


「とーぜんだろ。おまえ、今や追っかけがいるぐらいの有名人なんだしさ。竜大も知っててさ、すっげー愉ゆ快かいがってた」


「笑いごとじゃないんですけど……」


　サークル活動の一いつ環かんで書いた隼人の小説が、有名企き業ぎようと出版社とが共きよう催さいしておこなっている新人賞に入選したという話題が今やキャンパス中を駆かけめぐっていた。


　受賞作は、賞金や本の出版だけではなく、テレビドラマ化されることも決定していて、その主演がいま一番人気の若手女性アイドルだったものだから余計に騒さわがれているのだ。


「男の追っかけですよ。……主演女優のサイン貰もらってきてくれだの、アドレス聞いてきてくれだのってつきまとわれて、もううんざりです」


　女性に追いかけられることはあっても、むさい男につきまとわれることはなかったのだろう。


　本気でしんどそうだ。


「一時のことだろ、我が慢まん我慢。──で、家の方は大だい丈じよう夫ぶなんか？」


「あまり大丈夫じゃないですね」


「やっぱ反対されてんだ」


「いえ、どちらかというと、当たらず触さわらず……。ただ母がどうも情じよう緒ちよ不安定で、わたしの顔をみると泣き出してしまうものですから、今度、自宅を出ようかと……」


　弁護士になることを嘱しよく望ぼうされ、すでにその資格さえも取得してしまっていた優ゆう秀しゆうな長男の、いきなりの路線変へん更こうだ。無理もない。


「でも、それでよかったんじゃねーの？」


「そう思いますか？」


「思うさ。自分の人生、自分のやりたいようにやったほうがいいに決まってる」


　自分はできなくなってしまったから、余計にそう思う。


（……あいつも、そうなんだよな）


　考えようによっては、竜大も自分の望む道を選べない立場の人間だった。


　頭の出来が悪かったら違ちがっていたかもしれないが、すべてにおいて完かん璧ぺきな能力を兼かね備えた御おん曹ぞう司しへの周囲の期待は大きすぎる。選せん択たくの余地はないだろう。


「………自分のやりたいことですか」


「なに、まだ悩なやんでんの？」


「悩んではいませんが。……なんだか落ち着かない感じで……」


　周囲に望まれるまま決まった道を歩いてきただけに、いきなりの自由に戸惑っているのかもしれないな。


　そう望は思う。


「誰だれかの後押しが必要だってんなら、俺が押してやる。小説家としてのこれからに期待してるってさ。……最近、おまえにやけに懐なついてるサークルの後こう輩はいだって、きっと同じだろ」


「それは、どうも」


　望の言葉に、隼人は笑えみを浮うかべて軽く頭を下げる。


「で、どこに引っ越こすんだ？」


「祖父がむかし使っていた曰いわくつきの一いつ軒けん家やが空いているので、そこに移ろうかと」


「曰くつきって？」


「美女の幽ゆう霊れいがでるんだそうです。ちょっと楽しみですよね」


「うわっ、悪あく趣しゆ味み」


　妙みように楽しげな隼人に、望は引いた。


「ま、日中は出ないだろーし、引っ越し手伝うぜ。いつ引っ越すんだ？」


「───さあ、いつだったかな？」


　覚えてないなと、久しぶりに隼人が惚とぼける。


「なんだよ。家から出るんなら、もう竜大に気を遣つかうこともねーだろ」


「そういう気遣いとは違いますよ」


　ムッとする望に、隼人が軽く首を傾かしげて答える。


「あの人の神経をわざと逆なでするような真似まねをしたくないだけです」


「隼人、俺の味方なんじゃなかったっけ？」


「勿もち論ろんそうですよ。だからこそ、気を遣ってるんじゃないですか……。あなたとの友情が続く限り、あの人とも完全に縁えんを切れないでしょうからね。今後のためにも、それなりにバランスは取っておかないと……」


「あー、そーかよ」


　おっとりと微笑ほほえむ隼人にぷいっと背を向け、望はその場をあとにした。











　熱は冷めて、鼓こ動どうも呼吸も普ふ段だん通りに戻もどっている。


　でも幾いく度どとなく達した身体は、酷ひどく怠だるい。


「ユーレイが出るんだってさ」


　起きあがる気力もないまま、ぼんやりと望は口を開いた。


　片かた肘ひじをついて望の髪かみをもてあそびながら、竜大が「どこに」と問い返す。


「隼人のじいさんが、昔使ってた家」


「ああ、その噂うわさは聞いたことがあるな。──死んだ愛あい妾しようが毎晩現れるとかいって、死ぬまでその家を離はなれなかったとか……」


（悪趣味なじじい）


　どんなに愛していたとしても、幽霊に会いたいとは思わない。


　少なくとも望は、両親が幽霊になってでてきたら、さっさと成じよう仏ぶつして極ごく楽らく浄じよう土どなりお花畑にいけと説得するだろう。


「気持ちはわかるよ。俺も、望が相手だったら、きっとそうすると思うし」


「馬ば鹿かいうな。死んだらおまえなんかにゃ絶対に会いにこねーよ」


「だろうね。──せいぜい死なれないように用心するよ」


　竜大は皮肉げな笑みを浮かべる。


「よろしく」


　唇くちびるをくすぐる指を払はらいのけ、望はシャワールームへと向かった。








　少々物ぶつ騒そうだが、最近の望は「死ぬぞ」とよく口走る。


　もちろん本気でいってるわけじゃなく、ただの脅しだ。


　両親の死以来、望は竜大の部屋で夜を過ごすことはしなくなった。


　精神状態が安定していない恵を、ひとりきりにはしておけないからだ。


　もちろん、恵のことを邪じや魔まな存在だとしか認にん識しきしていない竜大が、そんなことを素す直なおに認めるわけもなく初めの頃ころは随ずい分ぶんともめた。


　その結果、思いついたのが「死ぬぞ」のひとこと。


　恵に危害を加えない限りは素直にいうことを聞くが、恵にとってマイナスになることを竜大がしたら即そく座ざに命を絶つ。


　そんな脅おどしが効をそうして、望は恵と過ごす時間を確保できるようになった。


　望は、竜大が自分に執しゆう着ちやくし、本気で愛してくれているのを身に染しみてよく知っている。


　だからこそ思いついた脅し。


　最近の自分たちの関係は、まるで泥どろ仕じ合あいだと思う、


　お互たがいの弱点を攻こう撃げきしあって、自分の望みだけを叶かなえようとして意地を張り合っている。


　それでも、どんなにみっともなくあがこうとも、どうしても譲ゆずれない部分がある。


（俺も、たいがい根こん性じようわりーよな）


　望は苦く笑った。


「──帰るのかい？」


　シャワールームを出て服を身につけ終わると、ひとり掛がけのソファーに座って、望の姿を眺ながめ続けていた竜大が聞いた。


「ああ。恵が帰ってくる前に家にいなきゃなんねーし」


　ちらりと窓のほうに視線を向ける。


　広い敷しき地ちだけに、情事の際も外からの視線を気にすることなくカーテンは開け放たれていて、橙だいだい色いろの光が庭の木々に濃こい陰いん影えいを落としているのがみえる。


「もうタイムリミットだ」


「──望」


　部屋を出ようとする望を、竜大が呼び止める。


「もう少しだけ、ここにいないか」


「…………いやだ」


「じゃあキスだけ」


　ため息混じりの声に、望は頷うなずく。


　歩み寄ると、ソファーに片かた膝ひざを乗せて竜大の膝に座り、首に腕うでを巻きつけて自分から唇を深くあわせた。


「……っ……」


　舌をからませ、唇を吸いあう濡ぬれた音が耳にいやらしく響ひびく。


　顎あごを押さえつけていた指が、服へと移動する寸前に、望は竜大から離れた。


「じゃな」


　唇を濡らす唾だ液えきを手の甲こうで乱暴に拭ぬぐう。


　竜大の視線を背中に感じながら、望は部屋を出た。


　竜大がどんな表情をしているか、振ふり向かなくてもわかるような気がする。


（ほんと……根性わりー）


　望はひどい自己嫌けん悪おを感じていた。








「兄ちゃん、お帰り」


　家に帰ると、待ちかねていたらしい恵が飛びついてきた。


「早いな。どうした？」


「コートのワックス掛けがあったから、今日は部活休止」


「じゃ、もう宿題やっちまったか？」


「まだだよ。友達の家に寄り道しちゃったしさ」


「友達に我が儘ままいってないだろーな？」


「いってないよ。酷いなー」


　むうっと、うっすらとそばかすの浮かんだ頰ほおをふくらませて恵がふくれる。


「なら、いいけど。──兄ちゃん、飯の支し度たくするから、その間に宿題やっときな」


「うん」


　望の言葉に恵は素直に頷いた。


　勉強道具を一ひと揃そろえもってきて、ダイニングテーブルで勉強をはじめる。


　最近の恵は、よく笑うし口数も多くなった。


　だが家にいるあいだは、絶対に望の姿がみえる場所にいようとする。


　夜も側そばにいてやらないと眠ねむれないようだ。


　一時の不安定さがなりを潜ひそめたものの、両親を一度に失った傷と寂さびしさは依い然ぜんとして残っているのだろう。


（まだまだ俺が側にいてやんねーと駄だ目めだよな）


　望は自分にそういい聞かせていた。
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　大学の卒業式が終わった直後、望は竜大に強ごう引いんに車に乗せられた。


　どこへ連れていかれるのかと思いきや、一時間ほどのドライブの果てにたどり着いたのは海だった。


「さむっ」


　車を降りた途と端たん、海から吹ふきつけてくる風の冷たさに、望は身み震ぶるいしてスーツのポケットに手を突つっ込んだ。


「やっぱり、こんな季節じゃ駄目だね」


「ったりめーだろ。……ったくなに考えてんだよ」


　夏場は人でにぎわうだろう、なだらかな砂すな浜はまが延々と続く季節はずれの海岸には、打ち上げられたゴミが散乱しているし波も荒あらく濁にごっていて、あまりいい眺めとはいえない。


「本当は卒業旅行を兼かねて、オーストラリアにでもいってのんびりしたかったんだけど……」


「ひとりで勝手にいけ」


「って、望がいうだろうと思って断念したんだ。この四年間、結局どこにも旅行できなかったし、会社勤めをするようになったら今より会える時間が減るだろうから、ちょっと特別なことをしてみたかったんだけど……。シーズンオフの日本の海が、こんなに汚きたないなんて思わなかったよ」


　うまくいかないもんだね、と汚よごれた海岸線を歩きながら、がっかりしたように竜大が呟つぶやく。


「ばっかじゃねーの」


　世間知らずの御おん曹ぞう司し丸出しの言葉に、望は呆あきれた。


　呆れると同時に、なんだか少しだけかわいそうな気もする。


「もう車に戻もどろうぜ。入社式まで日にちがないってのに風邪かぜひかせる気かよ。──それにさ、ここをうろつくより海岸線をドライブでもしたほうがマシかもよ。もうじき夕焼けの時間帯だしさ、ゴミのみえない離はなれたところから眺めた方がきっと綺き麗れいだろうし……」


「それ、いいアイデアだな。──戻ろう、望」


　多分無意識だったのだろう。


　その提案を喜んだ竜大が、望に手を差し伸のべてくる。


（……どうしてこうバカなんだ。こいつは）


　望はポケットから手を出さなかった。


　ベッドの中にいるときなら、その手に触ふれていただろう。


　だが、今は駄目だ。


　自分たちは、こんなところで手を繫つないで歩くような、そんな甘い関係じゃない。


　差し伸べられた手を無視して、望は海岸線を戻っていく。


　空から振ぶりに終わった手を眺め、自じ嘲ちよう気味なため息をこぼしてから、竜大も望と並んで足を進める。


　拗すねも、怒おこりもしない。


　高圧的に命令することさえ滅めつ多たになくなった竜大の沈ちん黙もくが、望には酷ひどく辛つらく感じる。


「……年寄りくせー車」


　車に近づいたところで耐たえきれずに口走ると、酷いな、と竜大が応じた。


「安全性は高いし、重じゆう厚こうだといって欲しいよ」


「だから年寄りくさいんじゃねーか」


「じゃあ、望はどんな車ならいいわけ？」


「決まってんだろ。フェラーリさ。色は絶対に赤だよな」


「下品だね」


「うっせー」


　昔のような軽口に気がゆるみ、つい笑えみを零こぼしかけた望は、慌あわてて口元を引き締しめた。


　自分たちは昔のように気安い友達同士ではないのだ。


　だから、笑いあって話すことはできない。


　我ながら、かなり意地を張ってるなと思う。


　だが、それでもこのラインだけはぜったいに譲ゆずれない。


　もう二度と昔のような関係には戻れないことを、望自身、すでにはっきりと自覚してしまっているのだから……。











「やっぱり駄目かぁ、残念」


「すみません」


　残業を終えたあと、軽く一いつ杯ぱい飲みにいこうと誘さそう職場の先せん輩ぱい達に、望は軽く頭を下げた。


「事情が事情だし、しょうがないって……。ほら、ぐずぐずいってないで」


　玄げん関かんでみんなと別れて、駅に向かう。


（ちょっと遅おそくなりすぎたな）


　時計の針はとっくに十一時を過ぎている。


　就職して以来、こんなに帰宅が遅くなったのは初めてだ。


　ひとりで家にいる恵のことを思うと、駅に向かう足が自然に速くなる。








　入社して三ヶ月が過ぎようとしていた。


　望が配属されたのは、本社の総務課。


　大学時代、竜大に辞やめさせられるまで望がバイトをしていた部署だった。


　当時の部長が今は人事部に配属されていて、望の働きぶりを思い出して適材だと配置してくれたらしい。


　四年近くが過ぎても顔かお馴な染じみの社員は複数残っていたから、なんの苦もなく職場の雰ふん囲い気きに溶とけ込むことができたし、仕事もそこそこ楽しい。


　毎日のスーツ着用にも慣れてきたし、スーツにあわせて短めに切ったくせ毛の寝ね癖ぐせなおしにも時間がかからなくなった。


　順調な社会人スタートを切ったと自分でも思う。


　当然のように竜大との関係は続いていたが、就職して以来、土曜日にしか会わなくなっていた。


　竜大自身、父親が配はい慮りよした武者修しゆ行ぎようとやらで、中ちゆう堅けんの子会社に立場を隠かくして就職していて忙いそがしいようだし、仕事を終えたあとに会ったりしたら帰宅時間が遅くなりすぎるから嫌いやだと望が拒きよ絶ぜつしたからだ。


　竜大はそれでも望に会いたがってごねたが、望がひとこと「死ぬぞ」と最終奥おう義ぎを口にするとしぶしぶながら頷うなずいてくれていた。








「ただいま。──めぐむ？」


　帰るなり恵が飛びついてくるだろうと予想していたのだが、家の中はシンと静まりかえっていて、灯あかりはついているのに人の気配がない。


　望は、恵の姿を求めて家の中を探し回った。


「ここにいたのか……」


　望の帰りを待ちきれなかったのか、それとも待つつもりで寝てしまったのか……。


　灯りのついた望の部屋のベッドのはじっこに、自分を抱だきしめるように身体からだに腕うでを巻きつけ、ころんと丸くなった恵が眠ねむっていた。


（なんだ……。ひとりで眠れるようになってたんじゃねーか）


　ここ数年、恵の身長は伸び悩なやんでいて外見上は全然成長していないようにみえる。


　だが、今年で恵も高校生。


　昔のような子供じみた我が儘ままはいわなくなったし、望が就職してからは自分の方が時間に余よ裕ゆうがあるからといって、家の中のことを色々とやってくれるようにもなっていた。


（そろそろ、添そい寝も卒業しねーとまずいかな）


　両親が死んで以来、ずっと一いつ緒しよのベッドで眠っていたが、恵の年ねん齢れいを思うと潮時のような気がする。


　そんなことを考えていたら、望の胸が不意にチクリと痛んだ。


（もしかすると、俺のほうが卒業できねーかも）


　自分にとって、恵の存在がなによりの癒いやしであり、竜大に対するプライドの最後の砦とりでになっていることを望は自覚している。


　この春入学した高校は、恵にあっていたらしく、恵は毎日が随ずい分ぶんと楽しそうだ。


　夕食のたびにクラスメイト達の話題がでるし、日曜日には新しくできた友達と遊びにいくこともある。


　休日のたびに望にまとわりついて離れなかった以前の恵を思うと、無む性しように寂さびしくなったりもする。


（やっぱ、ちとまずいか）


　子離れならぬ、弟離れ。


　できるかどうか、望にはどうにも自信がなかった。











「海外へ転勤？　僕がですか？」


　金曜日、出勤と同時に人事部へ呼び出され、望は辞令を下されて啞あ然ぜんとした。


「そうなんだよ。あまりに異例のことで、わたしも驚おどろいているんだがね」


　人事部長も本気で戸と惑まどっているようだった。


　それもその筈はず。


　やっと研修期間を終えたばかりの新入社員が、いきなり海外への転勤を命じられることなど、今までほとんどなかったからだ。


「ここだけの話だが、これは会長直々の人事らしい」


（竜大の差し金か……）


　あの野や郎ろう、と望は拳こぶしを握にぎりしめる。


　会う機会が減って以来、竜大の機き嫌げんが徐じよ々じよに悪くなっていっているのは感じていたが、まさかこういう手段で嫌がらせをしてくるとは思ってもみなかった。


「それで急なんだが、今日の昼休みはこの店にいってくれ」


　部長にメモを手て渡わたされ、望は戸惑う。


　メモに書かれた店は、この近きん隣りんでは有名な割かつ烹ぽう料理の店だった。


「接待でしょうか？　どういった用件で？」


「会長のご指名だそうだ。転勤の件を直接君に話したいとか。──そう緊きん張ちようせずに……というのは無理かな。わたしもお顔を拝見したことがある程度だからね。まぁ、いい経験だと思って、頑がん張ばってきなさい」


　粗そ相そうのないようにね、と肩かたを叩たたかれ、望は作り笑いを浮うかべて頷いた。








「かしこまらなくてもいいから」


　望が店内の奥まった個室に通されると、先にきていた会長が気さくな雰囲気で声を掛かけてくれた。


「はい。──お久しぶりです」


　かしこまらなくてもいいといわれても、自然に緊張して口元が引き締しまってしまう。


「何年ぶりになるかな」


「高校時代に何度かお会いして以来ですので、四年以上かと」


「そんなになるか……」


　会長が感かん慨がい深げに目を細める。


（あいつとこの人が、親子なんだよなぁ）


　笑った表情に竜大の面おも影かげをみつけた望は、高校時代とは違ちがう感慨を覚えて、少々複雑な気分になる。


　目の前にいるのは、本社の人事部長でも直接話をしたことのない、平社員の自分にとっては雲の上の存在。


　自分と竜大の立場の違いを理解しているつもりでも、身体を繫つないでいる気安さもあって、ついつい忘れてしまいがちだが、いずれ竜大がその地位を譲ゆずり受けることになるのだ。


「竜大からよく君の話を聞かされていたから、最近も会ったことがあるような感覚があるんだがね」


（どんな話をしてやがるんだ、あいつは……）


　ここ数年は会っても身体を繫ぐばかりの関係を続けていたから、父親に話すような内容が想像できずに、望はさらに緊張する。


　仲居が料理を運んできて人ひと払ばらいが済むと、会長はさっそく用件を切り出した。


「今日は父親として、君に頼たのみたいことがあるんだ。──聞いてくれるかな？」


「僕にできることならば」


「海外への転勤の話はもう聞いているね。──ああ、食事をしながら聞いてくれていいから」


　実は、と、自分も箸はしをとりながら会長は話し始めた。











　会長との話が済んだあと、望は気もそぞろに仕事して、終業と同時に会社を飛び出した。


　いつものように裏口から洋館に向かうと、望の来訪を予測していたらしい竜大が、玄げん関かん先さきで望をむかえた。


「猫ねこっかぶり」


　竜大の顔をみるなり、望はその顔を睨にらみつける。


「望の真似まねをしてみただけだよ。──おいで」


　部屋にはティーセットまで準備してある。


「よっぽど暇ひまなんだな」


「なにしろ、無職だから」


　楽しげに笑って、竜大は自分で紅茶を淹いれはじめた。


「いつ辞やめたんだよ」


「今週の月曜日」


「ったく、ばっかじゃねーの？」


「なりふりかまってないだけだよ」


「もっと他ほかに、やりようがあるだろーが」


　望はソファーに背を預け、天てん井じようを仰あおいだ。


　──実は息子むすこが日本では働けないというんだよ。


　会長はそう切り出したのだ。


　身元を隠かくし、偽ぎ名めいを使って入社したものの、なにしろ外見的にも能力的にも秀ひいでた竜大だけに、すぐにその素す性じようが周囲に広まってしまったそうで、社会経験にも修しゆ業ぎようにもならないと自分から見切りをつけて退社してしまった。


　日本にいる限り自分は特別視され続ける。


　これでは、なんのスキルも身につけられないし、そもそも働く意味がない。


　いっそのこと海外で働かせてくれと、竜大は父親に頼み込んだのだという。


「息子が本気で悩なやんでいる姿を初めてみたよ」


　そして支社では同じことになるだろうからと、提てい携けい会社への派は遣けんを決定したのだという。


　会長はそんな話のあとで、望本人についての話を切りだした。


「君の噂うわさは昔からよく聞いている。竜大の片かた腕うでとして共にいって経験を積んできてくれないだろうか」と……。


　よくよく話を聞くと、お目付役兼けんお守もり役になって欲しいということらしかった。


　家いえ柄がらのせいばかりじゃなく、子供の頃ころからずば抜ぬけて賢かしこかったせいもあって、普ふ通つうの友達、普通の人間関係というものを作れないままで育ってしまった竜大のことを、父親は随ずい分ぶんと気にしていた。


　少々過保護すぎるのは、もしかしたらずっと離はなれて暮らしてきた罪悪感を紛まぎらわすためなのかもしれない。


　なんの下地もない場所に竜大を放ほうり込んで、うまく周囲と溶とけ込めるものだろうか？


　大事な跡あと継つぎを家から出すに当たって、その点が一番気がかりなのだと、彼がいう。


　そこで白羽の矢が当たったのが、高校時代からの友人、望だった。


　共にいって、竜大の心理面でのサポートを頼まれてはくれないか。


　そういわれてしまったのだ。


「──おまえ、親おや父じさんになんていって泣きついたんだ？」


「泣きついたりなんかしないよ。ただ、ちょっとだけひとりは不安かなって、こっそり呟つぶやいてみただけで」


「あ、そ」


　以前、竜大が、子供の頃から必要なものはたいてい意識して望む前に自分の手に入っていたといったのを思い出して、じゃあ自分は会長の子供へのご機嫌取りの玩具おもちやのように差し出されたんだなと、望は胸むなくそが悪くなった。


「俺はおまえの玩具じゃねーよ。──ぜってーいかねーからな」


「無理じゃないかな。父の個人的な願いだとしても、会社からは正式な辞令が出てるんだ。拒きよ否ひできる立場じゃないだろ？　会長直々の辞令を平社員が拒否するなんて、メンツにうるさい重役達がだまってないよ。君だけじゃなく、人事や、総務の君に係かかわっている上役の立場にも影えい響きようするんじゃない」


　竜大は、望の目の前にティーカップを置いた。


「飲んで。少し冷静になりなよ」


「──会社辞める」


「それはいいね」


　竜大が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


「その方が一いつ緒しよにいられる時間が長くなる」


「ばーか、忘れたのかよ？　おまえは海外にいくんだろーが」


　父親に宣言し、しかも企き業ぎよう間の話し合いも既すでに終わっているのだ。


　立場上、さすがに今さら辞めたとはいえないだろう。


「ひとりで勝手にいけ」


「嫌いやだ。望も一緒にいくんだ。向こうで俺と一緒に暮らそう」


「……俺はいかねーよ。恵もいるし」


「来るんだ。これは命令だ」


「聞けねーな。どうしてもっていうんなら──」


「駄だ目め。それはもう無効」


　望が最終奥おう義ぎのひとことを口にする前に、竜大が遮さえぎる。


「もう限界なんだ。──これ以上、君の我が儘ままにはつきあえない」


　苛いら々いらした口調だった。


　竜大の普段とは違ちがう様子に、望は反論の言葉を呑のみ込んだ。


「──どうしても？」


「うん、駄目。あんなの脅おどしにもならないよ。望の性格上、自殺なんてありえないってわかってるんだ。ただ、百パーセントの自信はなかったから、今まで我が慢まんしてやっていただけで」


「よかったじゃねーか。自信がついて」


「茶化すなよ。望に関しては、自信なんて、これっぽっちもないんだ。いつだって不安ばかりで……。でももう限界だ。もうこれ以上は我慢できそうにない」


　竜大は紅茶を一口飲んだ。


　と、いきなりカップを壁かべに向かって投げつける。


　カップは粉々に砕くだけ、壁には紅茶の染しみが点々と広がる。


「っ！　なにすんだ」


「試ためしてみただけだよ。……ものを壊こわすのって随分と簡単なんだね」


　驚おどろく望に、竜大は微笑みかける。


「きっと人を壊すのも同じことだよね。やってしまえばきっとたいしたことはない。どうせ自分の手は汚よごさないんだし……」


「なにをいいたいんだ？」


「いつもいってることさ。命令を聞かなかったら、君の大事なあの子がどうなるかわからない。そういってるんだ。──そうだな、ひと思いに壊したら駄目だね。それじゃ効果がない。少しずつ、ゆっくりと壊すようにするよ。長く苦しむように」


　──これはもう脅しじゃない。本気だから……。


　竜大がテーブルを回り込みながら囁ささやく。


（たしかに、マジっぽいな）


　今までは名前で呼んでいた恵をあの子といったり、壊すという言葉を使ったり、言葉の焦しよう点てんをずらすような物言いに、妙みような緊きん迫ぱく感かんを感じる。


　今までの脅しには、所しよ詮せんは口先だけなんじゃないかと思える甘さを、いつも心のどこかで感じていた。


　だからこそ、その脅しを逆手に取るような方法で、ちょっとした自由を勝ち取ることもできたのだが、どうやら今回は違うようだ。


　目の前にたつ竜大の静かな視線に、望は全身が総毛立つのを感じた。


「……恵になんかしたら、ゆるさねーぞ」


「うん。そうだろうね。あの子が痛がるのを君が我慢できる筈はずがないんだ。だから君は命令を聞くよりほかない。──動かないで」


　立ち上がろうとした望の肩かたを、竜大が強く押さえつけ、押し戻もどす。


「できるなら望を悲しませたくないし、これ以上嫌きらわれたくもなかったけど、もう限界だ。これからはずっと俺の側そばにだけいてもらう。──もう決めたから」


　竜大が目め尻じりから頰ほおのラインを指先でそっと撫なで下ろしていく。


　自分を見下ろすその顔が、酷ひどく寂さびしそうにみえて、望は胸が痛くなった。


（くそっ）


　プライドにこだわって意地を張り続けていたけど、もうこれ以上、この我が儘で可哀かわい想そうな子供をほうってはおけない。


（……俺の、負けだ）


　望はとうとう観念した。


「……おまえ、ほんと馬ば鹿か。ひとりで勝手に決めんなよ」


　その指が唇くちびるに触ふれたとき、望は思いっきり嚙かみついてやった。


「っ」


　嚙みつかれるとは思っていなかったのだろう。竜大は条件反射で手を引っ込める。


「痛いだろ？」


「……まあね」


「じゃあさ、自分の気持ちを逆手に取られて俺に脅されたときは、どう思った？」


　望は、竜大の手をとると、血のにじむ指を舐なめた。


　口の中に微かすかに鉄のにおいが広がる。


「……のぞむ？」


「嚙まれりゃ痛いだろ？　脅されりゃ、怖こわいし、プライドも傷つくんだ。──友達だと思ってたおまえに脅されて、強制的にお相手させられて……。俺がいままでどんな気持ちだったか、わかるか？」


「……想像はつくよ。でも、望が悪いんだ。俺から離はなれていこうとするから……」


「だから脅して、むりやりいうこときかせんのか？　んなことしたら、余計に気持ちが離れてくだけだってのがわかんねーの？」


「わかるけど、仕方がないじゃないか！　それ以外に望を手に入れる方法がなかったんだから」


「………だから馬鹿だっていってんだよ。──なあ、竜大。おまえさ、なんでそんなに俺を欲しがってんの？　なんで側においときたいんだ？」


「何度もいっただろう。望が……好きだからだよ」


　戸と惑まどっている竜大を押しのけて、起きあがる。


「この身体からだが気に入ったってか？」


「違う！　俺が欲しいのは心だ。……でも君は俺を愛さないだろう？　だから……」


「だから、ひとりで勝手に決めつけんなってば。──自己完結してねーで、俺の気持ちも考えてくれよ」


「考えなくてもわかってるからね。望は俺が嫌いなんだろう？」


「ああ、嫌いだよ。脅してむりやり相手はさせるし、俺の大事な恵を取引の品物扱あつかいするしで、すげー嫌いだ。でもな──」


　望は竜大の目をまっすぐにみつめた。


「おまえが謝ってくれるなら、考えなおしてやってもいいぞ」


「──あやまる。この俺が？」


　竜大は意外そうだった。


「そうだ。おまえは俺を傷つけたんだ。だから謝れ」


　強ごう引いんに関係を強要されたあの日まで、竜大は自分にとって特別な友達だった。


　一方的に踏ふみにじられた信しん頼らいとプライド。


　一度でいいから謝って貰もらわないことには、望の気が済まない。


「物事には順番ってものがあるんだよ。──謝って貰わなきゃ、俺だっておまえを許してやれねーだろ？」


　望の負けず嫌いは、伊達だてじゃない。


　謝ってもらってもいないのに、許してやるなんて、どうしてもプライドが許さないのだ。


「俺を……許してくれる？」


「謝ればな」


　そして、抱だかれ続ける日々の中で減っていったのは『怒いかり』だった。


　怒りが減り、冷静になった望の目にうつる竜大は、まるっきり我が儘で寂しがりやな子供だった。


　大きな古い家の中、人ひと肌はだの温ぬくもりの代わりに沢たく山さんの玩具おもちやに囲まれて、ひとりきりで育ってしまった可哀想な子供。


　愛されたいのに、どうやったらその愛を手に入れることができるかわからずに癇かん癪しやくを起こし続けている大きな子供。


　弟を甘やかし続けていたせいで、兄貴根こん性じようが染みついていたのかもしれない。


　いったん子供にみえてしまうと、もう駄だ目めだった。


　脅おどされているというより、まるで拗すねられて、甘えられているような気分になる。


　どこか滑こつ稽けいで、でもやっぱりみていると可哀想で切なくて、そんな大きな子供に手を伸のばしたくなってしまう。


　最近では、許してやりたいと、愛いとしいと、そう思う気持ちを抑おさえつけておくことが本当に難しくなっていたのだ。


「そのあとで俺にお願いしてみろよ。──側にいてくれって」


　不思議そうに見下ろす竜大の手をつかんで引っ張る。


　引かれるまま、竜大は望の前に膝ひざをついた。


「そしたら、一いつ緒しよに来てくれるのか？」


　問われて、望は唇を嚙んだ。


　その問いは、竜大と弟の恵と、どちらを選ぶのかという問いに繫つながる。


（ごめん）


　大切な可愛かわいい弟。


　その気持ちは変わってない。


　だが恵を、大切な弟を自分のプライドを守るための砦とりでとして利用している自分を自覚したときから気づいていたのだ。


　自分が本当は誰だれを一番必要としているのかを……。


（ごめんな……めぐむ）


　小さく頷うなずくと、竜大がギュッと手を握にぎりかえしてきた。


　そして、望の望み通りの言葉を口にする。


　目の前に跪ひざまずく、不器用な子供が愛しくてたまらない。


　望は素す直なおな気持ちのままに、愛しい存在を抱きしめた。











　唾だ液えきと汗あせでぬめる肌を滑すべり降りていく手の感かん触しよく。


「……ふっ……」


　足を広げられ、きつく内うち股またを吸われて、望はたまらずに甘い息を吐はく。


「……なに？」


　だが、いつもだったら続けざまにもっと激しい快感を与あたえてくれるはずなのに、急に竜大が動きを止めた。


「なんだか、いつもよりのりが悪いような気がするんだけど」


（バレバレか……）


　戸惑ったように聞かれて、望は苦く笑しようした。


　請こわれるまま部屋に留とどまり、請われるまま身体を重ねた。


　抑おさえ込んでいた気持ちをやっと解放できて、やっと素直な気持ちで抱かれることができるようになった筈はずだった。


　それなのに、どうしても気持ちが乗らない。


「──恵くんが気になる？」


　また図星だった。


「まあな」


　恵には、今日は帰れないからと電話を入れた。


　ひとりでも平気だからと、恵は明るい声で答えたが、本当だろうかとどうしても気になる。


　今ごろ眠ねむれなくて、困ってるんじゃないだろうかと、気になってしまう。


「……でも、いいんだ」


　自分はもう選んでしまった。


　恵の手を離し、竜大の手を取ってしまったのだ。


　たとえそれが恵の噓うそだとしても、もう信じる以外にない。


「続き……」


　望は共犯者の頭を抱き寄せて口づけた。


「おまえのせいなんだから、責任取れ」


　──余計なことを考えないぐらいに夢中にさせてくれ。


　望の声にならない囁ささやきは、竜大に届いたようだった。


　痛いぐらいにきつく抱きしめられて、甘く唇くちびるを貪むさぼられる。


「……あ…あぁ……」


　堪こらえられないといわんばかりに、前戯もほどほどに侵しん入にゆうしてくる熱い楔くさび。


　深く受け入れて、望は熱い息を吐いた。


「たつひろ……」


　同じように熱い竜大の息を耳元に感じて、頭を引き寄せる。


「…ふっ……んぅ……」


　互たがいの熱さを吹ふき込み、混ぜ合わせるかのように唇を重ねる。


　唇を重ねたまま、軽く揺ゆすられて、深く繫がった部分から、身体からだが溶とけていきそうな、ゆったりとした甘い喜びを感じた。


（ずっと、こーしたかったんだ）


　身体の喜びを引き出すためじゃなく、愛しいと思う気持ちを互いに伝えあうために身体を繫げたいと思っていた。


　寂さびしそうな、ものいいたげな目でみつめてくる竜大に、そんな顔はしなくてもいいんだよと、素直にそういえたらどんなにいいかと思っていた。


　繫がっていることを素直に嬉うれしいと、今は心からそう思える。


「……っ……いぃ……」


　感じていることをもっと知って欲しい。


　もっともっと深く、つよく竜大を感じたい。


　望は自分から竜大を強く締しめつけ、引き寄せる。


「っ……のぞむ……」


　耳に届く、熱に浮うかされたような竜大の甘い声の響ひびき。


「……好きだよ、たつひろ」


　素直な気持ちを口に出すと、心臓が甘く震ふるえた。




　　　　７







「会社、辞やめないの？」


　海外出張の準備を着々と進めていた望に、竜大がいきなりとんでもないことをいいだした。


「なんで辞めなきゃなんないんだよ」


「だって、ずっと俺の側そばにいてくれる気になってくれたんだろう？　働く必要なんかないじゃないか」


「………あのな、俺は、おまえの嫁よめになるとは、ひとこともいってないからな。仕事は辞めねーぞ」


「もしかして、なにか怒おこってて意地をはってるの？」


　竜大が不思議そうにみつめてくる。


（わかってねーな、こいつ）


　気持ちを通じ合わせたからといって、なにもかもを竜大の気の済むようにしてやるつもりは、さらさらない。


　働くことは嫌きらいじゃないし、いつでも意識を外に向けていたいと思う。


　いくら恋こい人びと相手だとしても、庇ひ護ごされてのほほんと過ごすのはまっぴらだ。


　ひとりの人間として立っていられなければ生きているとはいえないと、負けず嫌いの虫が心の中でエールを送り続けているのだ。


「意地なんてはってねーよ。──働かざる者食うべからずだ。んなの、常識だろ」


「常識なんて、どうでもいいじゃないか」


　竜大は不満そうだ。


「あほ、どうでもよくねーよ。この世間知らず」


　ひどいなと、竜大が拗すねる。


　拗ねていはいるけど、その瞳ひとみには笑えみが浮かんでいて、彼の心が安定していることを物語っていた。


　人としての基本的な感情や世間の常識が、微び妙みように抜ぬけ落ちている、大きな子供。


（そんでも、ま、いーか……）


　肝かん心じんなことさえ、伝わればいい。


　愛されていることさえ感じてくれていれば、それでいい。


　いまの望は、そう思うようになっていた。











　数日後、望は隼人を訪ねて、幽ゆう霊れいがでるという噂うわさの屋や敷しきの縁えん側がわにいた。


　庭は呆あきれるほどに広いが、建物自体は平屋建てで、こぢんまりとした造りだった。


　海外出張になったことを報告し、ついでに竜大との関係が今までとは変わってしまったことを緊きん張ちようしながらそれとなく告げる。


「それはなにより。──今度こそ、丸く収まったみたいですね」


　古びた日本家屋の雰ふん囲い気きに合わせているのだろうか。見慣れない和服姿の隼人が、いつもとは違ちがう少々下世話な笑みを浮かべた。


「今度こそ？　なんだよ、それ」


「言葉通りですけど。──前々から惹ひかれてたくせに、望がいつまでも意地はってるから本当にハラハラしましたよ」


「……なんでそう思うんだよ」


「愚ぐ問もんですね。言動をみてればわかりますよ。普ふ通つう、本当に嫌いだったら、そんな相手の愚ぐ痴ち以外の話題を友達との会話に出したりしないでしょう。──望だって、わたしより先に、わたしが家を出たがっていたことに気づいていたじゃないですか。……同じことです」


　友人ですからね、と隼人がおっとりと微笑ほほえむ。


（そんなもんかな）


　不思議な安あん堵ど感かんを感じて、肩かたの力が抜ける。


　適度な距きよ離り感かんを保ちながら、意地も見み栄えもはらずに好き勝手なことをいい合える相手がいる。


　悪くない、と思う。


「で、いつ出発なんです？」


「明日。見送りは必要ねーから」


「それはまた、いきなりな」


「竜大のせいだ。あいつ、大学時代に相模原教授の後押しで向こうの雑誌に研究論文を何本か発表してたらしいんだ。それがけっこう話題になってたみたいでさ、向こうの会社から新しく立ち上げるプロジェクトのブレーンになってくれとかっていわれてんだよ。そんで早く来いってせっつかれてんだ」


「それはそれは……。で、望も同じプロジェクトに参加するんですか？」


「まあな。…………竜大の通訳としてだけど」


　ぶっと隼人が吹き出す。


「通訳ですか、それはまた……」


「……笑うなよ」


　望は苦虫を嚙かみつぶしたような顔になる。


　そんな役目を仰おおせつかってしまったのは、通訳なら側にいてずっとサポートができるだろうという、竜大の父親のありがた～い計らいの結果だった。


　望は公式の通訳の資格を一応は持っていたが、ネイティブな英語に関しては竜大のほうがずっと優すぐれていたりなんかする。


　だから一いつ緒しよに行動しても、通訳として必要とされることは決してない。


　この人事は、望にとって最高の屈くつ辱じよくだった。


「まぁ、望だったら一月もあれば自力で仕事を確保できるでしょう」


　望の負けず嫌いっぷりをよく知っている隼人が、頑がん張ばってくださいと励はげましてくれた。


「そういえば、恵くんはどうするんです？」


「あーそれがなー、ちょっとまずいことになっちゃってさ。──あのマンションでひとり暮らしをするっていってきかねーんだよ」


　ひとりで置いておくのがどうしても不安で、叔母おばに預けていこうと思っていたのだが、恵は絶対に嫌いやだといい張っていた。


　兄ちゃんが帰ってくるまでこの家は自分が守るから、なんて健けな気げなことまでいわれてしまって、内心嬉うれしい望としては強く反対することもできずにいるのだ。


「……ああ、そっか」


　ふと、いいアイデアが浮かんだ。


「家の鍵かぎ、おまえに預けとく。──自由業で時間の融ゆう通ずうがきくんだし、恵になんかあったときに助けてやってくれよ」


　望は思いつくままにジーンズのポケットから鍵を出して、隼人に渡わたした。


「──承うけたまわりました」


　その鍵は、友人に対する信しん頼らいの証あかしだった。








「ひとり？　恵くんはどうしたの」


　出発の日、荷物を預けたあとで、竜大との待ち合わせの場所にいくと、竜大は望の姿をみて不思議そうに首を傾かしげた。


「見送りは嫌だってさ」


　見送りをして貰もらえるものだと思いこんでいた望は、少しだけ寂さびしかった。


　海外出張が決まったとうち明けてからの恵は、望が驚おどろくほどにかわった。


　ひとりでもやっていけるんだということを示そうとして、健気に細々と動き回る。


　本当は寂しがっているくせに、その気持ちを必死で隠かくして、望の荷造りの手伝いまでしてくれたのだ。


（あいつ、けっこう強ごう情じようっぱりだったんだな）


　我が儘ままで甘ったれなままでいてくれたほうがよかったような気もする。


　意地を張りすぎて疲つかれるようなことにならなきゃいいけどなと、心配することしかできなくなった望は思う。


「──いこうか」


　アナウンスの案内が響ひびいて、二人は出発ロビーへ向けて歩き出した。


　歩く通路に乗ってすぐ、前にいる竜大の含ふくみ笑いが微かすかに聞こえてくる。


「……気持ちわりーな。なんだよ？」


「ああ、ごめん。──これからは、ずっと同じ家で暮らせるのかと思うと、なんだかちょっと新しん婚こん旅行にいくような気分になっちゃって」


「よせよ、おい」


　思いが通じて以来、こっちの大きな子供は我が儘と甘ったれ度を増していて、ことあるごとに望を困らせていた。


「もう一回いっとくけどな、人前で抱だきついたり、身体からだを触さわったりすんなよ。世間の常識にそった行動を心がけてくれよな」


「いちおう心がけるけど、無意識の行動には責任もてないな」


「もてよ！」


　目をつり上げ、背中をどついて強く突つっこみを入れる。


「痛いな」


　竜大が振ふり返る。


「──お手て柔やわらかに頼たのむよ」


　奥さん、という囁ささやきとともに、素す早ばやくかがみ込んだ竜大の唇くちびるが、望の唇をかすめていった。


「っ───!!」


　絶句する望の耳に、甲かん高だかく短い悲鳴のような声が届いた。


　声のほうをみると、脇わきの歩道を歩いている女性の集団が立ち止まり、ひゃあと騒さわぎながら、歩く歩道に連れ去られていく望達を首こうべをめぐらせ見送っている。


（みられた……。サイアクッ）


　怒ど鳴なりつけたかったが、これ以上周囲の目を引きたくはない。


　望は怒いかりのままに、もう一度竜大の背中をどついてから、一刻も早くその場をはなれるべく、竜大を追い越こして歩く歩道の上を足早に歩き出した。


（浮うかれやがって……。ったく、全然よくねーよ）


　前言撤てつ回かいだ。


　とりあえず世間の常識だけは、きっちり教え込まないと、こっちの神経がもたない。


（育ちきってしまってるぶん、やっかいだよな）


　我が儘で甘ったれな子供だった恵は、年とともにしっかりしてきたけど、たぶん竜大はそうならない。


　甘やかせば甘やかすほど、きっと、つけあがるだけ……。


（向こうに着いたら、ぎっちりしつけてやる）


　追いかけてくる竜大の気配を背中に感じながら、望は拳こぶしを握にぎりしめ、そう決意していた。




もっともっとキスをして




　　　　１







「げっ」


　そうっとベッドから降りた途端、望は有う無むをいわさぬ力で腕うでをつかまれて引き戻もどされた。


「おはよう」


　背中から倒たおれ込んだところを、待ちかまえていた竜大の腕に抱だき取られ、唇くちびるを深く探さぐられる。


「っ……ん……」


（ちっ、起きてやがったか）


　濃のう厚こうなキスを受けながら、望は心の中で舌打ちをしていた。


　頰ほおをつついても目を開けなかったから、てっきり眠ねむっていると思ったのだ。


　いつもは捕つかまらないようにダッシュで逃にげているのに、起こさないようにと気を遣つかってゆっくり動いたのが仇あだになった。


「……っ………」


　なんとか引き剝はがそうとジタバタ暴れる望をあっさりと押さえ込み、性急にことを進めようとする竜大の手が身体中をまさぐる。


（うわっ……）


　もともと裸はだかのままで眠っていただけに、遮さえぎるもののない肌はだに、竜大の手が直接触ふれてくる。


　慣れ親しんだその手が引き出す心ここ地ち好よい感かん触しよくに引きずられそうになって、望は慌あわてた。


「……んっ……ふぅ…」


　文句をいおうにも唇は塞ふさがれていて、しかも困ったことに絡からむ舌の甘さがこれまた心地好い。


（……もう……ちょっとだけ）


　駄だ目めだやめとけと叫さけぶ理性は、快感に弱い質たちの身体からだにあっさり負けた。


　竜大の肩かたを押し返そうと突つっ張っていた望の腕の力が抜ぬけ、背中にまわされる。


　すると望の口をふさいでいた竜大の唇が、笑えみを浮うかべながら離はなれた。


「あ……」


　もうちょっとゆっくり甘いキスを楽しみたかった望は、名残なごり惜おしげに竜大を見上げる。


「悩なやましい顔……。望はいつでも本当に綺き麗れいだね」


　耳に甘い囁ささやきを吹ふき込まれて、望の身体がゾクッと痺しびれる。


　正気だったら鳥肌モノのセリフなのに、触れ合っているときだとそう感じないのはなぜなんだろう。


　しかも似たようなことを、もう数え切れないぐらいに囁かれているというのに、そのたびに反応してしまうのだから、自分でも呆あきれてしまう。


「……ふっ……ぅ……」


　鎖さ骨こつのラインをなぞる唇と、脇わき腹ばらを滑すべり落りていく手。


　やっぱり数え切れないぐらいに何度も重ねた手順なのに、触れられた部分から広がっていく感覚は、そのたびごとに切ないぐらいに甘い。


　何度も何度も身体を重ねて、知りつくしたはずなのに、飽あきるどころか、受け入れるたびにより貪どん欲よくになっていくのを感じる。


（まるで……中毒だな）


　甘く痺れる頭のはしで、望はそんなことを思った。


「……ん」


　竜大の手に促うながされ、絡めていた足を開く。


　と、そのとき。


　寝しん室しつに澄すんだチャイムの音が響ひびき渡わたった。


（時間だ）


　チャイムの音とともに、望はびしっと気持ちを切り替かえた。


「──ここまで」


　チャイムの音に驚おどろいて身体を起こした竜大を、すかさず蹴けり飛ばすと、その隙すきにベッドから逃げる。


「のぞむ～」


　竜大が恨うらめしそうな目線を向けたが、もう時間もないことだし、かまっている暇ひまはない。


「あとで相手してやっから、拗すねるなって」


　望は、こんなこともあろうかとブラインドの窓側に隠かくしてセットしておいた目覚まし時計を止め、ガウンを羽織ると寝室をあとにした。











　提てい携けい会社に派は遣けんされてから二度目の秋。


　ただ一つの心配事を除けば、望は仕事でもプライベートでも順調な日々を送っている。


　心配なのはもちろん、日本に残してきた可愛かわいい弟、恵のこと。


　ひとり暮らしをしている弟の生活に変わりはないか、困ったことはないか、確かめるために、望は週に一度、電話をかけるようにしていた。


　電話をかける時間も決まっていて、日本時間で日曜日の夜十時、こちらでは朝の七時だ。


　曜日と時間を決めたのにはふたつほど訳がある。


　いつ電話がかかってくるのかわからないより、その方が恵も安心して電話を待てるだろうというのがひとつ。


　もうひとつは、電話を待ちきれず、恵が直接こちらに国際電話をかけてくることがないようにとの配はい慮りよだ。


　望が竜大と一いつ緒しよに暮らしていることを恵は知らないし、できるだけ知らせたくなかったから、電話をかけてきていきなり竜大が出るようなことがあったら少々まずいのだ。


　だが、時間帯が決まっていることで生じる問題がひとつ。


　それが竜大の妨ぼう害がいだった。


　色々と不ふ愉ゆ快かいな問題があったものの、今ではすっかりラブラブ状態で同居までしているというのに、竜大はいまだに恵に対してやきもちらしきものを焼いているらしく、望が電話をかけようとすると、たまに妨害してくることがあるのだ。


（──よし、ピッタリ）


　日本の時間帯にあわせた時計をみながら、実家に電話をかけた。


　何度めかのコール音のあとで、回線が繫つながる。


「こんばんは」


　受話器から届いたのは、恵の次に頻ひん繁ぱんに電話をかける友人の声。


「……あぁ？　隼人か」


　兄ちゃん？　といつものように恵の元気な声が聞こえると思っていた望は、拍ひよう子し抜ぬけした。


　どうやら短縮ボタンを押し間ま違ちがえたらしい。


「悪い、間違った。後でかけ直す」


　今ごろ恵は電話の前でベルが鳴るのを待っているに違いない。


　隼人への説明を後回しにすることにして望はいったん通話をカットした。


　そして、二度目のチャレンジ。


「はい、山田です」


　受話器から届いたのはやっぱり聞き慣れた隼人の声。


（……なんだ、これ？）


　訳が分からない。


　今度は絶対に番号を間違えていない。


　しかも、ご丁てい寧ねいに隼人は山田姓せいを名乗って電話にでている。


「……隼人、お前、もしかして家にいるのか？」


「ええ。お邪じや魔ましてますよ」


　しれっと隼人が答える。


「………めぐむは？」


「今、シャワー浴びてるところですね」


「…………客が来てるのに、なんでシャワーなんか」


　他に客の応対ができる家人がいるならともかく、恵はあの家にひとりで暮らしているのだ。


「………………まさか」


　望は、思ってもみなかった可能性に凍こおり付いた。
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　いきなりガラス製品が割れる音が響いた。


（なにをしてるんだろう？）


　竜大がいぶかしんでいると、今度は重いものをなげつけたかのような鈍にぶい音と、やっぱりガラスが割れる鈍い音が続けざまに響く。


　あとで相手してやるからという望の言葉を信じておとなしくベッドで待っていた竜大は、起きあがると音のするほうへ向かった。


「……酷ひどいな、これは」


　ダイニングとの仕切りの役割を果たしていた模様入りの磨すりガラスに、派手にヒビが入っている。


　その手前の床ゆかに転がっているのは、ブランデーの瓶びん。


　これだけじゃあるまいと部屋を見み渡わたすと、望が手近にあったクッションを投げつけたらしく、低めのリビングボードの上に飾かざってあった花が、青い花瓶ごと床にぶちまけられている。


「ああ、花瓶が……」


　竜大はおもわずため息をついた。


「金持ちのくせにケチケチすんなっ!!」


　なにを怒おこっているのか、望は拳こぶしを握にぎりしめ、肩かたで息をしている。


「ものを粗そ末まつにするなっていったのは、誰だれだっけ？」


「男のくせに細かいことにこだわってんじゃねーよ」


「……それも一種の差別だよね」


　望は、怒いかりのあまり冷静な思考能力を失っているようだ。


　取りあえず怒りが収まるまで放ほうっておくことにして、竜大は床に散らばった花瓶の欠片かけらを拾い集めることにした。


（修復は……不可能だろうな）


　値段的にはぜんぜん惜おしくない品だった。


　自じ称しよう天才工芸家が道ばたで売っていたのを、望が綺き麗れいな色だといったから購こう入にゆうしただけで、世間一いつ般ぱんの常識でいえば芸術的な価値も一いつ切さいない。


　──望が気に入っている。


　竜大にとっては、それが一番の価値基準だった。


　特に、この花瓶は旅行先で買ったものだっただけに思い出もあって、余計に惜しく感じられた。


　もっとも、この部屋にあるものすべてが似たようなものだ。


　望は、竜大の自宅の調度品を贅ぜい沢たくすぎるから落ち着かないとよくこぼしていた。


　それを覚えていたから、こちらのものはすべて望の気に入るようなものばかりを揃そろえている。


　流行はやりの建築デザイナーが手がけたマンションに、やっぱり流行りのデザイナーが手がけたファニチャーの数々。


　正直いって、竜大にとっては安っぽい玩具おもちやのようにも感じられるものばかりだったりするのだが……。


　花瓶の形に修復するのは無理でも、このガラス片へんでなにか二次加工させるのも面おも白しろいかもしれない。


　そんなことを考えながら、タオルで水気を取りながら一枚一枚欠片を拾い集めていく。


「──手伝う」


　少しは頭が冷えたのか、しばらくするとバツの悪そうな望の声が聞こえた。


「いいよ。手を切ると悪いし、そこにいて」


　顔を上げてそういうと、望は「わるい」と謝りながら手近にあった椅い子すを引き寄せ、背もたれに腕うでを乗せ、足をひらいて逆向きに座った。


（行ぎよう儀ぎが悪い）


　どうしてわざわざ逆向きに座らなければならないのか、いまいち理解できない。


　だが、ガウンがはだけ、望の白くなめらかな足がむき出しになっているのは随ずい分ぶんといい眺ながめだ。


　望は、華きや奢しやで繊せん細さいな容姿の持ち主だ。


　初対面のときはその容姿に目を奪うばわれ、親しくなるにつれみえてきたその乱暴な言動に驚おどろかされた。


　黙だまっていれば申し分のない美形だというのに、自分でそれをぶちこわすような言動をためらわずにとる望。


　惜しいと思うより、自分とは違ちがう、感情むき出しの乱暴な言動の数々がやけに魅み力りよく的に思えてしかたがなかった。


　どうしてこんなにアンバランスなんだろう？


　そんな疑問を解明したいと思ったのが、彼に惹ひかれる要因のひとつだったのかもしれない。


「なにを怒ってたの？」


　恵くんと喧けん嘩かでもした？　と顔色を窺うかがいながら聞いてみる。


「喧嘩なんかしてねーよ」


「じゃあ、どうして」


「…………隼人に恵を寝ね取とられた」


「それって……」


「あの二人、できちゃってんだよ。──あーもー！　隼人は無類の女好きだと思ってたから安心してたのに。んなことになるなんて思ってもみなかったよ。こんなことなら、家の鍵かぎなんか渡わたさなきゃよかった」


「そう、……それはよかったな」


　思わず素す直なおな気持ちを口走ると、無敵のブラコンにぎりっと睨にらみつけられた。


「よくねーよ」


「望はそうだろうね。でも、俺は嬉うれしいよ」


　軽く掃そう除じ機きを掛かけ、あとはホームキーパーに任せることにして片付けを終わらせる。


「なんで」


「邪魔者が二人揃って片づくからね」


「……っ！」


　望はムッとした。


（どうして怒るんだろう？）


　誰にも渡したくないほど愛しているのだと、意思表示をしているだけなのに……。


　竜大は不思議でしょうがない。


「あほなこといってんじゃねーよ。──決めたっ！　俺、日本に帰るぞ」


「一時帰国？」


「違う。帰るったら帰るんだ。仕事だって最近は一区切りついて暇ひまじゃん。……なぁ、もう帰ろーぜ」


「……そうだね」


　ひとりで帰るつもりだったのなら反対したが、どうやらそうじゃないらしい。


　当たり前のように「帰ろうぜ」と誘さそわれて、竜大はもう帰っても大だい丈じよう夫ぶそうだなと頷うなずいた。


「あとは電話だけの指示でも大丈夫だし、帰ってもいいかもね」


「だよな。──帰ったら、ぜってーあの二人を別れさせてやる」


「ひとつ聞いてもいい？」


「なんだよ」


「恵くんは、隼人に押されて付き合わされてるのかな」


「………同意の上みたいだけど」


「だったら、余計なことはしない方がいいと思うよ。恵くんに嫌きらわれたら最悪だろうに」


「恵が俺を嫌ったりするもんか。──絶対別れさせる」


　望は、ふんっと鼻を鳴らして勢い込んだ。


「恵くんを預けるのに、隼人じゃ不満？」


「そういう問題じゃねーよ。恵はまだ高校生だぞ。保護者としてほうっておけないじゃねーか。──しかも相手は、いつも相手を取っ替かえ引っ替えしてたあの隼人だぞ。捨てられて泣く前に、こっちから手を切らせてやる」


（隼人が遊びで手を出すわけがないのに……）


　あの冷静な隼人が、友人の弟に遊びで手を出すわけがない。


　望は、弟可愛かわいさでそんなこともわからなくなっているのだ。


　それに、隼人を全面的に信しん頼らいしている望は、敵に回したときの隼人の厄やつ介かいさをわかっていないのだろう。


　子供の頃ころから、周囲の声の望むままに行動してきた隼人。


　だが、竜大は隼人のことを、権力や家格といったものに左右されない極きわめて自由な資質の持ち主だと子供の頃から分ぶん析せきしていた。


　素直に言うことを聞くからといって決して服従しているわけじゃなく、ただ単に他ほかの選せん択たく肢しを必要としなかっただけのこと……。


　だからこそ一度本心から執しゆう着ちやくしたら最後だろうと思うのだが……。


（恵くんのほうも、たぶんいうことをきかないだろうな）


　いまだに思い出すと喜びで胸が熱くなるのだが、海外出張を強要したとき、望は自らの意志でずっと溺でき愛あいしていた弟より自分を選んでくれていた。


　身内への情より、自分の恋れん情じようを選んだのだともいえる。


　望は、弟も自分と同じような道を選択するとは思わないのだろうか？


　たぶん望のもくろみは現実にならないだろう。


　そう竜大は思う。


　だが、頑がん固こ親おや父じ状態になっている望に忠告しても、きっと無む駄だ。


「………頑張ってね」


「おう」


　口先だけで応おう援えんしてやると、望は嬉しそうに微笑ほほえんだ。


（かわいい……）


　ふっくらと頰ほおがふくらんで、目元を細めたその笑え顔がおに、思わずみとれた。


　人の目を意識して微笑むときの華か麗れいな笑みとは違う、素直に嬉しい気持ちを表面に押し出しただけの素そ朴ぼくな微笑み。


　強ごう引いんに身体からだを繫つなげていたときには見せて貰もらえなかった表情だ。


　引き寄せられるように歩み寄って、かがみ込むと、椅子に座る望の唇くちびるに触ふれるだけのキスをする。


「──あとで相手してやるっていったよね？」


　さっきから気になって仕方なかった白い足に、そうっと手を這はわせるとピクンと望の身体が反応した。


「いーけど、でも……」


　望は竜大の肩かたに手を掛けると、気持ちよさげに軽く顎あごをあげる。


「なに？」


　竜大は、昨夜のあとの残る喉のど元もとに、もう一度強くあとをつけた。


「っ……、……もっと、ちゃんとキスしろ。──口にだぞ」


　さっきのもの足りなかったからさ、と耳元に恥はずかしげな声。


「お望みのままに」


　竜大は、誘うように軽く開かれた望の唇に、深く唇を重ね合わせた。




その腕うでに捕とらわれて





黒くろ崎さきあつし
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